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秋道　　航海術と海の生物

航 海 術 と 海 の 生 物

ミク ロネシ アの航 海術 に おけ る Ｐｗｕｋｏｆの知識

秋 道 智 彌＊

Navigational Knowledge of Sea Life (Pwukof) in Satawal, 
        Central Caroline Islands, Micronesia

Tomoya  AlumrcHi

   Pwukof is a basic item of traditional navigational knowledge 
among navigators in the Central Caroline Islands of Micronesia. 
Pwukof categorizes the sea life encountered when sailing in 

particular directions from individual islands. This paper 
describes the elaborate system of pwukof from 18 islands in 
Micronesia, using data from my fieldwork on Satawal Island. 

   Each set of knowledge of a given island  contains sea birds, 
fish, other marine creatures, and oceanographic phenomenon, 
together with submerged reefs and islands. Fish and birds high-
light the nature of this knowledge, since they are unique in having 

particular proper names, and in being endowed with behavioral 
and morphological features. Often these animals are inferred 
as esoteric and sometimes abnormal in appearance; i.e., yellow 
frigate birds, barracuda in an upright position, swordfish with 
a coconut leaf ornament around the neck, a boneless shark, float-
ing shellfish, or such phenomena of a pair of a croaking and 
a voiceless sooty terns, or a white-spotted and a non-spotted 
frigate birds, and the like. 

   Despite their probable emergence in certain sea areas, and 
accidental encounters en route, birds and fish designated in 

pwukof are believed to survive by means of self-recruitment, even 
after accidental capture or killing. This suggests that this 
knowledge has served not only for educational and recitational 

purposes, but also as a cognitive device for space allocation during 
voyaging, rather than as useful indications for actual location-
finding and landfall per se.
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１． 序 論

１． は じ あ に

　広大な太平洋の大海原を船で旅 したことのある人なら，さまざまな鳥や魚たちに出

会ったことが一度でもあるにちがいない。群れをなして船のそばを泳 ぐイルカや，魚

をもとめて急降下するアジサシたち。海と空だけの単調な外洋環境に出現するこうし

た海の生物たちは，おなじ場所にじっとしているわけではけっしてない。エサをもと

めて空や海を自由にうごきまわり，あるいは波にまかせてただよっている。

　遠洋航海 という生活手段を通 じて，こうした海の生物たちに慣れ親 しむ ミクロネシ

アの航海民たちは，一見，きままで無作為な生物たちの存在を自らの航海術の知識と

してた くみに取 りこんでいる。 ミクロネシアのカロリン諸島一帯では，ある島から特

定の方位にむかってカヌーをすすめると，特定の名前をあたえられた鳥や魚にかなら

ず出会うという内容の知識がしられている。Ｐｗｕｋｏｆとよばれるものがそうである。

　人びとは，なぜ １カ所にじっとしているはずのない鳥や魚に特別の名前をあたえ，

それを何のために利用し，どういう目的でそうした知識を世代から世代へ と伝承 して

きたのであろうか。

　本論では，サタワル島における筆者の野外調査をもとに，Ｐｗｕｋｏｆとよばれる航海

術の知識について記述と分析をおこなってみたい。そして， ミクロネシアの航海民が

海の生物にたいしてどのような観念や知識の体系をもっているのかについて，その一

端をあきらかにしてみたい。

２．　 Ｐｗｕｋｏｆの 知 識 とは

　Ｐｗｕｋｏｆというのは，ある島か らみて，どの方位にどのような生物 ・海洋現象が出

現す るのかを島ごとに網羅 した知識である。既発表の Ｗｏｏｆａｎ６ｗ という知識が島喚
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間の方位関係 を 体系化 したも の で あ った の に た い して ［秋道　 １９８４：６５１－７０９］，

Ｐｗｕｋｏｆはお もに生物現象の あ らわれ る方位に関す るものであ るとい う特徴 がある。

　例 をあげよ う。 た とえば， ヨール ピック環礁か らみて， ｔｕｐｗｕｉ　ｔｕｍｗｕｒとよばれ

るサ ソ リ座 のアル ファ星 が沈 む南西の方位 には， Ｎｉｍｗａｒｅｍｗａｒとい う固有名称 の

１匹のエ イが出現 する。 このエイの首の まわ りには， 白い飾 りがついている とい う特

徴があ る。ｗｅｎｅｗｅｎｅｎｕｐｗ （南十字座 が南 中す る真南） には，　Ｗ ｏｒｈａｎｉｆｅｎａ とい う

名称 のサ ンゴ礁 があ る。 このサ ンゴ礁 には，ｆｅｎａすなわちサ ヨ リがいる とい う。 この

よ うに して， ヨール ピック環礁 の周囲 には，１９の異な った方位に特定 の島や生物 があ

らわれる （付録の事例 ３を参照）。

　 こんどは ウォレアイ環礁 の場合， 島か ら ｗｅｎｅｗｅｎｅｎｕｐｗ， すなわち真南 に Ｙａｎ・

Ｕｒａｎｇ という固有名称を もつ １羽 のネ ッタイチ ョウが出現す る。 しか もこのネ ッタイ

チ ョウはふ つ うのよ うに白い色 を して いるのではな く黄色を して いる。結局 ウォ レア

イ環礁 の周 囲には２８の方位 に特定の島や生物が出現す る （付録の事例 ４を参照）。

　 このよ うに して， ある島 のまわ りに出現す る魚や鳥，あ るいはサ ンゴ礁 について，

その名称，特徴 となる部分や習性を，航海術で もちい られ る方位名称に したが って網

羅 したのが Ｐｗｕｋｏｆとよばれ る知識で ある。

　 ＰＷｕｋｏｆの知識 は， ミクロネ シアの航海術に関す る知識のなかで，たいへん重要 な

性格を もって いる。 とい うのは，少年 が一人前の航海者 とな るために修得 すべ きさま

ざまな知識のなかで，Ｐａａｆｕｕ （円周上で３２の方位 を もつ スター ・コンパ スを 記 憶 す

るこ と），Ｙａｒｏｗｕｍｗ （スター ・コ ンパス上で相対す る方位の対を記憶 す る こ と），

Ｙａｍａｓ（スター ・コンパ スの 中央 にカヌーを想定 し，そのカ ヌーの船首 ，船尾， アウ

トリガ ー側， プ ラッ トフ ォーム側 の延長線上 にそれぞれあた る ４つの方位 を １つの組

と して記憶 す るもの），Ｗ ｏｏｆａｎＵｗ （あ る島か らみて別 の島が位置す る方位をスタ ー・

コ ンパ スの方 位名称を もとに島 ごとに網羅 的に記憶 す るもの），の ４項 目についで修

得す べ きもの とされてい るか らで ある。以上 のべ た ４項 目につ いては，筆 者によ る既

発表の ２論文 のなかで とりあげた ［秋道　 １９８１ａ，１９８４］。

　 サタ ワル島に近 接 した ラモ トレック環礁 やプル ワ ト環礁で調査をお こな った米 国の

人類学者 らは，Ｐｗｕｋｏｆの存在 について言 及は して い る が （た とえば，　Ｒｉｅｓｅｎｂｅｒｇ

による Ｐｕｋｏｏｆ）， その内容に関 してはい っさい記述 を お こな って い な い ［ＡＬＫＩＲＥ

ｌ９７０；ＧＬＡＤｗ　ＩＮ　 ｌ９７０；ＲＩＥｓＥＮＢＥＲＧ　 １９７６］。

　 Ｐｗｕｋｏｆは，　ｐｗｕｋｏｐｗｕｋ， す なわち 「結ぶ」 とい うことばに由来す る。 したが っ

て， １つの島 が多 くの生 物 ・海洋現象 によって結ぜ れる とい う解釈が もっとも妥当で
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あろ うとお もわれる ［ＳＡｕｃＨｏＭＡＬ　ｌ９８２］。　Ｒｉｅｓｅｎｂｅｒｇや Ｇｌａｄｗｉｎ などは， プル

ワ ト環 礁におけ る調査 か ら，この Ｐｗｕｋｏｆにつ いて言及するさい，　Ｓｅａ　Ｌｉｆｅ，すなわ ち

「海 の生物」 ということばを適用 して いる ［ＧＬＡＤｗｌＮ　 １９７０；ＲＩＥｓＥＮＢＥＲＧ　 ｌ９７６］。

　 Ｐｗｕｋｏｆは， 島ご とにその内容 が異な る。そ してた とえば， ラモ トレック環礁 （現

地 語名で Ｎ６ｍｗ６ｃｈｏｋ）における Ｐｗｕｋｏｆは，　Ｐｗｕｋｏｆｉｎ　Ｎ６ｍｗ６ｃｈｏｋ，プルス ク島

（Ｓｏｗｕｋ）におけ る Ｐｗｕｋｏｆは，　Ｐｗｕｋｏｆｉｙ　Ｓｏｗｕｋ とそれ ぞれよばれ る。 本 論 で は，

サタ叉ル島をふ くめた合計 １８の 島についての Ｐｗｕｋｏｆの知識 を対象 と して いる。 そ

れ らは， ソ ロール環礁， ヨール ピック環礁 ， ウォレアイ環礁， イフ ァル ク環礁 ，ガ

フェル ト島， エ ラー ト環礁 ， ラモ トレック環礁 ， ウエス ト・フ ァーユ島詐， サタ ワル

島詐， ピケ ロ ッ ト環礁壽，タ ムタム島，プルス ク島詳，プル ワ ト環礁 ， プ ンラ ップ環礁，

ウルル 島＃， トラ ック諸島＃，ロサ ップ環礁，オロル ーク環礁＃であ る。 その うち１０の島

（前記，＃の もの） につ いては，複数 のイ ンフォーマ ン トか ら情報 をえた。 事 例の数

は全部で３６例で ある。 これ らは付録 として第 ＩＶ章 に一括 して記述 した。

　Ｐｗｕｋｏｆの知識に関するイ ンフォーマ ン トは， サタワル島 にお ける男性 ５名であ る。

本論で は，Ｅｐ，　Ｍ ｇ，　Ｒｐ，　Ｉｋ，　Ｅｗ という記号 によ りそれぞれのイ ンフォーマ ン トをあ

らわす ことにす る。なおサタワル語 の記載 事項 と表記方法 につ いては，調査当時，助

手をつ とめた Ｓａｂｉｎｏ　Ｓａｕｃｈｏｍａｌ氏 （現在， グアム大 学所属） によ り検討 を うけた。

再三 ではあ るが，サタ ワル語 の表記 につ いては，筆者の これまでの発表論文 で もちい

た要領 に したがうことを確認 してお く ［秋道　 １９８０，１９８１ａ，１９８１ｂ，１９８１ｃ，１９８４］。

Ⅱ．Ｐｗｕｋｏｆの 分 析

１．　 記述 内容の分析結果

　（１） 生物 ・海洋現象の出現方位 数

　ＰＷｕｋｏｆの知識のなかで，特定の生 物現象 ・海洋 現象が出現す る とのべ られている

方位数 は， それ ぞれの島 ご とに異な って いる。た とえ ば，サタワル島の場合， ４人の

イ ンフォーマ ン トを通 じて３２の方位の うち３１の方位について，何 らかの事象が 出現す

るとされて いる。一方，エ ラー ト環礁 における場合 ，その数 はサタワル島の約半分 に

相当す る１６であ る。 また，同一 の島で もイ ンフォーマ ン トにより言及 された方 位の数

は一般 的 に異な る。第ＩＶ章 に記載 したすべ ての事例 をこみ に してみ ると，島 ごとに言

及 されて いる方位数の平均は ２４・４（Ｎ＝３６，ＳＤ＝５．２９）であ る。
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　 この数字は，Ｗ ｏｏｆａｎＵｗ の知識のなかで特定 の島 が出現す ると して言 及 される 方

位数 よ りも一見 して多 いようにみ うけ られ る。 この点を 確認 す るため， Ｗ ｏｏｆａｎＵｗ

と Ｐｗｕｋｏｆにおいて言 及されるさまざま な現象 の出現方位数 を島 ごとに比較 した。対

象 として，Ｗ ｏｏｆａｎｔｉｗ と Ｐｗｕｋｏｆの両方 につ いて資料 が利 用で きる１８の島 （Ｐｗｕｋｏｆ

で記載 した ものす べて） をえ らび， とくに同一の島で 複数 の 情報 がある ＰＷｕｋｏｆの

場合 については， 出現方位数が もっとも少な い事 例を採用 した。 その結 果，Ｐｗｕｋｏｆ

における方位数 のほ うが，Ｗ ｏｏｆａｎｔｈｗ の場 合よ りも多 い ことが わか った （ｔ・＝３．１６，

Ｐ＜０．Ｏｌ）。

　（２） 島／地理 ・海洋現象／生物現象の比率

　つぎに，ＰＷｕｋｏｆの知識のなかで，どのような現象が言及されているのかを しらべ

るため，ＰＷｕｋｏｆの内容を以下のように大 きく３つにわけて集計 した。第 １は，実在

する島，第 ２は，架空の事物か，実在するとしてもその確認が困難な地理的現象や海

洋現象，第 ３は，架 空，実在にかかわ らず，生物とみなされている現象である。第 １

のなかには，北太平洋海域における縮尺 ２００万分の １の海図上で しるされた島で同定

可能なものをふ くむ。第 ２のなかには，架空とおもわれる島や，名称があっても同定

不可能な島やサンゴ礁，海面の状態やあわ，水路などがふ くまれ，第 ３のなかには，

魚，鳥，クジラ，貝など，本論で主要な分析対象となる生物現象がふ くまれる。流木

は植物であるという点で生物現象 とみなした。

　それぞれの島ごとにのべられている現象を，以上あげた ３区分をもとに集計し，そ

の出現数の百分率をもとめた。そのさい，同一の島で複数の情報がある場合でもそれ

ぞれを別個のものとしてあつかった。その結果，上記の３つの問には，出現にかたよ

表 １　 Ｐｗｕｋｏｆの知識における島／地理 ・海洋現象／生物現象の

　　　言及される頻度差

（数字は島ごとの出現百分率）

生物現象 地理 ・海洋現象 実在する島

平 均 ㈹

標 準 偏 差 （ＳＤ）

０．４７５

０．２６２

０．２７６

０．２１７

０．２２３

０．１８５

現 象 名 ｔ Ｐ 有意差＊

生 物 現 象 と 島

島 と地 理 ・海 洋 現 象

生物現象と地理 ・海洋現象

４．６５

１．１０

３．４６

Ｐ＜０．００１＊

Ｐ＞０．２

ｐく０．００１＊

あり

なし

あり
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りがみられた。すなわち，島やサンゴ礁などとくらべて，生物現象がもっとも多 く言

及されている。ただ し，実在する島と，それ以外のサンゴ礁や海の状態をあらわす海

洋現象 との間には，差がみとめ られなかった （表 １）。

　（３）　 １方 向あた り言及 され る現 象の数

　 １方 向につ いてのべ られ る現象 の数を，第 ＩＶ章 に記載 した ８２７例すべての場合につ

いて検討 した。頻度か らみ ると， １つの現象 のみ言及 され る場合が もっとも多 く，全

体の約９０％ を しめる。 つ いで ２つの現象がのべ られている場合 が６．５０／ｏ， ３つ以上 の

場合 は １％ あるいはそれ以 下であ る。 １方向で も っとも多 くのべ られて いるのがプル

ワ ト環礁の場合で， これ には ９つの現象 がふ くまれる。

　 （４） 出現す る現象の種類

　 上記② でのべた ３区分 に もとづ き， 出現す る現象 の種類をそれぞれの場合 にわけて

検 討 した。

ａ． 島

　 北太 平洋上 に実在す る島で，Ｐｗｕｋｏｆにあ らわれ るものは全部で ４７ある。　Ｐｗｕｋｏｆ

の知識のなかで実在す る島を 特定の方 位 との 関連でのべた 部分 は，Ｗ ｏｏｆａｎｔｉｗ の知

識内容 と性格が おな じであ る。筆者 のあつか った資料では， ミクロネ シアの全領域 が

ふ くまれて いないが， 現資料だ けを見 ると，Ｗ ｏｏｆａｎＵｗ と ＰＷｕｋｏｆの うち， いずれ

において も言及 されて いな い島 じまがあ る。 それ らは，マー シャル諸島 や東 カロ リン

諸 島のモキール 島， あるいは西 カロ リン諸島の ソンソロル 島， トビ島，北 のマ リァナ

諸島，南の カ ピンガマ ラ ンギ環礁 などであ り，いずれ もミクロネ シアの周辺部 に位 置

す る島 じまで ある。

　 なぜ周辺の島 じまについて知 られていないのかとい う理由 として， ２つの ことが考

え られ る。 １つ は，サタ ワル島がカ ロ リン諸 島全体で ほぼ中央 に位置す ることか ら，

周辺部の島 じまの ことがあま り知 られていない ことによるので はな いか という見方で

あ る。 もう １つは，周辺 の島 じまで航海術 自体 がお こなわれな くな った，あ るいは中

央 カ ロ リン諸 島 と周辺部 の島 じま との交渉 がな くな ったため，そ う した知識がわす れ

さ られた とい う可能性 である。基本 的には，後者 による影響が大 きいのではな いか と

筆者 は考 えて いる。

　 また，あ る方位 に島 があれ ば，かならずその島が Ｐｗｕｋｏｆのなかで も言 及され るか

とい うとそ うとはかぎ らない。 た とえ ば， ラモ トレ ック環礁の ＰＷｕｋｏｆ （事例 ９） で，

Ｗ ｏｏｆａｎｕｗ と共通す るのは， エラー ト，オ リマ ラオだけで，　Ｗ ｏｏｆａｎＵｗ でのべ られ
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て いるウエス ト・フ ァーユ， ピケロ ッ ト，サタ ワル，プル ワ ト， ガフェル トなどの島

はふ くまれていない。その かわ り ＰＷｕｋｏｆで は，マ グロ，エイな どの魚が 出現す ると

のべ られている。

ｂ． 地理 ・海洋現象

　 架空 とおもわれ る島，あ るいはその実在 を確認す ることが困難 な島，サ ンゴ礁，波

の状態な どの現象 は，Ｗ ｏｏｆａｎｕｗ および Ｐｗｕｕｐｗｕｎａｐａｎａｐに関す る知識のなかで

もとりあげ られて いた ［秋道　 １９８１ｂ，１９８４］。ただ し，　Ｐｗｕｋｏｆに登場す るサ ンゴ礁

のなかには，単 に名前だけでな く，特定 の魚 がい るとか ， ウニがた くさん とれ る，あ

るいは漁携活動に適す るといった付帯 的な情報 がイ ンフォーマ ントによりあたえ られ

ている。 この点 につ いては（７）固有 名称 と実態 との関係 の項でのべ る。

　 ある島の ＰＷｕｋｏｆをみ ると，この項 目に該 当す る現象が実在す る島や他 の生 物現象

に くらべて顕著 に多 い場合があ る。た とえ ば，無人 島である ピケロ ッ ト環礁の ＰＷｕｋｏｆ

の場合，出現す る全現 象の うち，１０００／ｏ （事例 １６），６６．７０／ｏ （事例１７） がそれぞれサ ン

ゴ礁で あり，生 物現象 はい っさい言 及されて いな い。同様にオ ロル ーク環 礁 （これは

有人 の島） で も，約６８０／ｏがサ ンゴ礁で あ り，の こ りは実在の島 とな って いる。 これ ら

は，ＰＷｕｋｏｆとい うよ り Ｗ ｏｏｆａｎｕｗ の知識 といって もさ しつかえのない 内容 となっ

て いる。 もちろん ， この ２人 のイ ンフォーマ ン トにより え られた ピケロ ッ ト環 礁 の

Ｗ ｏｏｆａｎｕｗ と Ｐｗｕｋｏｆの知識 を比較 ・検 討す ると， ま った く同一 とい うわけで はな

く，Ｗ ｏｏｆａｎ丘ｗ で はサ ンゴ礁以外 に実在す る島が言 及されて いる。　Ｐｗｕｋｏｆと Ｗ ｏ－

ｏｆａｎＵｗ の 内容 はあ くまで異な って いるのである。

　海洋 現象 自体 の出現数 はそれ ほ ど多 くはな い。 このなか には，海のあわ，ナギの状

態 ， 非常に波 の荒 い場所 （以上それぞれ ２例）， 海の もりあが り　（１例） な どがふ く

まれ るにすぎない。

ｃ． 生 物現象

　第 ＩＶ章で のべ たすべて の資料 か らえ られ る生物現象 は ４７７例 あ る。 そのなかにふ く

まれるのは，鳥類，魚類， およびそれ らの群れ，水棲 哺乳類 ，昆虫類，植物 （流木 と

海藻），甲殻 類，爬 虫類 ，両棲類 ，貝類 な どで ある （表 ２）。

　つ ぎに， それ ぞれの生物種類 につ いての出現頻度を集計 した。 １つの島で複数の情

報 がある場合， もっとも多 くの方位 につ いて現象が言 及されてい る事例を抽 出 した。

全体 として採用 した ものの事例番号 は，１，２，４，６，７，８，９，１１，１４，１７， １８，２１，

２５，２６，２７，３０，３３，３６の１８例で ある。

　 出現す る生 物の個体数 は，た とえ ば １匹 とか ２頭 ，群 れ とい ったよ うに， それぞれ
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魚 類

表 ２

サタワル語名

ｃｃｈｅｐ

ｆゑ　ａｒｉｙａｐ

ｆａｙｉ

ｆｅｎａ

ｆｂｏｆｂ

ｍ 舶 ｍ

　 　 グ　　　コ　　　　　ノ

ｍ ａｙｌｍ ｅｎ

ｍ ｅｎｇａ「

ｍ ｏｎｇｏｗｕ「ＵＵ「

ｍ ｗａｒｅｆａｒｈ

ｍ ｗｕｎ査ｙｉｎ６ｍ ｗ

ｎ６６ｒｈ

　 　 ノ　　ノ

ｎｇａａｎ

　 　　　　　　　　　　ノ

ｎｌｌｍ ｗｅｙ

ｎｉｙ６６ｍ ａ

　 ノ　　ノ

ｐａａｗ

ｐａａｗｎｉｋａｐ

ｐｗ６６ｐｗ

ｐｗ ｅｎｅ

　 ノ　　　　　　　　

ｓａｎｇ１「

ｓｅｎｇａｎａｎｇａｎ

　 　 　 ノ

ｓｅｐｏ「

ｓｅｒａ

ｓｅｒａｗ

ｓｏｎｇＯＯｌｌｇ

ｔａｋ丘ｎａａｒ

ｔａｋＵｎ丘ｗ ｏｒｈ

ｔゑｎｅｐａｐ

ｗｏｏｍ ｅｙ

ｗｕｍ ｗｕｎ６

ｗｕｒｈａ

　 グ

ｙａ「ｅｎｇａａｐ

ｙｅｔａｍ

ｙｉｋゑｙｉｎ６
　 ノ

ｙｏｐｐｗ

その他の水棲動植物
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Ｐｗｕｋｏｆに あ らわ れ る生 物 名 一覧 表

和 名 英 語　名

ヒラア ジ

エ イ

エ イ

サ ヨ リ

ツ ム ブ リ

タ レ クチ ベ ラ

マ ツ ダイ

トビ ウオ

サ メ

ミヤ コテ ング

ツバ メ ウオ

フ グ

サ ワ ラ

サ メ

ハ ギ

サ メ

サ メ

サ メ

バ ラハ タ

マ グ ロ

セ ナス ジ ベ ラ

シ イ ラ

トガ リエ ビス

カマ ス

ヒメ ジ

カ ジキ マ グ ロ

ダ ツ

？

ヒメ ジ

ア イゴ

ブ ダ イ

カ ツ オ

ヒ ラア ジ

タ イ

イ トヒ キア ジ

great trevally 
ray 

ray 

half beaks 

rainbow runner 
double-headed Maori-wrasse 

jumping cod 
flyingfish 

shark 
orange-epaulette  surgeonfish 

 batfish 

puffer 
wahoo 
shark (immature) 

leatherjacket 

shark 

shark 

shark 

fairy cod 

tuna 

six-barred wrasse 

 dolfinfish 

spiny squirrelfish 

barracuda 

goatfish 
swordfish 

long-tom 

golden-banded goatfish 
 rabbitfish 

parrotfish 
bonito 

great trevally 
sea-bream 

 pennantfish

タ コ

イルカ

小型のクジラ

octopus 

dolphin, porpoise 
whale (small)

９
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nifaifai 

 nifeirorh 

numunuworh 

numw 

raaw 

 sayawaanti 

 wong 

yamaw 

 yithr

貝

貝

海 藻

海 藻

クジラ

ウミヘビ

アオウミガメ

カ ニ

ェ ビ

shellfish 

shellfish 

seaweeds 

seaweeds 

whale 

sea snake 

green sea turtle 

crab 

lobster

鳥 類

kiyakiy 

kuniing 

kurukaak 

 mwiy 

nicchok 

nikirhowur 

 nirhokusarepwen 

 nisinger 

 paiennal  

 pitingtipaanei 

reerh 

sepan 

 sunk 

yaraar 

yasaf 

 yere 

yinin 

 yomO

シ ロア ジサ シ

クロアジサシ

グンカンドリ（小型）

ネ ッタ イチ ョウ

コア ジ サ シ

グ ンカ ン ド リ

サ ギ

カ ツ オ ド リ

white tern 

plover 

noddy 

starling 

bush warbler? 

common migratory shore bird 

small plover 

tern

small  plover 

tropic bird 

sooty tern 

frigate bird 

heron

ｂｏｏｄｙ

その他の動物

koos 

nipwoipwok 

 worhaap 

worhapinang

ウ

ウ

ボ

ボ

ヨ

ヨ

ン

ン

チ

チ

ト

ト

butterfly 

butterfly 

dragonfly 

dragonfly

異 な る。その出現個体数 にかかわ りな く，生 物 とみ とめ られた ものの出現頻度 を １と

して集計 した結果， 全体 で２５８例の生 物現象がふ くまれて いた。 その うち， 鳥 と魚か

らな る群 れ （ｐｗａａ と称 され る）をのぞ いた２５６例 のなかで，鳥で はグ ンカン ドリが３３

例 （１２．９％），つづ いて ネ ッタ イチ ョウ１５例 （５．９％）， カツオ ドリ１０例 （３．９％） の順

に多 く，魚 ・水棲哺 乳類で は， サメ２１例 （８．２０％）， クジラ１８例 （７．０％），カ ジキマグ

ロ１４例 （５．５０％）， イル カとエイがそれぞれ１０例 （３．９％） の順 に多 く出現す ることが
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わか った。

　 また，海面上 ，あるいは水 中に存在す るもの （魚 ・哺 乳類 ・貝 ・カニ ・流木） の合

計 は１５０例，空中 に存在 す るもの （鳥 ・チ ョゥ ・トンボ） の合計は１０６例で あり海 に存

在す るもののほ うが多 い。種類数でみ ると，海 に棲 息するもの （３１種類） は空 中の動

物 （１７種類） より倍 ちか く多 い。 ただ し，海 と空 による区別 はそれ ほど重要 でな いか

も しれな い。 というのは，鳥であ って もつね に空 中を飛んで いるので はな く，海面 上

を浮かんで いた り，流木 に とまって いる場合 （あるいは海 中に もぐって魚を とる場合）

もあ るか らであ る。

　（５） 生物現象の形態，習性，色などの特徴

　特定の名称をあたえられた生物には，色，形態，行動などの特徴に関するさまざま

な説明がくわえられている。

ａ． 行動様式

　鳥 の場合，鳴 く／鳴かな いとか，流木 に とま って いる／ いな いといった区別 が もっ

とも多 くあ らわれ る。 たがいにあ らそ って いるグンカ ン ドリ　 （事 例１０）， ２羽の鳥 が

カヌーの両側 をそれぞれまわ りなが ら飛んで お り，一方 が鳴 き，他方 が鳴 いて いない

といった例 （事例 ２１） はむ しろ例外的で ある。

　魚 ， クジラ，イルカな どの水棲動 物の場合，跳躍 して いるという説 明が もっとも多

い。 特殊 な場 合 として，頭 を垂直上， あるいは下 にむけて いるカマス （事例１８と２１）

や，頭 を東 に向けている ヒメジ （事例 ３） や クジラ （事例２５）， あるいは腹 を南 にむ

けている ミヤ コテ ング （事例３０）の よ うに，特定の方位 との関係 を明示 した例 がある。

サメやクジ ラの場合，人間 にとって危険 な存在である とか安全で ある ことが言及 され

てい ることもある。

ｂ． 形態

　鳥，魚 ともに，羽 が切れて ボロボ ロにな っている とか ，一本脚の鳥，尾のな い鳥，

尾の とげや背 びれのな い魚，首や背びれ，胸 びれ，尾 にコ コヤ シの若葉 の飾 りを して

いる魚，あ るいは背中が くさったク ジラとい ったよ うに，異 常な形態を して いた り，

ココヤシの葉のかざ りをす るとい った場合 のよ うに，あき らかに架 空 の存在 とおもわ

れ るものがあ る。大 きさにつ いては，非常 に大 きいとか小 さいといった区別 の ほか，

具体 的 に １ヒロ，片腕 長，両手 をひろげたと きの大 きさといったよ うに具体 的に指定

されて いる場合は ほとんどない。

ｃ． 色
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　 色 と してのべ られているのは， 白色，黒 色 ，赤色 ，黄色，褐色，青色で あ り， と く

に白，黒 ，赤 が多 く出現す る。注 目すべ き点は，体 が黄色 のエイやネ ッタイチ ョウ，

ヒラア ジ，サメ， ミヤ コテ ング，外鯛孔の赤いサメ，羽の色 が赤 いネ ッタイチ ョウ，

胸 や腹 の白いグ ンカ ン ドリ，頭の 白いサメといった ように，異常 な体色 を した生物 が

多 く言及 されている ことで ある。た だ し，ふつ うの色 を して いるとお もわれる場合で

も，黒 いグ ンカ ン ドリとか， 白いカッオ ドリといった説明がな され ることもある。わ

ざわざその ことがのべ られ ている理 由につ いては不 明であ る。

　（６） 出現生 物の個体 数

　あ る方位に出現す るとされている特定生物は， かな らず しも鳥 １羽，魚 １匹 とい っ

たよ うに単独個体 であ るとはかぎ らない。 そこで ，それぞれの島における Ｐｗｕｋｏｆの

例か ら前述 した１８の事例 を とりあげて，生物 の個体数 に関す る傾向を しらべた。 その

結果，全体の約７０％ は単独で出現する場合で，約１０％ が ２羽 とか ２匹出現す る場合で

あ った。鳥や魚 が群れ と してあ らわれる場合 は全体 の１３．３％ となって いる。群れをあ

らわす ことば として，ｙｅｗｕｍｗ，　ｐｗａｉ，　ｃｃｈｏｎ，　ｗｉｅ などが あるが， それぞれの こと

ばが具体 的に何 匹の魚 とか，何 羽の鳥に相 当す るか とい ったことが意味の うえで弁別

され ているわ けで はな い。

　（７） 固有名称 と実態 との関係

　個 々に出現す る現象 には，固有の名称があたえ られて いる。 島以外 のサ ンゴ礁や生

物現象 の名称 を しらべ てゆ くと， なかにはその名称が実 際の現象 と何 らかの関係 をも

つ ことを言語 的に示唆す るものがふ くまれて いる。た とえ ば，事例 ２の方 位１７にある

Ｙ丘ｒ丘ｙ６ｎの ＹＵｒ一は エビ （ｙＵａｒ）をあ らわす。事 例１２と１３の Ｓｅｒａｗａｎｉｍｗゑｒは， カ

マス （ｓｅｒａｗ）をあ らわす。事例１１の方位 ４にあ る Ｗ ｏｒｈａｎｉｐｗ６６ｐｗ とい うサ ンゴ礁

の名称 自体 は， サ ンゴ礁 をあ らわす ｗｏｏｒｈ と，サ メの一種 をあ らわす ｐｗ６６ｐｗ と

い う意 義素にわ ける ことがで きる。実際， このサ ンゴ礁に関す る付加 的な情報 と して，

ｐｗ６６ｐｗ とい うサメがた くさん いる とい うこ とがのべ られて いる。 事 例２１の 方位１５

にある ＹＵｎＵｍｗａｒａｔａと方位１９にある ＹＵｎＵｍｗゑｒＵｔｉｗ は ともにカマスを あ らわ し，

一 方が頭 を上にむけ
，他方 は下 にむけている。 この ２つの固有名称の語尾 にある 一ｔａ

と 一ｔｉｗ は，事 物の運動す る方 向をあ らわす接尾辞で，－ｔａは 「手前 のほ うに」，－ｔｉｗ

は 「向 こうのほ うへ」 とい う意味 をそれぞれ あ らわす。

　 以上の ように Ｐｗｕｋｏｆには，特定 の事象 にあた え られ た固有の名称が，その実態，

あるいは状態を言語 的 に示 唆する場 合がふ くまれ ている。 また，固有名称 が不 明で あ
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った り，名称な しといった場合 もあった。残念なが ら，名称がないという場合の積極

的な意義をた しかめることができなかった。

　 さらにおもしろいことに，Ｐｗｕｋｏｆにあらわれる固有名称がそのまま人名としても

ちいられることがある。Ｐｗｕｋｏｆの名称が先か人名が先かといったことは不明である

が，重要なことはいったんその人が死んで しまうと，Ｐｗｕｋｏｆのなかでもちいられて

いた固有名称も変更されるという点である。Ｐｗｕｋｏｆにふくまれる名称 と同じ名前を

もつ人びとがどのくらいの数いるのかについて しることは不可能にちかいが，少なく

ともこうした場合を通 じて，ＰＷｕｋｏｆの名前自体が時間的に変化する可能性があるこ

とがわかる。

筆者は Ｗ ｏｏｆａｍｉｗ の分析のなかで航海術の知識内容のインフォーマントによる異

同についてとりあげたことがある ［秋道　 １９８４］。 北太平洋海域の海図で島喚間の方

位を調べた結果， 個人差や情報のまちがいがみとめられたものの，Ｗ ｏｏｆａｎＵｗ の知

識自体はその性格上，遠洋航海の指針 として一定の汎用性 と有効性をもつことがあき

らかになった。

　一方，Ｐｗｕｋｏｆの場合，その内容や情報は個人の間でどの程度，一致点や相違点を

もつといえるのだろうか。そして，その結果がどのような意味をもっているといえる

のだろうか。

　サタワル島における５名のインフォーマ ントは，Ｐｗｕｋｏｆの知識を習得するさいに，

たがいに情報を交換したわけではないし，おそわった先生にあたる人物も同一ではな

いことをたしかめている。ただし， ５名のインフォーマン トのいわば先生にあたる人

がすでに死亡 しており，その人びとがさらにどのような人から知識を伝授されたのか

についてあきらかにすることはで きなかった。そこで，とりあえずこれまで記載した

全資料を検討 し，個人間でみ られる情報のズレを，（１）記載内容，（２）島喚間の方位関係

にわけてしらべてみた。

２． 知 識 の 異 同 点

　（１） Ｐｗｕｋｏｆの記載 内容 の比較

　まず最初 に， ４名 のイ ンフォーマ ン ト （Ｅｐ，　Ｍ ｇ，　Ｒｐ，　Ｅｗ）か らえ られたサタ ワル

島の Ｐｗｕｋｏｆ（事例１２～ １５） を比較 した結果 か らのべ るこ とに しよう。

　 ４名の間で，生物の名称 と種類 ，さ らに出現す る方位がすべて整合 したのは，表 ３

に しめ した ４例 （Ｙｏｎｉｗａ，　Ｎｕｋ６ｉｓｏｍｗ，　Ｍ ｅｓ６ｒｕｍｅｙ６６ｒ，　Ｎａｉｆａｉｎ丘ｋ）で ある。 た と

え ば，南十字座が南 中す る方位 （＝真 南）には，Ｎａｉｆａｉｎｔｉｋ という名称のグ ンカ ン ド
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表３　 サタワル島における Ｐｗｕｋｏｆの情報に関する変異

１． 方位番号２８にあらわれるクジラ

情 報
提供者 現地語名 実 態 付帯的状況

Ep 

Mg 

Rp

Ew

Yoniwa 

Yoniwa 

Yoniwa

Yoniwa

約１０頭のクジラ

クジラの群れ

非常に多 くのクジラ（約３
００頭いる）

約７～ ８頭

カヌーを破壊する。１頭は白い。

危険である。

カヌーを破壊する。危険。 Ｒｐは

実際に遭遇 したことがある。色は
黒と白。

小さい。

２・ 方位 番 号 ２３にあ らわ れ る ネ ッタ イ チ ョゥ

情　報
提供者

Ep 

Mg 

Rp 

Ew

現地語名

 Nukeisomw 

 Nukeisomw 

 Nukeisomw 

 Nukeisomw

実 態

１羽 の ネ ッタ イ チ ョウ

１羽 の ネ ッタ イ チ ョウ

１羽 の ネ ッタ イ チ ョウ

１羽 の ネ ッタ イ チ ョウ

付帯的状況

な　 し

大きい。

大きい。よく遭遇することがある。

大きい。羽は赤い色を している。

３． 方位番号１８にあらわれるコァジサシ （Ｅｗの場合の方位番号は１６）

情　報
提供者

Ep 

Mg

Rp

Ew

現地語名

 Mesorumeyeer 

 Mesorumeyeer

 Mesorumeyeer

 Mesorumeyeer

実 態

１羽 の コ ァジ サ シ

２羽 の コ ァ ジサ シ

２羽のコアジサシ

２羽のコアジサシ

付帯的状況

鳴いていない。

鳴いていない。Ｒｐは，１９７５年，
プルスク島とサタワル島の間の海

域で遭遇 した。

鳴いていない。眼は褐色で上に隆
起があり，羽根はよごれてきたな
いｏ

鳴いていない。

４． 方位番号１７にあらわれるグンカンドリ

情　報提供者

Ep 

Mg 

Rp 

Ew

現地語名

 Naifaimik 

 Naifaindk 

 Naifaimik 

 Naifaindk

実 態

１羽 の グ ンカ ン ド リ

１羽 の グ ンカ ン ド リ

１羽 の グ ンカ ン ド リ

１羽 の グ ンカ ン ド リ

付帯的状況

な　し

胸は黒 と白。

色は黒い。白い斑点なし。

胸は白い。

リが １羽出現す る， とい う情報 は ４名 の間で おな じで ある。 ただ し，名称が同 じで あ

っても，生 物の数やその特徴 といった細部 にお いて， ４名 が同 じ情報を持 ってい るわ

けで はな い ことが わかる。 たとえ ば，Ｙｏｎｉｗａ とい うのはクジラで あることは ４名の

間で共通 して いるが，その数や特徴にたいする知識内容 は異な って いる。すなわち，
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Ｅｐ によると，　Ｙｏｎｉｗａ とい うのは 「約１０頭の クジラで，カ ヌーを破壊す る。 その う

ちの １頭の色 は白い」 とい う。 Ｍｇの情報では，「群れ をな して おり，危 険 で あ る」

とな っており，Ｒｐ は 「約３００頭 と多 く， カヌーを破壊す る。 実際に遭遇 した ことが

ある。色 は黒 と白である」 とい う。Ｅｗ は，「約 ７～ ８頭 お り，小 さい」 という。

　 上 にのべた もの以外 の例 では，名称，種類，出現方位のいずれかあるいは ２つ以上

の点で異同があ る。Ｍ ｅｓ６ｒｕｍｅｙ６６ｒと Ｍ ｅｓ６ｒｕｍｅｙｅｆａｎｇの場合 につ いての例 をのべ

よ う。

　 Ｅｐ・Ｍ ｇ・Ｒｐ の間で は，　 Ｍｅｓ６ｒｕｍｅｙ６６ｒ と Ｍ ｅｓ６ｒｕｍｅｙｅｆａｎｇ という名称の鳥 が

隣 りあった方位 （方位番号１８と１９） に出現す る。 しか し，Ｅｗ の場合 ，出現方 位は前

三者 と異 なって少 しはなれて いる （方位番 号１６と１８）。

　 Ｍ ｅｓ６ｒｕｍｅｙ６６ｒは鳴 いてお らず，　Ｍｅｓ６ｒｕｍｅｙｅｆａｎｇ は鳴 いてい るとい う特徴 は ４

名 とも同 じで ある。 しか し Ｒｐ では， さ らに Ｍｅｓ６ｒｕｍｅｙ６６ｒの羽根が汚れて おり，

しか も眼の うえに隆起があ るのにたい して， Ｍ ｅｓ６ｒｕｍｅｙｅｆａｎｇ には眼 の うえに隆起

がな いという特徴 が指摘 されて いる。

　 Ｅｐ，　Ｍ ｇ，　Ｒｐ の場合，　Ｍ ｅｓ６ｒｕｍｅｙ６６ｒ と Ｍ ｅｓ６ｒｕｍｅｙｅｆａｎｇ は ｙａｒａａｒ という鳥

（コァ ジサ シ）で あるが，Ｅｗ の場合，　 ｐａｉｅｎｎａｉとい う鳥 （同定不明）で ある。 鳥

の数 は，Ｅｐの場合 で １羽，　Ｒｐ と Ｅｗ の場合で は ２羽，　Ｍ ｇの場合 には，　Ｍ ｅｓ６ｒｕ－

ｍｅｙ６６ｒが ２羽，　Ｍ ｅｓ６ｒｕｍｅｙｅ伽 ｇが １羽 とな って いる。

　 コァジサ シが鳴 いて いな いとい う特徴 は， ４名 ともおな じであ るが，Ｒｐ によ ると

さ らにこの コアジサ シの眼の色 は褐 色で，羽根 は汚れ てお り， しか も眼の上に隆起 が

あるという情報 が追加 されている。

　 サタ ワル島の ＰＷｕｋｏｆ以外 の例 を検討す ると，以上のべたよ うな異 同点のほかにも，

出現 す る生 物の種類 や名称 がかな らず しも全員 のあいだで一 致 しない とか， 出現 する

生 物の名称 や特徴 はおな じで あるの に，イ ンフォーマ ン トによ っては出現す る方位 が

ズ レている とい った場合が ある。 たとえばプルス ク島の例で は， ３名 のイ ンフォーマ

ン トの間で島 の種類や 数はかな らず しも一致 しないが，ＹＵｎＵｔｏｎｇｏｔｏｎｇ とい う名称

をおな じくす る島 が方位１２に出現す る。

　（２） 島喚問における ＰＷｕｋｏｆの比較

　ある島を基準として，特定の方位にある特徴をもった鳥や魚が存在するかどうかを

海図によって調べ ることは，まったく検証不可能なことが らである。 しか しながら，

ＰＷｕｋｏｆには，同一の名称をもつ動物が相異なる２つないしそれ以上の島填でのべ ら

れている例がある。
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Ｂ

図 １　 異なった島喚問における Ｐｗｕｋｏｆの位置づ（ｉ

（θは方位を，Ｘ は Ｐｗｕｋｏｆにあ らわれる生物を

それぞれあらわす）

Ｘ１の場合，場所は特定化されないが，　Ｘ２の場合，

Ｐｗｕｋｏｆのあらわれる場所は特定化される。

　す なわ ち，あ る島 Ａ か らみて方位 （θａ）に特定 の生 物 Ｘ があ らわれると し， 別 の

島 Ｂか らも θｂの方位に Ｘ があ らわれ るとい った事例を Ｐｗｕｋｏｆのなかにみいだす

ことがで きる。 図 １か らもわか るように， θａ と θｂ の絶対誤差 （１θａ－ｅｂ　１） が１８０度

の場合， 島 Ａ と島 Ｂを結 ぶ線上 に Ｘ があ らわれる ことになる。 それ以外の場合 は，

ＰＷｕｋｏｆの生物 Ｘ はど こかの海域 に固定 され るか （θａ と θｂがそれ ぞれなす直線 が

交叉 する）， あるいは出会 うことがな い （θａ と θｂがなす直線 はま じわ らな い） か の

いずれかで ある。

　前者の例 をあげてみよう。プル スク島か ら方位 １ （コンパス方 位で は ０度） には，

Ｓ６ｗｕｋｅｒａｐ とい うマ グロ　（事例２０と２２）， ない し Ｓ６ｗｕｋａｒｈｉｍｗ とい うカツオ ドリ

（事例２１）， あ るいはマグ ロ （事例２３） が 出現す る。 一方， プルワ ト環礁 か ら方位１７

（コンパ ス方位で は１８０度） に，プル スク島， Ｓ６ｗｕｋａｒｈｉｍｗ，　Ｓ６ｗｕｋｅｒａｐ があ らわ

れる （事例２５）。 プル スク島とプル ワ ト環礁 はほぼ南北線 にそ って位 置 してい るので，

Ｓ６ｗｕｋｅｒａｐ と Ｓ６ｗｕｋａｒｈｉｍｗ がち ょうど ２つの島のあいだ に位 置 して いる可 能性

は非常 に高 い（図 ２）。

　 つぎに，後者の例 を とりあげ よ う。サタ ワル島か らみて方位１０ （コンパス方位で は
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図 ２ 島喚間における Ｐｗｕｋｏｆの比較

①と②は SOwukerap,  SOwukarhimw の出現

図 ３　島嗅間における Ｐｗｕｋｏｆの比較

Q  Mwaramwaran kurukaak, C)  Mwaramwar, ③と④ Ytiniiso
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８３度） に Ｍｗａｒ義ｍｗａｒ６ｎ　ｋｕｒｕｋａａｋ という名前 の １羽の クロアジサ シがあ らわれ る。

一方
，プル ワ ト環礁 か らみて方位２８（コンパス方 位で は２９４度）には，やは り Ｍ ｗａｒムー

ｍｗゑｒという名前 の １羽 のクロアジサ シがあ らわれ る。名前 に少 し不一致 があるもの

の，サタ ワル とプル ワ トとの間の海域 にクロアジサ シが固定され る（事 例１５と事 例２５）

（図 ３）。

　事例１０と１１では， ウエス ト・フ ァーユ島 か らみて方 位１５に ＹＵｎｉｉｓｏ とい うグ ンカ

ン ドリが出現す る。サタ ワル島か らは同 じ名前 のグ ンカ ン ドリが方位 １に出現す る（事

例１２，１４，１５。事例１３で は， グ ンカ ン ドリではな くカ ッオ ドリにな っている） （図 ３）。

　つ ぎに， ２つの島の ＰＷｕｋｏｆが出会 わない 例 をあげ よう。 ウォレアイ環礁 か ら方

位１５に ＮＵｋ丘ｎｉｍｍａｔとい う１匹 のサメが出現す る （事 例 ４）。 一方 ，プル ワ ト環礁 し

か ら方 位 ９位 に もやは り ＮｔｉｋＵｎｉｍｍａｔという名前の カジキマ グロが出現す る （事例

２５）。 プル ワ ト環 礁か らみて ウォ レアイ環礁 はほぼ 真西 にあ り， ２つの魚 はあき らか

には異な った存在 と考え られ る。

　以上 のよ うに，出現す る生物の方位関係 を異 な った島喚間で し らべた結果， 同一直

線上 にな らぶ場合，あ る特定の海域に点 と して固定 される場合， ２つのものを別個の

もの と考え ざるをえな い， という ３つ にわける ことがで きる。

第 １の場 合，Ｐｗｕｋｏｆの知識 は Ｗ ｏｏｆａｎＵｗ の場合と同 じく， 方位 はきまるが距離

は規定 されな い知識であ るとい うことを示 す。第 ２は，鳥 や魚 が特定 の場所 に存在す

る場合で ある。 第 ３の場合，２つの島の Ｐｗｕｋｏｆの うち，どち らかの島の情報 自体が

まちが っているか，同一の名称 でよばれる Ｐｗｕｋｏｆが， ちが った 海域に 別 々に 存在

す ると推定す ることがで きる。 この うち，海 図上で作図 した結果，最 も多 く見 られた

の が Ｐｗｕｋｏｆが固定 され る第 ２の場合で あ った。 しか し， その ことは Ｐｗｕｋｏｆの生

物 が一定の海域 にいるこ との積極的な証 明になるので はけ っしてない。 もっ とも，島

ご とに一見， バ ラバ ラな知識 とお もわれた Ｐｗｕｋｏｆが部 分的にせ よ整合性 をもつ こ

とがあ きらかにな った。それでは，特定の場 所 に魚 や鳥 が いる とい う帰結 を とりあげ

るな ら，その ことは一体 なにを積極 的に意味 しているので あろ うか。 この問題 は，以

下の討論 にお いて とりあげ ることに しよ う。

皿． 討 論 と 結 論

１．　 Ｐｗｕｋｏｆの フ ォー ク ・イ ン タ フ゜リテ ー シ ョン

これ までみて きた ように，Ｐｗｕｋｏｆにはさまざまな海の生 物 が登場す る。常識 的に
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考 えれば，魚や鳥 が １ヵ所 に とどま っているなどあ りえない。 しか もいく らきまった

針路 にカヌーをすす めたと して も，特定の色 や形態 を もった鳥や魚 にはた して出会 う

とい った ことがあ りうるので あろ うか。Ｐｗｕｋｏｆで のべ られた生物が架空の もので あ

るのか，あるいは実在の ものであ るのか とい う点 をめ ぐって，筆者 はインフォーマ ン

トと話 しあ った ことがある。 そ うした 討論 を 通 じて， サ タワル島 の 航 海 者 た ち が

ＰＷｕｋｏｆに登場す る生物が どの よ うな性質 の ものである と考 えているの かといった点

につ いて，以 下のよ うな説 明を うる ことがで きた。

　（１） ｓｅｒｆｉ（遭遇 と偶然性）

　 あ る島を出発 して外洋 を航海す るさい，Ｐｗｕｋｏｆの知 識で のべ られ ているよ うな特

定 の海洋 現象 や魚，鳥 に出会 うこと自体 は，ｓｅｒｆｉとよばれ る。 この ことばには，「遭

遇 す る」 とか，「たまたま会 う」 といった訳語 がもっともよ くあてはま る。す なわ ち航

海者た ちは，Ｐｗｕｋｏｆの知識でかた られ る魚や鳥 にかな らず しも出会 うとはかぎ らな

い， ということをは っきりとみ とめているこ、とにな る。

　 Ｐｗｕｋｏｆの知識 をイ ンフォ ーマ ン トか ら教わ って いた さい， ときど き， エ ピソー ド

的 に島の何某 はかつて この魚 に実際 ，出会 った こ とが あるとか， 自分自身，嵐 に遭遇

して方向 がわか らな くな った さい，Ｐｗｕｋｏｆに登場す る魚に 「遭遇 し」 たので， その

時点で カヌーの現在地 を知 ることがで き，結 局，無事 に島 にもどることがで きた とい

う話 を聞 いた。 こう した ことか らも，ＰＷｕｋｏｆの生 物が実在 し，それ らについての知

識を もって いることが航海 にとって非常に重要で ある と考え られて いることがわかる。

　（２） ｙｅ　ＳＵＷｅｎ　ｓｅ塩ｎ （再生産の論理）

　 もし，あ る航海者 がたまたま出会 った ＰＷｕｋｏｆの魚 を釣 ったり，カヌーに近づ いて

きた ＰＷｕｋｏｆの鳥 を捕獲 した りす ると， その生 物 は もうその 場所にはいな くなるで

はな いか， とす こ し意地悪 い質 問を した。す る とそれ にた い して，魚や鳥 が何 らかの

きっか けで いな くな って も，また，別 の個体が いれかわ るという返答 をえた。つま り，

Ｐｗｕｋｏｆでのべ られて いる生 物現象 にたい しては，　ｙｅ　ｓｕｗｅｎ　ｓｅｆａｎ とい う表 現 がな

された。 ＳＵＷｅｎ とい うの は 「置換す る」，　ｓｅｆａｎ は 「ふ たたび」 とい う意味であ り，

ＰＷｕｋｏｆの生 物は何度 も再生す る と見 なされて いるこ とになる。 生物は生 命を もつ も

ので あるから， うまれてか らあ る時間 がたつ とかな らず死 ぬ。ＰＷｕｋｏｆの生 物 といえ

ども生 き物で ある以上 ，死 は さけ られない。 こう した論理か らすれ ば，Ｐｗｕｋｏｆの知

識 が代 々，継承 されてゆ くことと矛盾 する ことになる。 しか しなが ら，置換，な い し

再生産 という別 の論 理 によって この問題が見事 に克服 されて いるわ けで ある。
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　 じっさい，一 度死 んだ動物が再 びあ らわれた， という話を き くことがで きた。 たと

えば， あるイ ンフォーマ ン トによると， ウルル島の Ｐｗｕｋｏｆに出現す る Ｓｏｒｏｍ と

いうサメ （ｎｉｒ６ｒ６ とい う種類） は，かつて プル ワ ト環礁の人 によ って殺されたが，ふ

たた びまた出現 した （事例２７）。

（３） 鳥 と魚 につ いての民俗知識

　 Ｐｗｕｋｏｆの知識 に登場す るさまざまな生物の うち， と くに魚や鳥 にた い して，以下

にのべ るよ うな いくつかの民俗概念 や考 えかたがあるこ とがわか った。

ａ， 動物 カテ ゴ リー

　 あるインフォーマ ン トによると，ＰＷｕｋｏｆの なかで言及 されて いる生 物は，海の動

物 ｙｅｐａｒｈ と空を飛ぶ動 物 ｍａｎｕｒｅに区分 で きるとい う。　ｙｅｐａｒｈ は， 「泳 ぐ動 物」

をあ らわす ｍａｎｎｉ　ｙｉｎｉｎ， あ るいは 「海の動 物」をあ らわす ｍａｎｎｉ　ｎｅｅＳｅｔの一部

で あり，ｍａｎｎｉ　ｎｅｅＳｅｔのなか には， 魚， イル カ， クジラな どがふ くまれ る。 一方，

「空を飛ぶ動 物」 を あ らわ す ｍａｎｕｒｅは ｍａｎｎｉ　ｙａｎｅｙａｎ の一部 で あり，　 ｍａｎｎｉ

ｙａｎｅｙａｎのなか には鳥， トンボ，チ ョウなどがふ くまれ る。　ｙｉｎｉｎ は 「泳 ぐ」，　ｎｅｅＳｅｔ

は 「海で」，ｙａｎｅｙａｎ は 「飛ぶ」 という意味をそれぞれあ らわす１）。

　別 のイ ンフォ ーマ ン トは，航海術 を修得 した ｐａｎｕｗ に とり，　Ｐｗｕｋｏｆで のべ られ

た鳥や魚 は航海 の重要な 目安 とな るもので あると前置 き して，つ ぎの ような二 つの概

念 をあげた。 それは， ｍａｎｎｉ　ｐａｎｕｗ と ｙｉｋｉｗｅ　ｎａｙｕｒｈ　ｐａｎｕｗ で ある。 前者 は

「ｐａｎｕｗ の ｍａａｎ」 の意味で， この ｍａａｎ には，鳥，チ ョウ， トンボな どの飛ぶ動

物がふ くまれ る。一方，後者 は 「ｐａｎｕｗ の子供で ある ｙｉｉｋ」 とい う意味で，　ｙｉｉｋに

は海 の魚 やクジ ラ， イル カなどがふ くまれ る。

　 さらに別 のイ ンフォーマ ン トによると，Ｐｗｕｋｏｆがある島か らみてあ らゆる方位 に

出現 す るものの総称で あ り，ｍａｎｕｒｅはその うち実際 の航海 において遭遇す るものを

さす という。

ｂ． 距離による分類

　ａ．の場合は，動物の行動様式に着目した分類の諸相であり，空中と水中という２つ

の区分が重要であった。これとはまった くちがって，島からの距離におうじた動物の

１）筆 者 はサ タ ワル 島 にお け る民俗 分 類 に関 す る論 考 のな か で ，ｍａａｎ とい う概 念 が 非 常 に重 要

で あ る とい う こ とを かつ て 指 摘 した こ とが あ る ［秋道 　 １９８１ｃ］。 ちな み に上 記 の例 で ，　ｍａｎｎｉ

ｙｉｎｉｎあ るい は ｍａｎｎｉ　ｎｅｅｓｅｔと ｍａｎｎｉ　ｙａｎｉｙａｎ は いず れ も動 物 の総 称 で あ る ｍａａｎ と い う概

念 を動 物 の 運 動 様式 や棲 息 地 に よ って 区 分 した いわ ゆ る横 断 的 な カテ ゴ リーで あ る ［ＡＮＤＥＲＳＯＮ

ｌ９７２］。 これ 以 外 に，　ｍａｎｎｉ　ｔ６６ｔ６，す な わ ち 「這 う動 物 」 と い うカ テ ゴ リー があ り， トカゲ ，

ブ タ ， タ コ， 乳 幼児 な どが ふ くまれ る ［秋 道 　 １９８１ｃ１。
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民俗分類 がなされ ているこ とがわか った。

　 あるイ ンフォーマ ン トによると，Ｐｗｕｋｏｆのなかで のべ られて いる生物は，一般 に

ｙｅｐａｒｈ と称 され る。 ただ し， この ｙｅｐａｒｈ が出現す る場所，すなわち島か らの距離

に応 じて ２つない し３つ に区分 され，それぞれ異 な った名称 があたえ られて いる。す

なわ ち，ｍａｎｕｒｅは島の ちか くに出現す る生物で あ り， これ にた い して ｙｅｐａｒｈは，

島か ら ２０－４０　ｋｍ の距離はなれた海域 に出現す る生物で ある。そ して，その中間の海

域 は，ｎｅｐｅｔａｎ　ｍａｎｕｒｅ　ｍｅ　ｙｅｐａｒｈ とよばれ， ち ょうど ｍａｎｕｒｅが出現 した ところ

か ら １０　ｋｍ くらい沖にい った ところに相 当す るとい う。　ｍａｎｕｒｅの ｍａｎ一は動物一

般 をあ らわす ｍａａｎ を，－ｒｅは ｒｅｒｈｉ，すなわ ち「達 す る」という意味をあ らわす とい

う。 この考 えかたで は，特定の生物 カテゴ リーが島 か らの距離 との対応で区別 されて

いる点が重要で ある。

ｃ． 方言 の差

　別 のイ ンフォ ーマ ン トに よる と，ｙｅｐａｒｈ と ｍａｎｕｒｅ は ともに ｍａａｎ （＝鳥） と

ｙｉｉｋ（一魚） をあわせ た ものをあ らわ し，　ｍａｎｕｒｅ が東部 の ことばで あるの にた い し

て，ｙｅｐａｒｈ は西部の ことばで あるという。 一般の魚名 において も，西部の こ とばと

東部 の ことばの両方 が島で通用 する ことがある ［ＡＫＩＭＩｃＨＩ　ａｎｄ　ＳＡｕｃＨｏＭＡ１　 １９８２］。

ｙｅｐａｒｈ と ｍａｎｕｒｅの場合 も，同様な ちが いにす ぎない とい うのが この考え方で ある。

ただ し，プル ワ ト環礁で も ｙｅｐａｒｈ とい うことばが知 られてお り，航海 における計測，

予測 という意味がある ［ＥＬＢＥＲＴ　 ｌ９７２：２７］２）。

　 以上 の ようにサタワル島の航海者 による Ｐｗｕｋｏｆの説 明原理 をみてみ る と，Ｐｗｕｋｏｆ

に登場 する生 物現象 は，架空 の存在で あるとされて いるのではな く，実際 に出会 うこ

とは少 ないが， つね に置換 し，再生産 され る結 果，恒常 的 に存在す ると考え られて い

ることがわかる。 しかも，ＰＷｕｋｏｆの生物は，具体 的な航海 のさいに何の 目安や指標

ともな らないので はない。島 か らの距離に応 じて出現す る生物 にたい して異 な った名

称があたえ られてお り， このことか ら推察す ることがで きるよ うに，Ｐｗｕｋｏｆの生物

は実際の航海 において航海者が遭遇す るもの と考え られて いるのである。

２．　 Ｐｗｕｋｏｆの知識 の性格 を め ぐって

（１） カ リキュラム的な知識

Ｐｗｕｋｏｆは， カロ リン諸島 における航海術のなかで，たいへ ん重要 な項 目で あ るこ

２）カロリン諸島では，東西数千キロにわたって島じまが分布しており，しかも各島のあいだで

はおなじカロリン語がもちいられる。ただし，音韻上の分布はそのなかで異なっており，とく
にサタワル島周辺でそれより東側と西側との境界になっている ［ＱＵＡＣＨＥＮＢＵＳＨ　１９６８］。
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とはすでに序論でのべた とおりである。実用性 という点からみると，Ｐｗｕｋｏｆは一定

の有効性をもつとはいえ，具体的な島填間関係に関す る知 識である ＷｏｏｆａｎＵｗ に く

らべて，実際的に利用できる知識でないことはあきらかである。 しかし，この知識が

なぜ基本的な部類にはいるとされているのであろうか。

　 もし，Ｐｗｕｋｏｆに叙述 された内容が実際の航海でまった く役にたたないものであり，

特定の個人にのみ秘匿されたものであるなら，わざわざ若者たちに基本的な知識とし

て修得を義務づける必然性はないようにおもわれる。

　Ｐｗｕｋｏｆにふくまれる情報は，かつて紙や鉛筆がなかった時代にはまった く個人的

な記憶として暗記 されていたものであろう。筆者が調査 したさい，一部のインフォー

マ ントをのぞいて， すべての人はノートや紙 きれに Ｐｗｕｋｏｆの内容をしたため， 私

が先生からその内容を聞き取るといったあんばいで調査がおこなわれたのである。

　かつて若者が航海術のさまざまな知識や情報を修得するさいに，ｐｐｗｏとよばれる

儀礼がおこなわれたことはよく知 られている。そのさい，若者は熟練 した航海者か ら

質問をうけ，それに正確に返答できないと周囲の人びとか ら笑いものにされることが

あったという。すなわち，どれだけ実際の航海に役立つかどうかは別として，こうし

た知識を しっていることが教養 としても要求される。そのための学習教科にすぎない

とする考えかたが １つには成立す るのではないだろうか。

　②　言語 表現を通 じたオ リエ ンテ ーション法

　Ｐｗｕｋｏｆは， 島 ごとに特異 的な言語情報 を網羅 した知識で もあ った。 特定方 位に特

定の固有名称 を もち， しか もそれがた とえばグ ンカ ン ドリで あ った り， １頭の クジラ

で あった りす る。 このよ うな生 物の名称， 性格 （色， 形態，行 動）， あるいは出現方

位 を しらべてみ ると， ２つの ものがたがいに対 を形成 した り，類似 して いるが対立 し

た性格を もって いる場合がある。

　 い くつかの例 をあげ よう。サタワル島の Ｐｗｕｋｏｆには，同一の方位に色の ちが うグ

ンカ ンドリが出現す る例 （Ｎ６ｗｕｗｅｎｉｍ６ｎｇ と Ｙｏｎｉｐｗｕｋ）が ある。 また，べつの例

で は，たがいに となりあった方位に一方 が鳴 いて いるのにたい して，他方 が鳴いていな

い という特徴を もつ コアジサ シが出現 す る。 しか も，その名称であ る Ｍ ｅｓ６ｒｕｍｅｙｅｅｒ

と Ｍ ｅｓ６ｒｕｍｅｙｅｆａｎｇは，北 （ｙｅｆａｎｇ）と南 （ｙ６６ｒ）とい う方位上の対 立要素 をふ くん

で いる。

　 ウルル島の Ｐｗｕｋｏｆでは，方位１２に出現す る Ｆｉｒｉｓａｔという固有名の鳥 と方位３１に

おける Ｐｉｒｈｅｙｅｆｏｒｈ とい う名前の鳥 は，その 出現す る方位か らい うと円周 上で は中心

をはさんで一直 線上 にな らんで いる。 しかも，一方は １本脚 で， もう一 方は ２本脚で
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流木 の うえに とま っているとい う特徴 をもつ。なお，Ｐｉｒｈｅｙｅｆｏｒｈ とい う名称自体 は，

「１本脚 の」 という意味をあ らわす。

　 同 じ くウルル島には， 方 位３２と方位 ２に Ｒｅｓａｐｗｅｋｉｙａｗ と Ｒｉｐｗｅｋｉｙａｗ とい う

名前を もつ鳥がそれぞれ １羽 ずつお り，一方 は鳴 いて いるが他方は鳴いていない， と

いう例が ある。 この場合，南北線 をはさんで， こ ぐま座 の ベータの出現 （方位 ２） と

没入 （方位３２） に異 な った特徴 （鳴いている一鳴 いていな い） を もつ鳥 が対 を形成 し

て いる。

　 プル スク島の Ｐｗｕｋｏｆにおいても，南十字座 の没入方位 に ＹＵｎＵｍｗａｎｉｔｉｗ とい

う全長 ３メー トル くらいのカマスが頭 を下にむけてお り，一方，南十 字座 の出現方位

には ＹＵｎｕｍｗａｒｕｔａ とい うカマスが頭を上 に向 けて いる。 この場合， 南十 字座 の出

現 ・没入 とい う方位関係 と， カマスの水 中における状態 （頭 が上か下か）， そ してそ

の名称 自体 が対 （接尾辞の 一ｔｉｗ と 一ｔａ） にな っている。 また， この例では，東 が上，

西 が下というカロ リン諸島地域に特有の 方位 観念 が しめ されて いる ［秋道　 １９８０］。

また，ある方位 に２匹の鳥が出現 し，一方が鳴 き，他方 が鳴いていないとか，事 例１４に

あ るよ うに ２頭の オスの クジラ （Ｎａｐｗｉｃｈｅｎｕｋ）と １匹 のメスのサメ （Ｐｗｉｃｈｅｉｎ丘ｋ）

が同 じ方位 にあ らわれ るといった例 もある。

　 以上述べ たよ うに，Ｐｗｕｋｏｆのなかの生 物が対 を形成す る例 はい くつか ある。 しか

し現実 的に対 をな した生物 が存在す るとは考えに くい。 む しろ，神話や説話な どの 口

頭伝承 において常套手段 と して もちい られる対表現 と見 な したほ うが納得 しやすい。

Ｐｗｕｋｏｆの知識が，記憶す るための もので あるとい う性格 がこう した例 に しめ されて

いる。 しか しなが ら，名前や行 動，形態の特徴 な どが対 をなすのは，全部で１０数例 し

かない。すな わち，Ｐｗｕｋｏｆの内容を記憶 するさいに，対立概念 をもちいた表現が部

分 的に採 用され ていると考 えて よいだ ろう。 もっとも，ＰＷｕｋｏｆが有用性 を無視 した

ことばのあそび に終始 した内容の ものでない こともあ きらかだ ろ う。

　（３） 民俗知識とその実用性の問題

　そこで，Ｐｗｕｋｏｆの知識の根幹にふれる問題として議論 しなければならないのは，

航海のさいに実際に出会う鳥や魚が，航海者にとってどの程度重要な目安となるのか

という点である。

　航海のさい，鳥や魚の観察か ら，目的とする島の方位や位置を推測するという内容

の知識が知 られている。それ らは，Ｐｗｕｋｏｆや Ｗｏｏｆａｎａｗ のように体系だったもの

というよりも個別的な情報 としての性格が強い。以下，それらを列挙 しよう。

　島の周囲には，島に帰巣する鳥や島の周囲にあるサンゴ礁にいる魚を食べる大型魚
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が いる。 こうした鳥や魚 は，それぞれ ｍａａｎ　ｆａｎＵｗ （島の鳥），　ｍａｎｎｉｗｏｒｈ （リーフ

の動物） とよばれ る。

　島か ら離れ ると，外洋 に棲息 する鳥や魚が いる。 こう した動物は，それ ぞれ ｍａｎｎｉ

ｎｅｅｍｅｔａｗ （外洋 の鳥），　ｙｉｋａｎ　ｎｅｅｍｅｔａｗ （外洋の魚） とよばれ る。島に近 づ くと，

サ ワラ （ｎｇａａｎ）， ツムブ リ （ｆｏｏｆ（））， カマス （ｓｅｒａｗ）な どの魚 があ らわれ る。マグロ

（ｔｏｋｕｗ），カ ツオ （ｙａｒｅｎｇａａｐ）， シィ ラ （ｓｅｐｏｒ）などは どこにで もいるので，島が接

近 したか ど うかを しる目安 とはな らない。

　 トビウオのなかで，ｓｏｏｗｕｒｈｅｎ　ｍｅｎｇａｒｈｒ，　ｐａｉｍｗａｒｈ とい う種類 は，鳥 の周 囲の

サ ンゴ礁の ちか くに しか いな い。その ほかの トビウオは外洋 にいる。前者は総称 して

ｍｅｎｇａｒｈｕｎ　ｗｏｏｒｈ （リーフの トビウオ），後者は ｍｅｎｇａｒｈｕｎ　ｎｅｅｍｅｔａｗ （外洋 の ト

ビウオ） とそれ ぞれ よばれ る。

　海鳥は昼間， 外洋で索餌 し （ｙａｐｗｉｎｉｐｗｉｎ）， 夕方， 帰巣のため島の ほうへ飛 んで

ゆ く （ｙａｋｕｔｔａ　ｆａｎｕｗ）。

　ｎｉｓｅｒｈｕｐｗｕｎ，　ｍａｎｇｏｍｗｉｔ，　ｐｗｕｒｈｕｓａｔ，　ｓｅｐａｎ という名前の鳥は外洋性で， 波の

うえで休眠す る。つねに外洋 にいるので， これ らの鳥を ｍａｎｎｉ　ｎｅｅｌｎｅｔａｗ （「外 洋の

鳥」） という。 波風が荒 くとも， 飛 び回 ることがで きるのでこれ らの鳥 の翼 はか たい

と考 え られて いる （ｐａｙ　ｍａａｗ）。ただ こう した鳥の多 くは，マ リアナ諸 島で見 られ，

中央 カロ リン諸 島におけるよ うな低 い島はき らう。鳥を見つけて，そのあ とに した が

い島を見 つけ ることを ｙ６ｎｉ　ｆａｎｕｗ とい う。　ｙ６一 とは，「したが う， あ とにつ いてゆ

く」 とい う意 味で ある。 しか し，鳥 によってはかな らず島にた どりつける ものや，あ

ま りあて にな らない ものがある。

　ｋｉｙａｋｉｙ （シロァ ジサ シ）は，もっとも信頼度が高い鳥 とされている。 この鳥 が高 く

飛 んで い ると島まで まだ遠 く，低 く飛んで いると島がちかづいた と考 え られる。一 日

の内での移動距 離が ほかの鳥 に くらべ てもっとも長 く， しか もま っす ぐ島か ら飛ん で

くる （ｙｅｒａｉ　ｍａｎｕｗｅ　ｙｅｋｉｎ　ｙｏｗｅｎ）。 したが って，朝 か夕方 にこの鳥を見 ると，島 の

ある方 向を知 ることがで きる。 この鳥 は島 と島 との中間の部分 （ｎｅｅｐｗｏｎ）まで とん

で くることがあ る。ｐｗｏｎ は，「空 の」 という意味 を表わす。

　 ｋｕｒｕｋａａｋ（クロア ジサ シ）の うち，大 きいものを ｒｅｅｒｈｎａｐ， 小 さいものを ｒｅｅｒｈ

という。ｋｕｒｕｋａａｋ は，　ｎａｙｕｒ　ｙａｎ丘すなわち 「超 自然的存在の子供 」と見 なされ てい

る。

　 ｎｅｅｐｗｏｎ にいる鳥 は， それ ぞれの島 にもどるべ く， わ か れ て 飛 ん で 行 く （ｙａａ

ｙｉｙａｋｎｏ　ｍａａｎ）。 サタ ワル島 に もどる鳥 は，　ｙａｓｅ　ｆａｎｉｎｏｎｇ　ｍａｎｎｉ　Ｓａｔａｗａｌ， ウエ
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ス ト・ファーユ島 にもどる鳥は，ｙａｓｅ　ｆａｎｉｗｏｗ　ｍａｎｎｉ　Ｐｉｋｅｎ６ とい う表現 をす る。

　 これにたい して，ｙ６ｍ６，　ｙａｒａａｒ，　ｍｗｎｉｋａｗ，　ｎｉｓｉｇ６ｒ，　ｙａｐＰａｉｍａｗ，　ｓＵＵｋ，　ｙａｓａｆな

どの鳥 はたとえ ある方向 に飛んで いった と して も， それが ただ ちに島のあ る方角を し

あす わけで はな く， 目安 とはな らない。 た とえば，ある方向 に飛んで いってまた もど

って きたり，流木の うえで休眠す ることもある。結果 と して，航海者た ちが これ らの

鳥 にだまされ るこ とがあり，そ うい った意 味で以上 の鳥を，ｍａａｎ　ｆａｉｓｏｐｗ すなわ ち，

「だます鳥」 とよぶ こ ともある。 ところが，Ｐｗｕｋｏｆで は，グ ンカ ン ドリ，ネ ッタィチ

ョゥ，カツオ ドリらは， シロァジサ シ， クロア ジサ シよ りも多 く出現す る３）。

　以 上みたよ うに，鳥や魚 とその習性 に関 して人 び とは一定の知識を有 してお り，そ

れをた くみに応 用 して，航海 中におけ る島の発見 の目安 としていることがわか る。 鳥

や魚 の種類 に応 じて，島を発見 す るうえでの重要度 はまった く異な ってお り， と くに

信頼度 の高いものと人聞 がだま され る鳥 とが区別 されている ことは非常 に興味深 い。

３．　 海洋生物 と海の図像学一 結論にかえて

　子供が海の絵を描 くとき，まず青い絵の具を白い画用紙一面に塗ったところに魚や

タコ，あるいは海藻の絵をかきこむことがある。魚やタコ，海藻は海にふさわしい存

在であり，青色だけの面がもっとも海 らしくなる。さらに，海面上に鳥を数匹描 いて

やるとさらに現実感が増す。 こうした図像学的な世界が じつは Ｐｗｕｋｏｆのなかに認

められる。

　第ＩＶ章であげたようなさまざまな特徴をもつ魚や鳥が，実際に海面上に登場するさ

まを思い浮かべてみよう。日頃からなれ親 しんだ鳥や魚だけでなく，見たこともない

ような異常な形をしたもの，現実ばなれした色のもの，外洋にいるはずのないチ ョウ

チョウウオや ヒメジも登場する。その図像が，特定の名称を持っており，あらわれる

方位もきまっている。異常な形を したものは，人間にそれだけ強烈なイメージをあた

えるし，記憶 しやすいだろう。黄色い色のサメは， こρ世のなかに存在 しないと考え

るのがふつうだ。ところが，そうしたサメがある島から特定の方向に航海をおこなっ

たさいに存在するというのが Ｐｗｕｋｏｆである。 こうした 知識によってイメージが喚

起される。その結果，ＰＷｕｋｏｆの情報を通 じて，広大な外洋海域は何の目印や標識も

ない単調な世界であるのではな く，航海者にとり現実的で特定化されたものになる。

３） 島 か らの 距 離 に よ って 出 現 す る鳥 の 種 類 が異 な る こ とは， これ ま で に報 告 が あ る 。 ミク ロネ

シァ の事 例 を ま とめ た Ｌｅｗｉｓに よ る と， カ ロ リン諸 島で は ， ク ロ ァ ジサ シと シ ロァ ジ サ シ は島

か ら２０マ イ ル く らいの と ころ で ， カ ツオ ド リは３０マ イル く らいの と ころで ， アカ ァ シカ ッオ ド

リは４０か ら５０マ イ ル くらい の と こ ろで ， さ らに グ ンカ ン ドリは７５マ イル く らい の と ころで 見 る

こ とがで きる とい う ［ＬＥＷＩｓ　 １９７５］。’
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つ まり Ｐｗｕｋｏｆの生物 を島の まわ りに想定す ることによ り， 海 はあ らゆる 生 物たち

に出会 う世界 と して再構成 され るので はないだ ろうか。

　 かつて筆者が とりあげた Ｐｗｕｕｐｗｕｎａｐａｎａｐ という知識 は， 巨大な ダイアモ ン ド

形を したモ ンガ ラカワハギが海面 上にお り， その頭，尾，背 びれ，腹びれ，体 の中心

部 にそれぞれ実在の島や架空 の存在が位 置す るとい う内 容の ものであ った。 Ｐｗｕｋｏｆ

において も実際 に存在 す るもの，鳥 や魚 たちの生 き生 きと した描写 がその ことを物語

っているように，ひ ょっと して実在 す るか もしれない と考え られ るもの，議論の余 地

な く架 空の存 在 と思われ るもの，実在す る とも架空の もの とも判 断のつかない もの，

といった ように，異 な った受 け とめ方 が可能な い くつかの現象が混在 して いる。すな

わち，Ｐｗｕｋｏｆでは， 実在 と架空 のあいだが連続的 に変化 し， しか もそれが １つの知

識 と して位 置づ け られて いる。 Ｐｗｕｋｏｆによ って表現 され るの は，カ ロ リン諸 島の属

す る海域におけ る海 の生 物た ちや島，サ ンゴ礁 などにつ いての図像学な世界にほかな

らず，航海者た ちにとっては，壮大 な海 のイメー ジ ・マ ップにな って いるとはいえな

いだろうか。
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ＩＶ． 付 録 一 Ｐｗｕｋｏｆの 資料

　ＰＷｕｋｏｆに関する知識を，島ごと，インフォーマントごとに記載する。それぞれの

事例には１～３６の事例番号をつけ，えられた資料にふ くまれる島を便宜上，地理的に

もっとも西に位置するものから東のほうへと順番に配列 した。各事例の見出 しにある
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イニシャルはインフォーマントをしめす。

　なお，記載事項のもっとも左の欄にしめされた番号は，スター ・コンパスにおける

方位番号であり， １か ら３２までの数字で しめされている。具体的な方位とその名称 に

ついては，附表 １にしめ しておいた。つぎにその番号であ らわされる方位上に出現す

るとされる現象，あるいは事象の名称をのべ，コロンをはさんでその実態をそれぞれ

サタワル語名で しめす。不明，あるいは名称がない場合，その旨を しるした。さらに，

スラッシュ記号をはさんで実態の日本語訳をしめした。実在する島には＊印をつけ，

直接スラッシュをはさんで島名を しめ した。 さらに， １つの方位に複数の現象があ ら

われる場合は，句点をはさんで順番に記載 した。括弧内には，それぞれの実態にかか

わる付加的情報として，インフォーマントよりえ られた内容を記述 した。実態に関し

て，適切な日本語訳，あるいは種類が不明の場合はとくにその旨をのべず，たとえば，

魚とか鳥として記述 した。出現する動植物のサタワル語名と和名，および英語名との

対応は第 ｌｌ章のなかの表 ２としてまとめてとりあげた。

事 例 １　 ソロ ール 環 礁 の プ コ フ （Ｐｗｕｋｏｆｉｙ　Ｓｅｒｏｏｎ） Ｉｋ

３ Ｆａｉｓ＊／ フ ァイ ス 島

６ Ｔｉｎｉｆａｍａｒ：ｒｕｗｏｗ　ｙａｓａｆ／ ２羽 の グ ンカ

　 ン ド リ （１羽 は じっと して お り， も う １

　 羽 の グ ンカ ン ド リが そ のま わ りを飛 び ま

　 わ って い る ：ｙａｎｇ　ｔｏｋｕｎｕｋｕｎｕｗ）

７ Ｗ ｅｎｉｍａ：ｙｅｅｗａａｒｉｙａｐ／ １匹 の エ イ

ｇ　 Ｙｅｗａｉｍｗａｒｈ：ｙｅｅｗ　ｆａａｒｉｙａｐ／ １匹 の エ

　 イ

１１ Ｗ ｅｎｅｙａ＊／ ウ ォ レア イ環 礁

１４ Ｙｏｏｒｕｐｉｋ＊／ ヨー ル ピ ック環 礁

１ｇ　 Ｓｏｎｇｏｒｈ６ｎ＊／ ソ ンソ ロル 島

２５　 Ｐｗａｎａｗ＊／ パ ラオ 諸 島

２７　Ｎｇｅｎｕｗ＊／ ヌ グ ール 環 礁

２８　 Ｙａａｐ＊／ ヤ ップ 諸 島

３１　 Ｙｕｎｕｔｉｗ＊／ ウル シー環 礁

事 例 ２　 ヨール ピ ッ ク環 礁 の プ コ フ （Ｐｗｕｋｏ丘ｎ　Ｙ６６ｒｕｐｉｋ） Ｍｇ

１ Ｔａｋｕｎｕｍｗａｒ　：　ｙｅｅｗ　ｎｇａａｎ／ １匹 の サ ワ

　 ラ，Ｆａｙｕｎｋｅｍｏｐｗ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

２　 Ｎ丘ｋ丘ｍｉｗａｎｅｎｉｍａｎ：ｙｅｅｗ　ｆａＡｒｉｙａｐ／ １

　 匹 の エ イ

３　 な し：ｙｅｗｕｍｗ　ｋｔｕｕｗ／ イ ルカ の 群 れ，な

　　し：ｒｕｗｏｗ　ｓａｎｇｉｒ／ ２匹 の マ グ ロ

４　Ｆｅｒｈａｉｎａｐ＊／ フ ァ ラ ラ ップ環 石焦

５ Ｗ ｅｎｅｙａ＊／ ウ オ レア イ環 礁

６　 Ｙｉｆｅｎｕｋ＊／ イ フ ァル ク環 礁 ，　Ｐｉｋｅｎ６／ ウ

　 エ ス ト ・フ ァー ユ 島

７　 Ｙｅｎｏｏｔ＊／ エ ラー ト環 礁

９　Ｓｏｗｕｋ＊／ プル ス ク島

１１ Ｙａｐｉｎｉｐｏｗ：ｙｅｅｗ　ｙａｓａｆ／ １羽 の グ ンカ

　　 ン ド リ

１３　 な し：ｙｅｆｏｒｈ　ｙａｐｅｙｉｐｅｙ　ｍｅ　ｒｕｗｏｗ　ｙｉｎｉｎ

　　 ／ 流木 と ２羽 の 鳥 （流木 の両 端 に １羽ず

　　 つ の って い る）

１４　な し：ｙｅｅｗ　ｓｔｉ「ｔｋ／ １羽 の ネ ッタ イ チ ョウ

１５ Ｗ ｏｒｈａｉｔｉｎｉｐｗｕ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

１６　Ｙｅｎａｎｇａｒｈｉｋ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁 ，

　　 Ｍ ｉｙｏｎ：ｙｅｅｗ　ｙｅｒｅ／ １羽の エ ロ鳥 （褐

　　 色 ）

１７ Ｙｕｎｉｙｏｎ　：ｙｕｕｒ／ エ ビ （数 は 不 明）

１８　Ｙｅｎａｎｇａｎａｐ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁 ，
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　　 Ｎａｗｉｅｎｉｍｗａｒ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁 （サ メ

　　 の 群 れ が い る）

１９ Ｗ ｏｒｈａｉｎａｉｐｗｅｗ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

２０ Ｗ ｏｒｈａｎｉｋｉｉｙ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁 （ヘ レ ン

　　 礁 か ？）

２１ Ｗ ｏｒｈｏｒａｎｇ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

　　 Ｋａｔｏｋｏｐｗｅｉ＊／ トビ島

２２　 Ｓｏｎｇｏｒｈｏｎ＊／ ソ ン ソロ ル島

２３　Ｆａｉｎａｋ：ｙｏｍｏ／ カ ツ オ ド リ （５，６羽 い

　　 る とさ れ る）

２５ Ｐｗａｎａｗ＊／ パ ラオ 諸 島

２７　Ｎｇ６ｎｄｗ＊／ ヌグ ー ル環 礁

２８　Ｙａａｐ＊／ ヤ ップ諸 島

３０　 Ｓｅｒ６６ｎ＊／ ソ ロー ル 島，　 ｙＵｎ丘ｔｉｗ／ ウル

　　 シー環 礁

３１ ＹｉｆＵｒａｎｇ：ｙｅｅｗ　ｆａａｒｉｙａｐ／ １匹 の エ イ

　　 （色 は黄 色 ）， Ｆａｉｓ＊／ フ ァイ ス 島

３２　 Ｎ丘ｋｄｎ丘ｗａｎｅｎｉｍａｎ：ｒｕｗｏｗ　ｆ義ａｒｉｙａｐ／

　　 ２匹 の エ イ

事例 ３

２ Ｗ ｏｒｈａｉｒｏｒｈ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

３　Ｓ６ｗｎｔｆｋ：ｒｕｗｏｗ　ｗｏｏｍｅｙ／ ２匹 の ヒメ

　　 ジ （頭 は ｔａａｎ　ｍａｙｉｎａｐ ［一束 ］ の方 向

　　 を む いて い る）

４　 Ｆｅｒｈａｉｎａｐ＊／ フ ァ ラ ラ ップ環 礁

５ Ｗ ｅｎｅｙａ＊／ ウ オ レア イ環 礁

６　 Ｙｉｆ６ｎｕｋ＊／ イ フ ァル ク環 礁

７　Ｙｅｎ６６ｔ＊／ エ ラー ト環 礁

９ Ｓｏｗｕｋ＊／ プ ル ス ク島

１３ 不 明 ：ｙｅｆｏｒｈ　ｙａｐｅｙｉｐｅｙ／ １本 の 流 木

１４ Ｗ ｏｒｈａｉｔｉｎｉｐｗｕ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

１７ Ｗ ｏｒｈａｎｉｆｅｎａ：　ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁 （サ ヨ リ

　　 が い る）

１８ Ｆａｎ丘ｗａｉｎｔｈ　：ｆａｎ丘ｗ／ 島 （１本 の ココ ヤ

ヨー ル ピ ック環 礁 の プ コ フ （Ｐｗｕｋｏｆｉｎ　Ｙｏｏｒｕｐｉｋ）　 Ｉｋ

　 　 シの 木 が は えて い る）

１９　 Ｆａｎｕｗａｉｃｃｈｅｎ：ｆａｎｕｗ／砂 地 の 島 （クサ

　 　 トベ ラが生 育 して い る）

２０ Ｗｏｒｈａｎｉｋｉｉｙ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁 （大 き な

　 　 サ ンゴ礁 で ，Ｐｐｗｕｎ ［プ ロア ンナ島 ］ と

　 　 Ｍ ｅｒｉｅｒ ［メ リル 島 ］との 間 に あ る ヘ レ ン

　 　 礁 か ？）

２１　 Ｎｉｍｗａｒｅｍｗａｒ：ｙｅｅｗ　ｆａａｒｉｙａｐ／ １匹 の

　 　 エ イ （首 の ま わ りに 白い 飾 りが あ る）

２２　 Ｓｏｎｇｏｒｈｏｎ＊／ ソ ンソ ロル 島

２８　Ｐｗａｎａｗ＊／ パ ラ オ諸 島

３０　 ｙｕｎｕｔｉｗ＊／ ウル シ ー環 礁

３１ Ｆａｉｓ＊／ フ ァイス 島

３２ Ｗ ｅｎｉｍａ：ｙｅｅｗ　ｆａａａｒｉｙａｐ／ １匹 の エ イ

事 例 ４

１　 ＰａｙＵｒｏｗａ：ｙｅｅｗ　ｃｃｈｏｎ　ｐＵｎｇ６ｐａａｎｅｉ／

　　 鳥 の群 れ

２ Ｗ ｏｒｈｏｒａｎｇ　：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

３　 Ｆｅｒｈａｉｎａｐ＊／ フ ァ ラ ラ ップ環 礁

４ Ｆａｉｙｅｗ＊／ ガ フ ェル ト島

５　 Ｒｈｉｍｗｅｎｗｅｎｉｐｗｔｌｋｔｉｗ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ

　　 礁

６ Ｔａｉｍｅｙａｎｇ：不 明

７ Ｗ ｅｎｉｍｅｒｏｗ＊／ オ リマ ラオ 環礁

９　 Ｙｅｎｏｏｔ＊／ エ ラ ー ト環 礁 　　　 ．

１１　 Ｙｉｆｅｎｕｋ＊／ イ フ ァル ク環 礁

１２ Ｗ ｏｒｈａｉｔａｋｕｎｕｍｗａｒ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

１３ Ｍ ｍｅｒｈ６ｎ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

ウ ォ レァ イ環 礁 の プ コ フ （Ｐｗｕｋｏｆｉｎ　Ｗ ｅｎｅｙａ） Ｍ ｇ

１４　Ｆａｓｕｍｅｙｕｒ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

、１５　Ｎｕｋｉｎｉｍｍａｔ：ｙｅｅｗ　Ｐａａｗ／ １匹 の サ メ，

　　 　不 明 ：ｙｅｅｗ　ｗｕｍｗｕｎｅ／ １匹 の アイ ゴ

１６ Ｎａｉｙｏｎ：ｙｅｅｗ　ｙｅｒｅ／ １羽の エ ロ鳥 （色

　　 　は黄 色 ）

１７ Ｙａｎｔｉｒａｎｇ：ｙｅｅｗ　ｓｕｕｋ／ １羽 の ネ ッタ イ

　　 　チ ョウ （色 は黄 色 ）

１８ Ｎａｗｉｍｗａｉ：ｙｅｅｗ　ｐｗａａ／ 魚 の 群 れ （多

　　 　分 ， ツム ブ リ）

１ｇ　 Ｎａｗｉｅｎｉｍｗａｒ：ｙｅｅｗ　ｐｗａａ／ 魚 の 群 れ

　　 　（多 分 ， サ メ）

２０ Ｗ ｏｒｈａｉｔｉｎｉｐｗｕ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁 （ウ ミ

　　 　ガ メを捕 獲 す る と ころ）
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２１　 Ｙｏｏｒｕｐｉｋ＊／ ヨール ピ ッ ク環 礁

２２　 Ｎａｉｋｅｒｕｋ：ｙｅｅｗ　ｒａａｗ／ １頭 の クジ ラ

　　 （非 常 に大 きな ク ジ ラで ， 背 び れ の部 分

　　 が な い）

２３　 Ｆａｙｕｎｋｅｍｏｐｗ ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

２５　 Ｆａｉｔｔｏｗｙｅｎｇ：ｗｏｏｒｈ／ サ ン ゴ礁

２７　　Ｓｅｒｏｏｎ＊／ ソ ロ ーノレ環 石焦

２８　 Ｙｕｎｕｔｉｗ＊／ ウル シー環 礁

２９ Ｆａｉｓ＊／ フ ァイ ス 島

３０　Ｙｉｋｅｓｕ：ｙｅｅｗ　ｓｅｒａｗ／ １匹 の カ マス

３１ Ｗ ｕｒｕｗａ： ｙｅｅｗ　ｓｏｕｋ／ １羽の ネ ッタ イ

　　 チ ョウ （小 さ い）

３２ Ｗ ｏｒｈｏｎａｎｇ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

事 例 ５　 イ フ ァル ク環 礁 の プ コ フ （Ｐｗｕｋｏｆｉｎ　Ｙｉｆｅｎｕｋ） Ｉｋ

１　Ｆｅｒｈａｉｎａｐ＊／ フ ァラ ラ ップ環 礁

２ 不 明 ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

３　Ｆａｉｙｅｗ＊／ ガ フ ェル ト島

４　 Ｒｈｉｍｗｅｎｗｅｎｉｐｗｕｋｕｗ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ

　　礁

５　Ｆａａｓ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

６ Ｗ ｅｎｉｍｅｒｏｗ＊／ オ リマ ラオ環 礁

７　 Ｙｅｎｏｏｔ＊／ エ ラー ト環 礁

ｇ Ｍ ｅｓａｉｎｅｙａｎｕ：ｔｏｗｕｒ／ 水道

１７ Ｗ ｏｒｈａｎｆａｍｏｋ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

１８ 不 明 ：ｙｅｅｗ　ｐｗ６６ｐｗ／ １匹の サ メ

１ｇ　Ｆａｉｎｉｗａｎｉｓｏｋ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

２０ 不 明 ：ｙｅｅｗ　ｒａａｗ／ １頭 の ク ジ ラ

２１ Ｍ ｌｎｅｒｈ６ｎ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

２２　 ＹＧ６ｒｕｐｉｋ＊／ ヨー ル ピ ッ ク環 礁

２７ Ｗ ｅｎｅｙａ＊／ ウ ォレア イ環 礁

２９ 不 明 ：ｐｗｕｒｕｐｗｕｒ／ 海 の 泡

３２ 不 明 ：ｗａｎｕｗ　ｎｉｋｉｒｈｏｗｕｒ／ ８羽 の鳥

富 例 ６　 イフ ァル ク環 礁 の プ コ フ （Ｐｗｕｋｏｆｉｎ　Ｙｉｆ６ｎｕｋ） Ｍ ｇ

　 　 １ な し ：ｙｅｅｗ ｓｉｉｕｋ／ １羽 のネ ッタ イ チ ョ

　 　 　 　ウ　（小 さ い）

　 　 ２　な し ：ｙｅｅｗ　ｓｏｕｋ／ １羽 の ネ ッタ イ チ ョ

　 　 　 　ゥ （大 きい ）

　 　 ３　 Ｔａｉｍｅｙａｎｇ：ｙｅｗｕｍｗ　ｋｕｕｗ／ イ ル カの

　 　 　 群 れ （２頭 だ け跳 躍 して い る）

　 　 ４　 Ｙｉｋｉｗｏｔ：ｙｅｗｕｍｗ　ｋｔｉｕｗ／ イ ル カの 群 れ

　 　 　 （す べ て 跳 躍 して い る）

　 　 ５ Ｆａａｓ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁 （非 常 に波 が あ

　 　 　 　らい）

　 　 ６　Ｙｏｍｏｃｃｈａｎ：ｙｅｅｗ　ｙｏｍｏ／ １羽 の カ ツオ

　 　 　 　 ド リ

　 　 ７　な し ：ｙｅｅｗ　ｓｕｕｋ／ １羽 の ネ ッタ イチ ョ

　 　 　 　ゥ，な し ：ｙｅｅｗ　ｙａｓａｆ／ １羽 の グ ンカ ン

　 　 　 　 ドリ

　 　9　 Ｍ ａｎｉｋｏｉ：ｙｅｅｗ　ｐｗａａ／鳥 の群 れ （大 き

　 　 　 な シ ロァ ジ サ シ と ク ロァ ジ サ シの 群 れ）

１　 １１　Ｆａｓｐeｉｙｅｎ：ｗｏｏｒｈ／ サ ン ゴ礁

　 １２　 Ｐｉｙａｎ：ｙｅｅｗ　ｐａａｗ／ １匹 の サ メ　 （外鱈

　 　 　 孔 の 部 分 は赤 い色 を して い る）

　 １３　 Ｙｕｗｅｙｕｗｅｈ　ｙａｐｉｎｉｍａａｔ： ｗａｎｕｗ　ｒａａｗ

　 　 ／ ８頭 の ク ジ ラ

１４ Ｎｅｍａｙｕｒｕｎｕｋ：ｙｅｅｗ　ｎｉｃｃｈｏｋ／ １羽 の 鳥

１５ Ｐｅｅｎａｐ：ｐｗｕｒｕｐｗｕｒ／ 海 の泡

１６　Ｙａｐｉｎｏｎｇ　Ｙｉｆｅｎｕｋ：ｒｕｗｏｗ　ｓ　ａｎｇｉｒ／ ２

　 　 匹 の マ グ ロ （跳 躍 して い る）

１８　 Ｆａｉｎｉｗａｎｉｓｏｋ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

ユ９ 不 明 ：ｙｅｅｗ　ｒａａｗ／ １頭 の ク ジ ラ （体 は

　 　 垂 直 で 頭 を 上 にむ けて い る）

２１ Ｍ ｍｅｒｈ６ｎ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

２２　Ｙｂｂｒｕｐｉｋ＊／ ヨー ル ピ ック環 礁

２３ 不 明 ：ｙｅｅｗ　ｋｕｎｉｉｎｇ／ １羽 の鳥

２５ 不 明 ：ｙｅｅｗ　ｔａｋｕｎａａｒ／ １匹 の カ ジキ マ

　 　 グ ロ

２８ 不 明 ：ｆａａｗ　ｋｕｕｗ／ ４頭 の イ ル カ

２９ Ｐｅｅｎａｐ：ｐｗｕｒｕｐｗｕｒ／ 海 の 泡

３０　Ｙｕｎｕｉｓｏｗｕｍｂｋ：ｙｅｅｗ　ｐａａｗ／ １匹 の サ

　 　 メ （胸 び れ と尾 の部分 に コ コ ヤ シの若 葉

　 　 を 巻 い て い る）

３１ な し ：ｆａａｗ　ｍａｓｏｓ／ ４頭 の小 さ クジ ラい

３２　 Ｙゑｐｉｎｉｐａｏｎｕｗｅｎｅｙム： ｗａｎｕｗ　ｎｉｋｉｒｈｏ。

　 　 ｗｕｒ／ ８羽 の鳥
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事 例 ７　 ガ フ ェル ト島 の プ コ フ （Ｐｗｕｋｏｆｉｎ　Ｆａｉｙｅｗ） Ｍ ｇ

１ Ｎａｎｔｉｋｕｎｆａｓ：ｙｅｅｗ　ｙａｓａｆ／ １羽 の グ ンカ

　 　 ン ド リ （大 き くて 腹 が 白い）

２ Ｎｕｕｔａ＊／ ロタ 島

３　Ｇｈｉｎｉｙｏｎ＊／ テ ニ ア ン島

４　ｓａｉｐｅｎ＊／ サ イパ ン島

５ Ｔｉｐｉｐｉ：ｆａｎｕｗ／ 島 （位 置不 明）

６ Ｔｉｐａｐ：ｆａｎｕｗ／ 島 （位 置不 明）

１１　 Ｐｉｉｋ＊／ ピケ ロ ッ ト環 礁

１２　Ｙａｙｕｔａｉｎｅｍｅｔａｗ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁 　 　’

１３ Ｐｉｋｅｎｅ＊／ ウエ ス ト ・フ ァー ユ 島

ユ４　 ｓａｔａｗａ１＊／ サタ ワル 島

１５　 Ｎｏｍｗｅｃｈｏｋ＊／ ラモ トレ ック環 礁

１６ Ｐａｎｕｒｈ：ｙｅｅｗ　ｙａｓａｆ／ １羽 の グ ンカ ン ド

　 　 リ （の どの 部 分 が赤 い色 を して い る）

１７ Ｗ ｏｒｈａｎｉｋａｙｕｓｂｍｗ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁 ，

　 　 Ｗ ｅｎｉｍｅｒｏｗ＊／ オ リマ ラオ環 礁

１８　Ｓｅｎａｙｉｓｏｎ：ｙｅｅｗ　ｙａｓａｆ／ １羽 の グ ンカ ン

　 　 ド リ，Ｆａａｓ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

１ｇ　 Ｒｕｗｅｉｒｈｅ： （数 不 明 の） ｔａｋｕｎａａｒ／ カ ジ

　 　 キマ グ ロ，Ｙｉｆｅｎｕｋ＊／ イ フ ァル ク環 礁

２０ Ｗ ｕｒｕｐｉｙ：ｙｅｅｗ　ｐａａｗ／ １匹 の サ メ，

　 　Ｗ ｅｎｅｙａ＊／ ウ オ レア イ環 礁

２１ Ｙｏｏｒｕｐｉｋ＊／ ヨールピ ック環 礁

２２　 Ｆｅｒｈａｉｎａｐ＊／ フ ァラ ラ ップ環 礁

２３　 Ｓｅｒｏｏｎ＊／ ソ ロー ノレ環 礁

２５ Ｆａｉｓ＊／ フ ァイ ス 島

２７ Ｎｏｗｕｒｉｒｅｎｇ： ｙｅｅｗ　ｙａｓａｆ／ １羽 の グ ン

　 　 カ ン ド リ，　 Ｋａｆｕｒｕｕｒｈ：ｆａｎｕｗ／ 島 （超

　 　 自然 霊 のす む 島 とされ ， この カ ミが 怒 る

　 　 と， 島 の姿 が きえ る とされ て い る）

２８ Ｎａｐｗｉｎｉｔｏｗ： ｙｅｅｗ　ｎｉｐｗｏｉｐｗｏｋ／ １匹

　 　 の チ ョウ （色 は 黄 色）

２９ Ｎａｒｈｕｋｕｎｉｐｗｅｒｈ：不 明

３０　 Ｙｏｗｕｒｅｎｇ：ｙｅｗｕｍｗ　ｓｅｐａｎ／ 鳥 の群 れ

３１ Ｙｉｋｏｗｕｍｗｕｎｅｋ：（数 不 明 ）ｗｕｍｗｕｎｅ／

　 　 アイ ゴ

３２ Ｒｅｐｗａｓ：ｙｅｅｗ　ｒａａｗ／ １頭 の ク ジ ラ （大

　 　 きな クジ ラで ， 背 中 の部 分 が 腐 って い る。

　 　 他 の 魚 が や って きて ， そ の部 分 に わ い た

　 　 ウ ジを 食べ て い る）　　 　 　 ・

事 例 ８　 エ ラー ト環 礁 の プ コ フ （Ｐｗｕｋｏｆｉｎ　Ｙｅｎｏｏｔ） Ｍ ｇ

１ Ｍ ｅｒｅｎｉｆａｓ：ｙｅｅｗ　ｔａｋｕｎａａｒ／ １匹 の カ ジ

　 　 キ マ グ ロ

４ Ｙｉｋｅｆｉｒｈｍｗａｒ： ｙｅｅｗ　ｓａｙｕｗａａｎｕ／ １匹

　 　 の ウ ミヘ ビ

５　Ｐｉｋｅｎ６＊／ ウ エ ス ト ・フ ァー ．ユ島

１７ Ｎｅｍａｙｕｒｕｎｔｉｋ：ｙｅｅｗ　ｓｅｐａｎ／ １羽 の鳥

１８ な し ：ｐｗａｉ　ｓｅｐａｎ／ 鳥 の群 れ （鳴 い て い る）

１９ な し ：ｙｅｆｏｒｈ　ｙａｐｅｙｉｐｅｙ／ 流木 （人 間 が

　 　乗 って い る よ う にみ え る。 流木 自体 の 名

　 　称 は， ｗｅｉ　ｙａｎｕ，す なわ ち 「超 自然 霊 に

　 　似 た」 とい う意 味で あ る）　 －

２０ Ｍ ｅｓａｉｎｅｙａｎｕ：ｔＳｗｕｒ／ 水 道

２１　 な し ：ｙｅｅｗ　ｙａｓａｆ／ １羽 の グ ンカ ン ド リ

　 　 （腹 が黒 い ）

２２ Ｒａｐｐｏｗｕｙａｓ：ｙｅｅｗ　ｙａｓａｆ／ １羽 の グ ン

　 　 カ ン ド リ

２５ Ｎｅｍｗａｉｙ６ｎ：ｒｕｗｏｗ　ｎｉｍｗｅｙ／ ２匹 の 小

　 　 さな サメ

２７　 な し ：ｙｅｗｕｍｗ　ｋｕｕｗ／ イ ル カの 群 れ

２８ Ｒａｐｐｏｗｕｎｏｎ：ｍｅｓａｉｓａａ ｔ／波 の状 態 （非

　 　 常 に荒 い ）

２９ Ｗ ｅｎｉｍｅｒｏｗ＊／ オ リマ ラオ 環礁

３０ Ｗ ｕｗａｒｕｍｅｔａｗ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁 （オ リ

　 　 マ ラ ォ環 礁 の近 くにあ り， 底 釣 り漁 に よ

　 　 い）

３１ Ｔｉｋｉｎｉｍａａｎ： ｒｕｗｏｗ　ｙａｒａａｒ／ ２羽 の 鳥

　 　 （１羽 は鳴 い て い るが ， 他 方 は鳴 いて い

　 　 な い）　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ：

３２　Ｎａｉｋｉｙｆｉｎ：ｒｕｗｏｗ　ｗｕｍｗｕｎｅ／ ２匹 の ア

　 　 イ ゴ

事 例 ９　 ラモ トレ ック環 礁 の プ コ フ （Ｐｗｕｋｏｆｉｎ　Ｎｏｎｗｅｃｈｏｋ） Ｍ ｇ

ｌ　Ｓｏｋｕｐｗｕｍｅｙｅｆａｎｇ：ｙｅｅｗ　ｒｅｅｒｈ／ １羽 の 　 　 　 ２　Ｎａｃｃｈｅｎｉｆｅｓ　ｙｅｅｗ　ｙａｓａｆ／ １羽 の グ ンカ

　 　小 さな グ ンカ ン ドリ （尾 が 長 い）　 　 　 　 　 　 　 　 ン ド リ

１５５
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３　 Ｎｉｍｍｅｒ：ｙｅｅｗ　ｓａｎｇｉｒ／ １匹 のマ グ ロ

　 　 （尾 を水 面 か らだ して 跳 ね て い る）

４ Ｍ ａａｎｉｒｅｋ：ｙｅｅｗ　ｓａｎｇｉｒ／ １匹 のマ グ ロ

　 　 （跳 躍 して い る）

５　Ｓｏｗｕｐｕｎｇｕｗａ：ｙｅｅｗ　ｆａａｒｉｙａｐ／ １匹 の

　 　 エイ

６　Ｙｉｋｏｎｕｐ：ｙｅｅｗ　ｆａｙｉ／ １匹 の エ イ

７　Ｎａｉｋｉｒｅｒｈ：ｙｅｅｗ　ｐ　ａａｗ／ １匹 の サ メ （小

　 　 さい）

１３　Ｎａｉｋｉｍｗａｎ：ｆａａｗ　ｃｃｈｅｐ／ ４匹 の ヒラア

　 　 ジ （黄 色 ）

１４ Ｆａｋｅｎａ．ｓ：ｒｕｗｏｗ　ｙａｒａａｒ／ ２匹 の鳥

１５ Ｎａ，ｉｋａｎｉｙａｍｗ：ｙｅｎｕｗ　ｒａａｗ／ ３頭 の ク

　 　 ジ ラ

１６ Ｎａｆｉｔｉｍｗａｉ：ｙｅｅｗ　ｍｏｎｇｏｗｕｒｕｕｒ／ １匹

　 　 の サ メ （非 常 に大 き いサ メで ，周 囲に ハ

　 　 ギ が い る）

１７ Ｓｏｋｕｐｗｕｍｅｙｅｅｒ：ｙｅｅｗ　ｋｕｒｕｋａａｋ／ １匹

　 　 の ク ロ ア ジサ シ （大 きな 尾を もつ ）

１８　Ｎａｉｋａｎｉｐｗｅｒｈ：ｙｅｅｗ　ｔａｋｕｎａａｒ／ １匹 の

　 　 カ ジ キマ グ ロ

１ｇ　 Ｙａｉｔａｎｅｐｏｗ：ｙｅｅｗ　ｐａａｗ／ １匹 の サ メ

２０ Ｎｅｍａｙｕｒｔｉｎｕｋ：ｙｅｅｗ　ｎｉｃｃｈｏｋ／ １羽 の 鳥

２１ Ｗ ｏｒｈａｉｒｔｉｋｉｔｎｏｎｇ　 ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

２２　Ｆａｓｐ６ｉｙ６ｎ　ｌ　ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

２３　Ｎｏｍｗｏｎｉｙｅｅｒ　ｆａｎｕｗ／ 島

２５ Ｍ ｅｓａｉｎｅｙａｎｕ　 ｔｏｗｕｒ／ 水 道

２７ Ｙｅｎｏｏｔ＊／ エ ラー ト環 礁

２８ Ｗ ｅｎｉｍｅｒ６ｗ＊／ オ リマ ラオ 環 礁

２ｇ　 Ｗ ｕｗａｒｕｍｅｔａｗ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

３０ Ｎａｉｋｉｐｅｓ：ｙｅｅｗ　ｙｉｋａｙｉｎｅ／ １匹 の魚

３１　Ｎａｉｋａｉｎｉｙａｓ：ｒｕｗｏｗ　ｔａｎｅｐａｐ／ ２匹の 魚

３２ Ｎａｉｋｉｙｂｎ： ｒｕｗｏｗ　ｗｏｏｍｅｙ／ ２匹 の ヒ

　 　 メ ジ

事 例 １０　 ウエ ス ト ・フ ァーユ 島 の プ コフ （Ｐｗｕｋｏｆｉｎ　Ｐｉｋｅｎｅ） Ｍ ｇ

１ Ｒａｉｋｉｎｏｎ：ｙｅｅｗ　ｐｗｏｏｐｗ／ １匹 の サ メ

２　な し ：ｒｕｗｏｗ　ｙａｓａｆ／ ２羽 の グ ンカ ン ド

　 　 リ （た が い に 争 って い る）

３　 な し ：ｙｅｗｕｍｗ　ｒａａｗ／ ク ジラの 群 れ （小

　 　型 の ク ジ ラ）

４ Ｔｉｐｗａｉｓａｔ：ｙｅｅｗ　ｙｕｕｒｎａｐ／ １匹 の 大 き

　 　 な イ セ エ ビ

５　Ｒａｆｉｔｉｗａ： ｒｕｗｏｗ　ｓｏｎｇｏｏｎｇ／ ２匹 の ヒ

　 　 メ ジ

６　 な し ：ｙｅｅｗ　ｐｗｏｏｐｗ／ １匹 の サ メ

７　 な し ：ｐｗａａ／ 鳥 ・魚 の群 れ　 （上 の ほ う

　 　 に ２羽 の グ ンカ ン ド リが い る）

９ Ｙａｙｕｔａ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁 （長 い），

　 　 Ｐｉｙａｎｆａｉｍｗｏ　ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁 （色 は

　 　 白 っぽ い）

１１ Ｗ ｏｒｈｕｎａｎｇ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

１２　 な し ：ｙｅｗｕｍｗ　ｋｕｕｗ／ イル カ の群 れ

１３　な し ：ｙｅｅｗ　ｎｇａａｎ／ １匹 の サ ワ ラ

ユ４　 な し ：ｙｅｅｗ　ｐｗａａ／鳥 ・魚 の 群 れ （グ ン

　 　 ヵ ン ド リが １羽 い る）

１５ Ｙｕｎｉｉｓｏ：ｙｅｅｗ　ｙａｓａｆ／ １羽 の グ ンカ ン ド

　 　 リ

１８ Ｍ ａａｎｉｒｅｋ：ｙｅｅｗ　ｓａｎｇｉｒ／ １匹 の マ グ ロ

１ｇ　Ｆａｙｕｎｋａｒｅｎｇａａｐ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁 （サ

　 　 タ ワル 島 の人 び と は， 島 の南 方 に あ る

　 　Ｗ ｅｎｉｋｉｙ とよ ばれ るサ ンゴ礁 で 漁 携 を 開

　 　始 す る 以前 ， この リー フを頻 繁 に 利用 し

　 　 た）

２２ Ｗ ｅｎｉｍｅｒｏｗ＊／ オ リマ ラ オ環礁

２３　 な し ：ｙｅｅｗ　ｙｏｍｏ／ １羽 の カ ツオ ド リ

　 　 （色 は白 い）， な し ：ｙｅｅｗ　ｋｉｙａｋｉｙ／ １羽

　 　 の シ ロァ ジ サ シ

２５　な し ：ｙｅｅｗ　ｆａ　ａｒｉｙａｐ／ １匹 の エ イ

２７ Ｗ ｏｎｆａｉｒｈａｐ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

２８　 な し ：ｙｅｅｗ　ｙａｓａｆ／ １羽 の グ ンカ ン ド リ

　 　 （体 は黒 い ）

２９　 な し ：：ｙｅｅｗ　ｙｏｍｏ／ １羽 の カ ツオ ド リ

　 　 （腹 が 白い ）

３０　Ｙａｗｕｐｗａｐｗｅｒｈ：ｙｅｅｗ　ｙａｓａｆ／ １羽 の グ

　 　 ンカ ン ド リ

３１ Ｙｉｋｅｆｔｒｈｍｗａｒ：ｙｅｅｗ　ｓ　ａｙｕｗａａｎｕ／ １匹

　 　 の ウ ミヘ ビ

３２ Ｒａｐｐｕｎｇｕｎｕｋ：ｙｅｅｗ　ｒａａｗ／ １頭 の クジ

　 　 ラ （大 きい ）

１５６
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事 例 １１　 ウェ ス ト ・フ ァー ユ 島の プ コ フ （Ｐｗｕｋｏｆｉｎ　Ｐｉｋｅｎｅ） Ｉｋ

１ Ｓａｉｐｅｎ＊／ サ イパ ン島

２　Ｒａｃｃｈｅｍｗａｉ：ｒｕｗｏｗ　ｗｕｍｗｕｎｅ／ ２匹

　 　 の ア イ ゴ

３ Ｒｅｔｔａｎｉｍｗａｒ：ｗｏｎｏｗ　ｗｕｍｗｕｎｅ／ ６匹

　 　 の ア イ ゴ

４ Ｗ ｏｒｈａｎｉｐｗｏｏｐｗ ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

　 　 （ｐｗｏｏｐｗ とい う種 類 の サ メだ け が い る）

５ 不 明 ：ｙｅｅｗ　ｐｗｏｏｐｗ／ １匹 の サ メ

８　 Ｐｉｉｋ＊／ ピケ ロ ッ ト環 礁

９　Ｙａｙｕｔａ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

１１ 不 明 ：ｙｅｅｗ　ｐｗｏｏｐｗ／ １匹 の サ メ （頭 は

　 　 白 く，胴 体 は青 い）

１２　 不 明 ：ｙｅｅｗ　ｔａｋｕｎａａｒ／ １匹 の カ ジ キマ

　 　 グ ロ （尾 の 部 分 に ココ ヤ シの 若葉 製 の 飾

　 　 りをつ けて い る）

１３　 Ｙｉｋｕｗａｎａｐ： ｃｃｈｏｎ　ｋｕｕｗ／ イ ル カの 群

　 　 れ （非 常 に大 きな群 れを つ く って い る）

１４　 な し ：ｙｅｅｗ　ｓｕｕｋ／ １羽 の ネ ッタ イ チ ョ

　 　 ウ （白 い）

１５ Ｙｕｎｉｉｓｏ： ｙｅｅｗ　ｙａｓａｆ／ １羽 の グ ンカ ン

　　 ドリ

１６　 Ｓａｔａｗａｌ＊／ サ タ ワル 島

１７ Ｗ ｅｎｉｋｉｙ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

１８ 不 明 ：ｙｅｅｗ　ｙｏｍｏ／ １羽 の カ ツ オ ド リ

　　 （白 い）

１９　 Ｎｏｍｗｅｃｈｏｋ＊／ ラモ トレ ック環 礁

２０　 Ｙｅｎ６６ｔ＊／ エ ラー ト環 礁

２２ Ｒａｔｉｋｍｗａｉ：ｙｅｅｗ　ｋｕｎｉｉｎｇ／ １羽 の鳥

２３ Ｗ ｏｒｈａｎｉｋａｙｕｓｏｍｗ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

２７ 不 明 ：ｒｕｗｏｗ　ｓａｙｕｗａａｎｕ／ ２匹の ウ ミ

　　 ヘ ビ

２８　 Ｆａｉｙｅｗ＊／ ガ フ ェル ト島

２９　不 明 ：ｙｅｅｗ　ｙｏｍｏ／ １羽 の カ ツオ ドリ

　　 （白 い）

３０ 不 明 ：ｙｅｅｗ　ｙａｓａｆ／ １羽 の グ ンカ ン ド リ

３１　Ｃｈｉｎｉｙｏｎ＊／ テ ニ ア ン島

３２ Ｎｕｕｔａ＊／ ロタ 島

事 例 ｉ２　 サ タ ワル 島 の プ コフ （Ｐｗｕｋｏｆｉｙ　Ｓ　ａｔａｗａｌ） Ｒｐ

１ Ｙｕｎｉｉｓｏ： ｙｅｅｗ　ｙａｓａｆ／ １羽 の グ ンカ ン

　　 ドリ （羽 と尾 が とれて きた な くみ え る）

２ Ｗ ｏｒｈａｎｉｐａｒ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

３ Ｍ ｏｗｕｕｎ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

４　Ｐｉｉｋ＊／ ピケ ロ ッ ト環 礁

５ Ｗ ｏｏｎｉｐｉｋ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

６ Ｗ ｕｎｏｗｕｎ＊／ ウル ル 島

７　 Ｐｗｏｎｎａｐ＊／ プ ンラ ップ環 礁

８　Ｐｗｏｎｏｗｏｔ＊／ プ ル ワ ト環 礁

ｇ Ｎａｗｏｎ五ｍａｎ： ｙｅｅｗ　ｙ６ｍ６／ １羽 の カ ツ

　　 オ ド リ

１１ 不 明 ：ｒｕｗｏｗ　ｒａａｗ／ ２頭 の ク ジ ラ （大

　　 きい），Ｗ ｕｒｏｗｕｒａｎ：ｗｏｏｒｈ／ サ ン ゴ礁

１２ Ｓｏｗｕｋ＊／ プ ル ス ク島

１３ Ｗ ｏｒｈａｉｓａｉｆｅｔａｎ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ 礁

工４ Ｎｉｙａｉｎｅｍｗａｒ：ｙｅｅｗ　ｎｉｓｉｎｇｅｒ／ １羽 の鳥

　　 （胸 は 白 く， 体 は 黒 い 。羽 の 端 の部 分 は

　　 楕 円 形 に な って い る）

ユ５　Ｎｏｎｇｏｎａｐ： ｒｕｗｏｗ　ｆｏｏｆｏ／ ２匹 の ツ ム

　 　 ブ リ （片 腕 く らい の長 さ）

１６　 Ｙｅｉｐｗｉｍｗａｒ：ｙｅｅｗ　ｓｏｕｋ／ １羽 の ネ ッタ

　 　 イ チ ョ ウ

１７ Ｎａｉｆａｉｎｕｋ： ｙｅｅｗ　ｙａｓａｆ／ １羽 の グ ンカ

　 　 ン ド リ（色 は黒 で ， 白 い斑 点 が 体 に な い）

１８ Ｍ ｅｓＳｒｕｍｅｙｅｅｒ：ｒｕｗｏｗ　ｙａｒａａｒ／ ２羽 の

　 　 コ ア ジサ シ （鳴 い て い な い。 羽 が よ ごれ

　 　 て きた な く，眼 の 上 に 隆起 があ り， さ ら

　 　 に 眼 の色 は褐 色 で あ る。）

１ｇ　 Ｍ ｅｓＳｒｕｍｅｙｅｆａｎｇ：ｒｕｗｏｗ　ｙａｒａａｒ／ ２羽

　 　 の コァ ジ サ シ （鳴 いて い る。 眼 の上 に隆

　 　 起 が な い）

２０ Ｗ ｅｎｉｋｉｙ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

２１ Ｙｉｎａｎｅｍｗａｒ：ｙｅｅｗ　ｆａｙｉ／ １匹 の エ イ

　 　 （ｆａａｒｉｙａｐ とい う種 類 で ， 尾 の とげ がな

　 　 い ）

２２ Ｓｅｒａｗａｎｉｍｗａｒ：ｙｅｅｗ　ｓｅｒａｗ／ １匹 の カ

　 　 マ ス

２３ Ｎｕｋｅｉｓｏｍｗ：ｙｅｅｗ　ｓｕｕｋ／ １羽 の ネ ッタ

１５？
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　　 イチ ョウ （大 きい ）

２４　 ＮＳｍｗｏｎｉｙｅｅｒ：ｆａｎｕｗ／ 島

２５ １１２ｅｓａｉｎｅｙａｎｕ　ｔｏｗｕｒ／ 水道

２６　 Ｎｂｍｗｅｃｈｏｋ＊／ ラモ トレ ック環 礁

２７ Ｗ ｅｎｉｍｅｒ６ｗ＊／ オ リマ ラ オ　 ，，，

２８ Ｙｏｎｉｗａ：ｙｅｗｕｍｗ　ｒａａｗ／ ク ジ ラの 群 れ

　 　　（カ ヌ ーを 破壊 す る恐 ろ しい 力を もつ ）

２ｇ　 Ｆａｉｎｉｋａｒｅｎｇａａｐ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

３０　 Ｆａｉｙｅｗ＊／ ガ フ ェル ト島

３１ Ｍ ａａｎｉｒｅｋ：ｙｅｅｗ　ｓ　ａｎｇｉｒ／ １匹 の マ グ ロ

３２　Ｐｉｋｅｎｅ＊／ ウエ ス ト ・フ ァー ユ 島

事 例 １３　 サ タ ワ ル島 の プ コフ （Ｐｗｕｋｏｆｉｙ　Ｓ　ａｔａｗａｌ） Ｅｗ

１ Ｙｉｔｎｉｉｓｏ： ｙｅｅｗ　 ． ，ｙｏｍｏ／ １羽 の カ ツオ ド

　 　 リ （黒 っぽ い），　 Ｙａｙｕｔａ　ｗｏｏｒｈ／ サ ン

　 　 ゴ礁

２ Ｗ ｏｒｈａｉｒｅｐａｒｈ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

３ Ｍ ｏｗｕｕｎ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

４　Ｐｉｉｋ＊／ ピケ ロ ッ ト環 礁

５ Ｍ ｅｒｈｅｎｉｗｏｎｉｐｉｋ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

６ Ｗ ｕｎｏｗｕｎ＊／ ウル ル 島

７　Ｐｗｏｎｎａｐ＊／ プ ンラ ップ環 礁

８　Ｐｗｏｎｏｗｏｔ＊／ プル ワ ト環 礁

９　 Ｒｈｕｕｋ＊／ トラ ック諸 島

１１ Ｗ ｕｒ６ｗｕｒａｎ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

１２　Ｓｏｗｕｋ＊／ プル ス ク島

１３ Ｋｕｔｉｗ＊／ クテ ィ ウ島

１４ 不 明 ：ｙｅｅｗ　ｐｗ　ａｉ　ｓｅｐａｎ／鳥 の 群 れ

１５ 不 明 ：ｙｅｗｕｍｗ ｛ｂｏｆｂ／ ッ ム ブ リの 群 れ

１６ Ｍ ｅｓ６ｒｕｍｅｙｅｅ６ｒ：ｒｕｗｏｗ　ｐａｉｅｎｎａｉ／ ２羽

　 　 の 鳥 （鳴 い て い な い）

１７　Ｎａｉｆｆｉ，ｉｎｔｉｋ： ｙｅｅｗ　ｙａｓａｆ／ １羽 の グ ンカ

　 　 ン ド リ （胸 は 白い ）

ユ８ Ｍ ｅｓＳｒｕｍｅｙｅｆａｎｇ：ｒｕｗｏｗ　ｐａｉｅｎｎａｉ／ ２

　 　 羽 の 鳥 （鳴 い て い る）

１9　Ｙｉｋｉｗｅｍｗａｒ：ｙｅｅｗ　ｐｗｅｎｅ／ １匹 のバ ラ

　 　 ハ タ （片 腕 くらい の 長 さ があ る）

２０ Ｗ ｅｎｉｋｉｙ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁 ，

　 　 Ｙｉｎａｆｉｔｅｍｗａｒ：ｙｅｅｗ　ｐｗａａ／ 魚 ・鳥 の 群

　 　 れ

２１　Ｙｅｕｋｕｗａｎ：ｙｅｅｗ　ｐａａｗ／ １匹 の サ メ

　 　　（骨 が な い ），Ｙｉｎａｎｅｍｗａｒ：ｙｅｅｗ

　 　 ｆａａｒｉｙａｐ／ １匹 の エ イ （大 き い）

２２ Ｓｅｒａｗａｎｉｍｗａｒ：ｙｅｅｗ　ｓｅｒａｗ／ １匹 の カ

　 　 マ ス

２３ Ｎｕｋｅｉｓｏｍｗ　ｙｅｅｗ　ｓｕｕｋ／ １羽 の ネ ッタ

　 　 イ チ ョウ （大 き くて ， 羽 の色 は赤 い ）

２４　Ｎｏｍｗｏｎｉｙｅｅｒ：ｆａｎｕｗ／ 島

２５ Ｍ ｅｓａｉｎｅｙａｎｕ：ｔｏｗｕｒ／ 水 道

２６　 Ｎｏｍｗｅｃｈｏｋ＊／ ラモ トレ ック環 礁

２７　Ｐｗｕｕｋ：ｆａｎｕｗ／ 島

２８　Ｙｏｎｉｗａ：ｗｕｍｕｉ　ｒａａｗ／ ７， ８頭 の クジ

　 　 ラ （大 きい ）

２９ Ｗ ｅｎｉｍｅｒｏｗ＊／ オ リマ ラ オ環 礁

３０　Ｆａｙｕｎｋａｒｅｎｇａａｐ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁 ，

　 　 Ｍ ａａｎｉｒｅｋ：ｙｅｅｗ　ｓ　ａｎｇｉｒ／ １匹 のマ グ ロ

　 　　（跳 躍 して い る）

３１　 Ｆａｉｙｅｗ＊／ ガ フェル ト島

３２　Ｎｉｍｍｅｒ：ｙｅｅｗ　ｓａｎｇ量ｒ／ １匹 のマ グ ロ

　 　　（頭 の うえ で 波 しぶ きを た て て い る），

　 　 Ｐｉｋｅｎｅ＊／ ウエ ス ト ・フ ァー ユ 島

事 例 １４　 サ タ ワ ル島 の プ コフ （Ｐｗｕｋｏｆｉｙ　Ｓ　ａｔａｗａｌ） Ｅｐ

１ Ｙｕｎｉｉｓｏ　 ｙｅｅｗ　ｙａｓａｆ／ １羽 の グ ンカ ン

　　ド リ （腹 が 白い ），　 Ｙａｙｕｔａ：ｗｏｏｒｈ／ サ

　　ンゴ礁

２ Ｗ ｏｒｈａｉｒｈｅｐａｒ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

３ Ｍ ｏｗｕｕｎ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

４　Ｐｉｉｋ＊／ ピケ ロ ッ ト環 礁

５ Ｗ ｏｏｎｉｐｉｋ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

６ Ｗ ｏｒｈａｉｒａｎｇ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

７ Ｗ ｏｒｈ　ａｉｓａｗ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

８　Ｐｗｏｎｏｗｏｔ＊／ プ ル ワ ト環 礁

ｇ　 Ｎｏｗｕｗｅｎｉｍｏｎｇ：ｙｅｅｗ　ｙａｓａｆ／ １羽 の グ

　 　ンカ ン ドリ （腹 が黒 い），

　 Ｙｏｎｉｐｗｕｋ： ｙｅｅｗ　ｙａｓａｆ／ １羽 の グ ンカ

　 　ン ド リ （腹 が 白い）
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１１　Ｎａｐｗｉｃｈｅｎｕｋ；ｒｕｗｏｗ　ｒａａｗ／ ２頭 の ク

　　 ジ ラ （オ ス），　Ｐｗｉｃｈｅｉｎｕｋ：ｙｅｅｗ　ｐａａｗ

　　 ／ １匹の サ メ （メス）

１２　 Ｙｉｋｉｓｅｐａｎ：ｗｏｎｏｗ　ｒａａｗ　ｍｅ　ｙｅｅｗ　ｐａａｗ／

　　 ６頭 の大 きな ク ジ ラと １匹 の 小 さ なサ メ

１３　Ｙｉｋｉｓｅｒａ：ｙｅｅｗ　ｓｅｒａ／ １匹 の トガ リエ ビ

　　 ス

１４　Ｙｅｉｐｗｉｍｗａｒ： ｙｅｅｗ　ｓｏｕｋ／ １羽 の ネ ッ

　　 タ イ チ ョウ

１５ Ｎｏｎｇｏｎａｐ：ｙｅｅｗ　ｃｃｈｏｎ　ｆｏｏｆｏ／ ツ ム ブ リ

　　 の群 れ

１６　 Ｒｈｕｒｈｕ：ｙｅｅｗ　ｋｉｙａｋｉｙ，　ｙｅｅｗ　ｒａａｗ／ １

　　 羽 の シ ロ ァ ジサ シ，あ るい は ｉ頭 の 白い

　　 クジ ラ

１７ Ｎａｉｆａｉｎｕｋ： ｙｅｅｗ　ｙａｓａｆ／ １羽 の グ ンカ

　　 ン ドリ

１８ Ｍ ｅｓｏｒｕｍｅｙｅｅｒ：ｙｅｅｗ　ｙａｒａａｒ／ １羽 の コ

　　 ァ ジ サ シ （鳴 い て い な い）

１ｇ　Ｙｉｋｉｗｅｍｗ　ａｒ：ｙｅｅｗ　ｐｗｅｎｅ／ １匹 のバ ラ

　　 ハ タ ，Ｍ ｅｓｏｒｕｍｅｙｅｆａｎｇ：ｙｅｅｗ　ｙａｒａａｒ／

　　 １羽 の コ ァ ジサ シ （鳴 いて い る ）

２０ Ｙｉｎｅｆｉｔｉｍｗａｒ：ｙｅｅｗ　ｐｗａａ／ 魚 ・鳥 の 群 れ

２１ Ｙｉｎａｎｅｍｗ　ａｒ：ｙｅｅｗ　ｆａａｒｉｙａｐ／ １匹 の エ

　　 イ （首 の と ころ に 白 い輪 の 模 様 が あ る）

２２　 Ｒａｆｉｙａｕｔ： ｙｅｅｗ　ｓａｙｔｉｗａａｎｔｉ／ １匹 の ウ

　　 ミヘ ビ （海 上 に 浮 かん で い る）

２３　Ｎｕｋｅｉｓｏｍｗ　ｙｅｅｗ　ｓｏｕｋ／ １羽 の ネ ッタ

　　 イ チ ョウ

２４　不 明 ：ｙｅｅｗ　ｙｏｍｏ／ １羽 の カ ツオ ドリ

　　 （羽が ボ ロ ボ ロに な って い る ），

　　 Ｎｏｍｗｏｎｉｙｅｅｒ：ｆａｎｉｔｗ／ ラモ トレ ック環

　　 礁 の １小 島

２５ Ｍ ｅｓａｉｎｅｙａｎｕ：ｔｏｗｕｒ／ 水 道

２６　Ｎ６ｍｗｅｃｈｏｋ＊／ ラモ トレ ック環 礁

２７　 Ｎａｉｋｉｒｅｒｈ：ｙｅｅｗ　ｐａａｗ／ １匹 の サ メ （背

　　 び れ の端 が 白い ， サ メ の種 類 は ｍｅｔａｎ）

２８ Ｙｏｎｉｗａ： ｐａａｗ／ 大 き い ク ジ ラ （１０頭 く

　　 らい いて ， カ ヌー を壊 す ）

２ｇ　Ｆａｙｕｎｋａｒｅｎｇａａｐ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

３０ Ｍ ａａｎｉｒｅｋ：ｙｅｅｗ　ｃｃｈｏｎ　ｓａｎｇｉｒ／ マ グ ロ

　　 の 群 れ （跳 躍 して い る）

３１　Ｆａｉｒｈａｐ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ 礁

３２　Ｐｉｋｅｎｅ＊／ ウ エス ト ・フ ァーユ 島

事 例 １５ サ タ ワル 島 の プ コフ （Ｐｗｕｋｏｆｉｙ　Ｓａｔａｗａｌ） Ｍｇ

１ Ｙｕｎｉｉｓｏ： ｙｅｅｗ　ｙａｓａｆ／ １羽 の グ ンカ ン

　 　 ド リ （体 は黒 く， 尾 の羽 が 半 分 な い）

２ Ｗ ｏｒｈａｉｒｈｅｐａｒ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

３ 不 明 ：ｐａｖａｎ　ｙａｒｅｎｇａａｐ／ カ ツ オの 群 れ

４　Ｙｉｙｏｒｅｎｇ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

５ Ｎｅｒｕ：ｙｅｅｗ　ｓｏｕｋ／ １羽 の ネ ッタ イ チ ョ

　 　 ウ （小 さ い）， Ｗ ｏｏｎｉｐｉｋ：ｗｏｏｒｈ／ サ ン

　 　 ゴ礁

６ Ｗ ｏｒｈａｉｒａｎｇ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

７ Ｗ ｏｒｈａｉｓａｗ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

ｇ Ｎａｉｆａｎｉｍｏｎｇ：ｙｅｅｗ　ｙａｓａｆ／ １羽 の グ ン

　 　 カ ン ド リ

１０ Ｍ ｗａｒａｍｗａｒａｎ　ｋｕｒｕｋａａｋ： ｙｅｅｗ　ｋｕｒｕ・

　 　 ｋａａｋ／ １羽 の ク ロア ジ サ シ

１１ な し ：ｙｅｅｗ　ｓｏｕｋ／ １羽 の ネ ッタ イチ ョ

　 　 ゥ （海面 を上 下 して 飛 ん で い る）

１２ Ｎａｐｗｉｃｈｅｎｕｋ：ｙｅｅｗ　ｐａａｗ／ １匹 のサ メ

　 　　（夜 ， サ タ ワル 島の ちか くに きて サ ンゴ

　 　 礁 で ね る）

１３　Ｎｅｔａｉｒａ：ｒｕｗｏｗ　ｋｕｒｕｋａａｋ／ ２羽 の ク ロ

　 　 ァ ジサ シ （流木 の両 端 に と ま って い る）

１４　Ｎｉｙａｉｎｅｍｗａｒ：ｒｕｗｏｗ　ｎｉｓｉｎｇｅｒ／ ２羽 の

　 　 鳥

１５ Ｐｗｉｃｈｅｉｎｕｋ：ｙｅｎｕｗ　ｒａａｗ／ ３頭 の クジ

　 　 ラ

１６ Ｎｏｎｇｏｎａｐ：ｙｅｗｕｍｗ　ｆｏｏｆｏ／ ツ ムブ リの

　 　 群 れ

１７　Ｎａｉｆａｉｎｕｋ： ｙｅｅｗ　ｙａｓａｆ／ １羽 の グ ンカ

　 　 ン ド リ （胸 は黒 と 白）

１８ Ｍ ｅｓｏｒｕｍｅｙｃｅｒ：ｒｕｗｏｗ　ｙａｒａａｒ／ ２羽 の

　 　 コ ア ジサ シ （鳴 い て い な い）

１ｇ　 Ｍ ｅｓＳｒｕｍｅｙｅｆａｎｇ：ｙｅｅｗ　ｙａｒａａｒ／ １羽 の

　 　 コ ァ ジサ シ （鳴 い て い る）

２０ Ｙｉｎｅｆｉｔｉｍｗａｒ：ｙｅｅｗ　ｐｗａａ／ 魚 ・鳥 の 群 れ

２１ Ｙｉｎａｎｅｍｗａｒ：ｙｅｅｗ　ｆａａｒｉｙａｐ／ １匹 の エ

　 　 イ
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２２　 Ｎｏｗｕｒｕｐｗａ：ｙｅｅｗ　ｐｗａａ／ 魚 ・鳥 の 群 れ，

　　 Ｓｅｒａｗａｎｉｍｗａｒ：不 明

２３ Ｎｕｋｅｉｓｏｍｗ：ｙｅｅｗ　ｓｏｕｋ／ １羽 のネ ッタ

　　 イチ ョ ウ （大 きい ）

２５　Ｎａｉｋａｉｎａｍ ：ｒｕｗｏｗ　ｆａａｒｉｙａｐ／ ２匹 の エ

　　 イ

２７ Ｎａｉｋｉｒｅｒｈ：ｙｅｅｗ　ｐａａｗ／ １匹の サ メ （片

　　 腕 く らいの 大 きさ ）

２８　Ｙｏｎｉｗａ：ｙｅｗｕｍｗ　ｒａａｗ／ ク ジ ラの 群 れ

　　　（危 険 ）

２９　な し ：ｙｅｅｗ　ｓｕｕｋ／ １羽 の ネ ッタ イ チ ョ

　　 ウ （尾 が 切 れて な い）

３０ Ｍ ａａｎ三ｒｅｋ：ｙｅｅｗ　ｓａｎｇｉｒ／ １匹 の マ グ ロ

　　　（跳 躍 して い る）

３１　 Ｎｉｍｍｅｒ：ｙｅｅｗ　ｓａｎｇｉｒ／ １匹 の マ グ ロ

　　　（尾 が 海 面 上 で はね て い る）

事 例 １６　 ピケ ロ ッ ト環 礁 の プ コ フ （Ｐｗｕｋｏｆｉｎ　Ｐｉｉｋ） Ｍ ｇ

１ Ｗ ｏｒｈａｎｉｍｗａｒ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

２　 Ｗ ｏｒｈａｉｒｉｋ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

３　Ｔｉｆａｔｉｔｎ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

５　 Ｎｅｍａｙｕｒ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

６　Ｗ ｏｒｈａｎｉｐｗｕｎ：ｗｏｏｒｈ／ サ ン ゴ礁

７ Ｓａｐｉｙｍｅｎｕｋ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

９　Ｗ ｏｏｎｉｐｉｋ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

１１　 Ｓａｐｉｙｍｅｎｏｎ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

１２　Ｙａｙｕｎｉｗｏｒｈ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

１３ Ｗ ｏｒｈａｆｉｒｈ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

１４　Ｒｈｕｗｅｔａｎｙａｐｉｎａｎｅｉ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

１６ Ｗ ｏｒｈａｉｒａｎｇ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

１７ Ｗ ｏｒｈａｉｓａｗ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

１８ Ｗ ｏｏｎｉｍａｎ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

１ｇ　 Ｗ ｏｒｈａｎｉｉｋ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

２０　Ｔｅｒｅｎｇ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

２１ Ｗ ｏｒｈａｉｒｈｅｐａｒ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

２２　 Ｐｗａｐｗａｉｎｅｅｍｅｔａｗ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

２３ Ｗ ｅｎａｎｕｔ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

２５　 Ｐｉｙａｎｆａｉｍｗｏ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

２７ Ｍ ｏｗｕｕｎ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

２８ Ｗ ｏｒｈ６ｒｏｒｈ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

２ｇ　 Ｗ ｏｒｈａｎｉｐｗｏｏｐｗ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

３０ Ｗ ｏｒｈａｆｕ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

３１ Ｗ ｏｒｈａｉｎａｒ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

３２Ｗ ｏｒｈａｉｓａｉｔｔ６：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

事例 １７　 ピケ ロ ッ ト環 礁 の プ コ フ （Ｐｗｕｋｏ丘ｎ　Ｐｉｉｋ） Ｉｋ

１ Ｗ ｏｒｈａｎｉｍｗａｒ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

２ Ｗ ｏｒｈａｎｉｐｗｕｎ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

３　Ｔｉｉｆａｔｔｉｎ　ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

４　 Ｎｅｍａｙｅ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

５ Ｗ ｏｒｈａｎｉｍａｍ ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

６ Ｗ ｏｒｈａｎｉｐｗｕｒｕｐｗｕｒ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁 ，

　　　Ｗ ｕｎｏｗｕｎ＊／ ウル ル 島

７ Ｙａｙｕｎｍ ａｙｅ 不 明

９　Ｐｉｓｉｒａｒｈｌ＊／ ピセ ラル 島

１１　 ＳａｐｉｙｍｅｎＳｎ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁 ｆ

　　　Ｐｗｏｎｎａｐ＊／ プ ン ラ ップ環 礁

１２ Ｗ ｏｒｈａｆｒｒｈ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁 ，

　　　Ｐｗｏｎｏｗｏｔ＊／ プ ル ワ ト環 礁

１３ Ｗ ｏｒｈａｎｉｍｗ　ａｒ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

１４　 Ｒｈｕｗｅｔａｎｙａｐｉｎａｎｅｉ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁 ，

　　　Ｓｏｗｕｋ＊／ プ ル ス ク島

１５ Ｗ ｕｎｇａｎｉｐａｒ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

　　 Ｗ ｏｒｈａｉｒａｎｇ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁 （この イ

　　 ンフ ォー マ ン トは見 た こ とが な い とい う）

１６ Ｗ ｏｏｎｉｍａｎ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

１７ Ｗ ｏｒｈａｉｓａｗ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

１８　Ｔｅｒｅｎｇ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

１ｇ　 Ｗ ｏｒｈａｎｉｉｋ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

２０ Ｗ ｏｒｈａｉｒｈｅｐａｒ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ 礁

　　 Ｓａｔａｗａｌ＊／ サ タ ワ ル 島

２１ Ｗ ｅｎａｎｕｔ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

２２　 Ｐｗａｐｗａｉｎｅｅｍｅｔａｗ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁 ，

　　 Ｎｏｍｗｅｃｈｏｋ＊／ ラモ トレ ック環 礁

２３ Ｐｗａｐｗａｎｗｅｎｉｆａｎｕｗ ：不 明　 ．

２５ Ｐｉａｎｆａｉｍｗｏ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁 （上 に砂

　　 利 が あ る）

２７ Ｍｏｗｕｕｎ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁 ，　 Ｆａｉｙｅｗ＊
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　　 ／ ガ フ ェル ト島

２８ Ｗ ｏｒｈａｎｉｐｗｏｏｐｗ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

２ｇ　 Ｗ ｏｒｈａｔｉｗ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

３０ Ｗ ｏｒｈａｉｔｉｋｉｎｉｍａｎ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁 ，

　　 Ｍ ａｒｉａｎｉｓ＊／ マ リアナ諸 島

３１　Ｗ ｏｒｈａｉｒｈｏ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁 ，　Ｎｕｕｔａ＊

　　 ／ ロ タ島

３２ Ｗ ｏｒｈａｉｓａｉｔｔ６：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁 ，

　　 Ｓａｉｐｅｎ＊／ サ イパ ン島

事例 １８　 タ ムタ ム 島 の プ コ フ （Ｐｗｕｋｏｆｉｙ　Ｔａｍａｔａｍ） Ｅｗ

１ Ｙｕｒａｎｉｋｏｔ　ｙｅｅｗ　ｓｅｒａｗ／ １匹 の カ マ ス

　 　 （大 き さは一 ヒロ くらい で ，頭 を上 に む

　 　 けて い る）

３ Ｍ ａａｎｅｔａ：不 明

４ Ｙｅｐｏｉｎｕｋ：ｙｅｅｗ　ｃｃｈｏｎ　ｋｕｕｗ／ イル カ の

　 　群 れ

５　Ｐｉｓｉｒａｒｈ＊／ ピセ ラル島

６　Ｆａｉｙｅｗ＊／ イー ス ト ・フ ァーユ 島

７ Ｎｏｍｗｉｎ＊／ ノ ム イ ン環 礁

９ Ｙａｒａｗ＊／ コス ラ エ 島

１１ Ｎａｔｅｍｗｅｉ：不 明／ 海 藻 の 群 れ （バ ラバ ラ

　 　 に な って い る）

１２ Ｎａｐｅｒｏｒｈ：ｎｉｆｅｉｒｏｒｈ／ 海 藻 の かた ま り

　 　 （ｎｉｆｅｉｒｏｒｈ とい う名 称 自体 は貝 を さす が ，

　 　 じつ は海 藻 を さ す）

１３　Ｎｅｐａｔｏｎｇ： ｙｅｅｗ　ｗｏｎｇ／ １匹 の アオ ウ

　　 ミガ メ （泳 い で い る）

１４ Ｋｕｔｉｗ＊／ クテ ィ ウ島

１５ Ｙｅｔｔａａｎ＊／ エ タ ール 環 礁

１６ Ｙｉｒｏｓ＊／ イ ロ ス島

１８ Ｓｏｗｕｋ＊／ プ ル ス ク 島

２１　 Ｐｗｏｎｏｗｏｔ＊／ プル ワ ト環 礁

２３ Ｋｕｗｍｏｗ：ｙｅｅｗ　ｋｕｕｗ／ １頭 の イ ル カ

　　 （色 は褐 色 ）

２７　Ｐｉｉｋ＊／ ピケ ロ ッ ト環 礁

２８　 Ｙｕｗａｎｉｍａｎ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ 礁

２ｇ　Ｙｅｙｕｎｉｐｏｎ：ｙｅｅｗ　ｓｅｒａｗ／ １匹 の カ マ ス

　　 　（不透 明 な水 中 で 泳 いで い る）

３１　 Ｙｉｋｅｔｉｋｉｍａｎ：不 明

３２　な し ：ｙｅｅｗ　ｓａｎｇｉｒ／ １匹 のマ グ ロ

事 例 １９　 プ ル ス ク島 の プ コフ （Ｐｗｕｋｏｆｉｙ　Ｓｏｗｕｋ） Ｒ

１ Ｗ ｏｒｈｏｍｗａｒ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

２ 不 明 ：ｙｅｅｗ　ｙａｓａｆ／ １羽 の グ ンカ ン ドリ

３　 不 明 ：ｙｅｅｗ　ｙａｍａｗ／ １匹の カニ （泳 い

　 　 で い る）

４ Ｙｉｙｏｙｉｗａ：ｒｕｗｏｗ　ｙｉｎｉｎ／ ２羽 の 鳥 （流

　 　 木 の両 端 に とま って い る）

５ Ｗ ｏｒｈａｎｉｐａｎ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁 　 （サ メ

　 　 が い る ）

６ Ｗ ｏｒｈａｎｉｐｗｕｎ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

７　 Ｓａｐｉｙｍｅｎｕｋ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

ｇ Ｗ ｏｏｎｉｐｉｋ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

１１　 Ｓａｐｉｙｍｅｎ６ｎ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

１３ Ｗ ｕｎｇａｎｉｐａｒ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

１４ Ｗ ｕｒ６ｗｕｒａｎ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

１５　Ｆｉｔａｎｇｉｎｉｍｗａｒ： ｒｕｗｏｗ　ｙ６ｍ６／ ２羽 の

　 　 カ ツ オ ド リ

１６　Ｗ ｏｒｈａｎｉｉｋ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁 　 （魚 が 多

　 　 い）

１７ Ｗ ｏｒｈａｉｓａｗ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

１８ Ｗ ｏｏｎｉｍａｎ：ｗｏｏｒｈ／ サ ン ゴ礁

１９　不 明 ：ｙｅｅｗ　ｐｔｉｎｇｕｐａａｎｅｉ／ １羽 の 鳥

２０　 Ｐｗａｐｗａｉｎｅｅｍｅｔａｗ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

２３ Ｗ ｅｎａｎｕｔ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

２５　 Ｐｉａｎｆａｉｍｗｏ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁 （上部 が

　 　 白 っぽ い ）

２７ Ｗ ｏｒｈａｎｉｐｗｏｏｐｗ　 ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

２８ Ｗ ｏｒｈａｉｎａｒ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁 （沢 山 の

　 　 ウニが あ る）

３０ Ｗ ｏｒｈａｉｔｉｋｉｎｉｍａｎ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁 （１

　 　 羽 の コ ア ジサ シが鳴 い て い る）

３１ Ｗ ｏｒｈａｉｔｉｋ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁 （なだ らか

　 　 な斜 面 に な って い る）

３２ Ｗ ｏｒｈａｉｓａｉｔｔｏ： ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁 （沢 山

　 　 の シ ャコガ イが あ る）
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事例 ２０　 プル ス ク島 の プ コ フ （Ｐｗｕｋｏ丘ｙ　Ｓｏｗｕｋ）　 Ｅｗ

１　Ｓｏｗｕｋｅｒａｐ：ｙｅｅｗ　ｓａｎｇｉｒ／ １匹 の マ グ ロ

２ Ｍ ａｓｈｕｃｈ：ｓｅｙ三ｋ　ｒｅｅｒｈ／ １０羽 の 小型 の グ

　 　 ンカ ン ドリ

５ Ｙｉｙｏｙｉｙｏｎａｐ：不 明

６ Ｎｉｓａｎｅｗａａｋｅ：ｙｅｅｗ　ｎｉｍｗｅｙｎｇａｗ／ １羽

　 　 の 鳥 （口 ば しが 大 き くま が って お り色 は

　 　 黄 色 ，体 は 白， 脚 は黄 色 ）

７　不 明 ：ｙｅｅｗ　ｔａｋｕｎａａｒ／ １匹 の カ ジ キ マ

　 　 グ ロ　（小 さい ）

ｇ Ｙｉｋｉｓａｔｉｗ：ｙｅｅｗ　ｐｗａａ／ 魚 ・鳥 の群 れ

１１ Ｙｕｒｕｐｗｏｗｙｏｎｇ：ｙｅｅｗ　ｋｕｒｕｋａａｋ／ １羽

　 　 の ク ロア ジサ シ

１２　Ｙｕｎｕｔｏｎｇｏｔｏｎｇ： ｎｉｍｏｗ　ｎｉｋｉｒｈｏａｗｕｒ／

　 　 ５羽 の鳥

１３　Ａｏｎａ：ｐａｖａｎ　ｙａｒｅｎｇａａｐ／ カ ツ オの 群 れ

１４ Ｍ ａｆｅｎａ：ｐａｖａｎ　ｆｅｎａ／ サ ヨ リの 群 れ

１５ 名前 な し ：ｙｅｅｗ　ｋｕｕｗ／ １頭 の イル カ

１６　Ｎｅｔｏｍｗｉｎｕｋ：ｆａａｗ　ｙｅｔａｍ／ ４匹 の ヒ ラ

　 　 ア ジ

１７ Ｒｏｗｕｋｕｍｗａｒ：ｙｅｅｗ　ｍｗｉｙ／ １羽 の鳥

１８ Ｙｉｋａｐｅｙ：ｙｅｅｗ　ｒａａｗ／ １頭 の ク ジ ラ

１９　 Ｙｕｎｉｍｗａｒｅｔｉｗ： ｙｅｅｗ　ｓｅｒａｗ／ １匹 の カ

　 　 マ ス

２０　Ｓｂｗｕｒｉｋ：ｙｅｅｗ　ｍｅｎｇａｒ／ １匹 の トビウ

　 　 オ

２１ Ｎｅｍａｙｚｉｒｕｎｕｋ： ｙｅｅｗ　ｆａａｒｉｙａｐ／ １匹 の

　 　 エ イ

２２　 Ｐｏｒａｎｉｋｉｎ： ｙｅｅｗ　ｍｗｕｎａｙｉｎｏｍｗ／ １匹

　 　 の ツバ メ ウオ

２３ Ｙｉｔｉｔｉｙａ： ｙｅｅｗ　ｙａｓａｆ／ １羽 の グ ンカ ン

　 　 ドリ

２５ Ｍａｎｉｆｆｉｔｉｗ ： ｒｕｗｏｗ　ｙａｓａｆ／ ２羽 の グ ン

　 　 カ ン ド リ （あ らそ って い る）

２７ Ｎｉａｉｓｅｎｇａｎ： ｙｅｅｗ　ｓｅｎｇａｎａｎｇａｎ／ １匹

　 　 の セ ナス ジベ ラ

２８　 Ｙａｐｉｎｍｗｏｒｈ： ｗｏｏｒｈ／ リー フ と リー フ

　 　 の間 の部 分 （底 は よ くみ え ない ）

２ｇ　Ｙｉｋｉｓａｎａｐ：ｙｅｅｗ　ｓａｎｇｉｒ／ １匹 の マ グ ロ

３０ Ｗ ｕｒｏｗｕｒａｎ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

３１　 Ｙａｐｉｎｉｍａｅｆｏｒ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

３２ Ｍ ａｎｎｅｒｈ： ｒｕｗｏｗ　ｋｉｙａｋｉｙ／ ２羽 の シロ

　 　 ア ジサ シ

事 例 ２１ プ ル ス ク島 の プ コ フ （Ｐｗｕｋｏｆｉｙ　Ｓｏｗｕｋ） Ｉｋ

１ Ｓｏｗｕｋａｒｈｉｍｗ ： ｙｅｅｗ　ｙｏｍｏ／ １羽 の カ

　 ツ オ ド リ

２ Ｍ ａｎｎｅｒｈ　 ｙｅｅｗ　ｋｉｙａｋｉｙ／ １羽 の シ回 ア

　 ジサ シ　　　 　　 　　 ．

３ Ｍ ａｃｃｈｉｎｇ： ｓｅｙｉｋ　ｒｅｅｒｈ／ １０羽 の小 さい

　 グ ンカ ン ド リ　　　 　　 　　　 　　 見

４　 Ｙｉｎａｐｅｉｙｏ：ｙｅｅｗ　ｃｃｈｏｎ　ｓｅｐａｎ／ 鳥 の 群 れ

５　Ｙｉｙｏｙｉｙｏｎａｐ：ｙｅｅｗ　ｗｏｒｈａａｐ／ １匹 の ト

　　ンボ （胴 体 は茶色 で大 きい ）

６ Ｙｕｎｎｉｋｏｒｈａｎ　ｙｅｅｗ　ｎｉｋｉｒｈｏｗｕｒ／ １羽

　 の鳥 （ｗｏｒａｎｇ の葉 が 枯 れ た と きの 色 を

　 して い る）

７　 Ｎｅｒｈａｎｉｍｗ： ｙｅｅｗ　ｓａｙｕｗａａｎｕ／ １匹 の

　 ウ ミヘ ビ （ｙｅｇｉｙ とい う木 に ま とわ りつ

　 いて い る）

ｇ　Ｙｉｋｉｓａｔｉｗ： ｙｅｅｗ　ｓａｎｇｉｒ／ １匹 のマ グ ロ

　　 （大 きい ）

１１　Ｙ ｕｒｕｐｗｏｗｕｙｏｎｇ： ｙｅｅｗ　ｋｕｒｕｋａａｋ／ １

　 　 羽 の ク ロ ア ジサ シ （片 腕 くらい の長 さの

　 　 尾 を も って い る。体 の色 は 黒 ）

１２　’Ｙｕｎｕｔｏｎｇｏｔｏｎｇ：　 ｒｕｗｏｗ　ｎｉｋｉｒｈｏｗｕｒ／

　 　 ２羽 の 鳥 （カ ヌ ーの 両 側 を １羽 ず つ が ま

　 　 わ りな が ら飛 んで い る。 そ の う ちの 一 方

　 　 は鳴 い て い る が ，他 方 は 鳴 いて い な い ）

１３ Ｍ ｏｗｕｎａ：ｙｅｅｗ　ｙａｒｅｎｇａａｐ／ １匹 の カ ツ

　 　 オ （片 腕 と肩 か ら肘 ま で の長 さを あ わ せ

　 　 た長 さが あ る）

１４ Ｍ ａｆｅｎａ：ｙｅｅｗ　ｆｅｎａ／ １匹 の サ ヨ リ （片

　 　腕 の長 さが あ る）

１５ Ｙｕｎｕｍｗａｒａｔａ： ｙｅｅｗ　ｓｅｒａｗ／ １匹 の カ

　 　 マ ス （頭 を 垂直 上 にむ けて い る）

１６ Ｍ ｅｉｓｏ：ｙｅｅｗ　ｐａａｗ／ １匹 の サ メ

１７ Ｒｏｗｕｋｕｍｗａｒ： ｙｅｅｗ　ｙａｓａｆ／ １羽 の グ

　 　 ンカ ン ド リ （プル ス ク島 の女 が 島 の端 に
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　　 花 か ざ りを と りにゆ くと，す で に １羽 の

　　 グ ンカ ン ド リが か ざ りを つ く って 待 って

　　 い た）

１８　Ｙｉｋｉｐｅｒａｓ：ｙｅｅｗ　ｃｃｈｏｎ　ｍｅｎｇａｒ／ トビ ウ

　　 オ の群 れ （非常 に小 さい ）

１ｇ　Ｙｕｎｕｍｗａｒｕｔｉｗ：ｙｅｅｗ　ｓｅｒａｗ／ １匹 の カ

　　 マ ス（頭 を垂 直 に し， 海 底 にむ けて い る）

２０　Ｎｅｓｏｐｗｏｎｗｏｒｈａｉｓａｉｆｅｔａｎ：ｗｏｏｒｈ／ サ ン

　　 ゴ礁

２１　Ｎ丘ｋｄｎｕｐａｎｗｏｒｈａｉｓａｌｆｅｔａｎ： ｗｏｏｒｈ／ サ

　　 ンゴ礁

２２　Ｎｅｓｏｐｗｏｎｗｏｒｈａｉｓａｉｆｅｔａｎ　ｗｏｏｒｈ／ サ ン

　　　ゴ礁

２３　Ｎｅｅｎｉｋｏｗｕｒ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

２５ Ｍ ａｎｉｆｆｉｔｉｗ：ｙｅｅｗ　ｙａｓａｆ／ １羽 の グ ンカ

　　　ン ド リ

２７　 Ｎｏｗｕｒｕｓｅｎｇａｎ：ｙｅｅｗ　ｓｅｎｇａｎａｎｇａｎ／ １

　　 匹 の セ ナ ス ジベ ラ

２８　 Ｙｉｐｕｎｉｍ ａｒ：ｙｅｅｗ　ｓａｎｇｉｒ／ １匹 の マ グ ロ

２ｇ　Ｙｉｋｉｓａｎａｐ：ｙｅｅｗ　ｐｗ６６ｐｗ／ １匹の サ メ

　　　 （人 を襲 わ な い 。 ゆ っ くり泳 い で い る）

３０ Ｗ ｕｒｏｗｕｒａｎ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

３１ Ｙａｐｉｎｉｍａｅｆｏｒ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

３２　 Ｐｗｏｒｏｎｏｆａａｐａｒｈ　ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

事 例２２　 プル ス ク島 の プ コ フ （Ｐｗｕｋｏｆｉｙ　Ｓｏｗｕｋ） Ｍ ｇ

１　Ｓ６ｗｕｋｅｒａｐ：ｙｅｅｗ　ｓａｎｇｉｒ／ １匹 の マ グ ロ

２　Ｐｗｏｎｎａｐ＊／ プ ン ラ ップ環礁

３　 Ｍ ａｃｃｈ丘： ｙｅｅｗ　ｋｕｒｕｋａａｋ／ １羽 の ク ロ

　　 ア ジ サ シ

４ Ｙｉｎゑｐｅｉｙｏ：ｐｗａｉ　ｓｅｐａｎ／ 鳥 の 群 れ

５　Ｙｉｙｏｙｉｙｏｎａｐ：ｙｅｅｗ　ｗｏｒｈａａｐ／ １匹の ト

　　 ンボ

７ Ｎｅｒａｎｉｍｗ：ｙｅｅｗ　ｓａｙｕｗａｎｕ／ １匹 の ウ

　　 ミヘ ビ

ｇ　Ｙｉｋｉｓａｔｉｗ ：ｙｅｅｗ　ｍａｙｉｍｏｎ／ １匹 の マ ツ

　　 ダイ （流 木 によ くつ く）

１１ Ｙｕｒｕｐｗｏｗｕｙｏｎｇ：不 明

１２　 Ｙｕｎｕｔｏｎｇｏｔｏｎｇ： ｙｅｅｗ　ｎｉｋｉｒｈｏｗｕｒ／ １

　　 羽 の 鳥

１３　Ｙａｗｕｎａ：ｙｅｅｗ　ｙａｒｅｎｇａａｐ／ １匹 の カ ツ

　　 オ

１４　 Ｐｅｙｉｎｎｏｔａ： ｙｅｗｕｍｗ　ｆｅｎａ／ サ ヨ リの群

　　 れ

１５ 不 明 ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

１６ Ｍ ｅｉｓｏｏｐｉｙ： ｐａａｗｎｉｋａｐ／ 非 常 に大 きい

　　 サ メ

１７ Ｒｏｗｕｋｕｍｗａｒ：（数 不 明 の） ｍｗｉｙ／ 鳥

１８ Ｙｉｋａｐｅｙ：ｙｅｅｗ　ｒａａｗ／ １頭 の ク ジ ラ

ｌｇ　Ｙｕｎｕｍｗａｒｕｔｉｗ：ｙｅｅｗ　ｓｅｒａｗ／ １匹 の カ

　　 マ ス （頭 を垂 直 上 に して い る）

２０　 Ｎｅｓｏｐｏｎｗｏｒｈａｉｓａｆｅｔａｎｍｅｙｅｅｒ：　 ｗｏｏｒｈ

　　 ／ サ ンゴ礁

２１　 Ｎｕｋｕｎｕｐａｎｗｏｒｈａｉｓａｉｆｅｔａｎ： ｗｏｏｒｈ／ サ

　　 ンゴ礁

２２　 Ｎｅｓｏｐｏｎｗｏｒｈａｉｓａｉｆｅｔａｎｍｅｙｅｆａｎｇ：

　　 ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

２３ ＹｏｎｇｏｎｏｋＳｗｕｒ　ｙｅｅｗ　ｗｏｒｈａａｐ／ １匹

　　 の トンボ （色 は赤 い ）

２５ Ｍ ａｎｉ伍ｔｉｗ： ｙｅｅｗ　ｙａｓａｆ／ １羽 の グ ンカ

　　 ン ド リ

３１　 Ｙａｐｉｎｉｍ ａｅｆｏｒ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

３２　ＰｗｏｎｏｗＳｔ＊／ プ ル ワ ト環 礁

事 例 ２３　 プ ル ス ク島 の プ コ フ （Ｐｗｕｋｏｆｉｙ　Ｓｏｗｕｋ） Ｒｐ

１ Ｓｏｗｕｋａｒｈｉｍｗ：ｙｅｅｗ　ｓａｎｇｉｒ／ １匹 の マ

　　グ ロ

２ Ｔａｍａｔａｍ＊／ タ ムタ ム島

４ 不 明 ：ｙｅｅｗ　ｓｏｕｋ／ １羽 の ネ ッタ イ チ ョ

　　ウ （急 降下 しな が ら飛 ぶ）

５ Ｙｉｎａｐｅｉｙｏ：ｙｅｅｗ　ｐｗａａ／ 鳥 ・魚 の群 れ

７　Ｙｉｋｉｙｏｒ：ｙｅｅｗ　ｙｏｐｐｗ／ １匹 の イ トヒキ

　 　 ア ジ

１１ 不 明 ：ｆａａｗ　ｎｉｋｉｒｈｏｗｕｒ／ ４羽 の鳥

１３ Ｙａｗｕｎａ：ｙｅｅｗ　ｙａｒｅｎｇａａｐ／ １匹 の カ ツ

　 　 オ

１７　ＲＧｗｕｋｕｍｗａｒ：ｙｅｅｗ　ｙａｓａｆ／ １羽 の グ ン
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　　 カ ン ドリ （腹 は 白 い）

２０　 Ｓｏｐｗｏｎｏｍｅｙｅｅｒ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

２１　 Ｎｕｋｕｎｕｐａｎ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

２２ Ｗ ｏｒｈａｉｓａｉｆｅｔａｎ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

２５ Ｍ ａｎｉｆｆｉｔｉｗ：ｙｅｅｗ　ｐｗａａ／ 魚 ・鳥 の 群 れ

２７ 不 明 ：ｙｅｅｗ　ｓｅｎｇａｎａｎｇａｎ／ １匹 の セ ナ

　　 ス ジ ベ ラ

２８ 不 明 ：ｙｅｅｗ　ｙａｓａｆ／ １羽 の グ ンカ ン ドリ

３０ Ｍ ａｅｓｏｎ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁 ，

　　 Ｗ ｕｒｏｗｕｒａｎ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

３１ 不 明 ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

事 例 ２４　 プ ル ワ ト環 礁 の プ コ フ （Ｐｗｕｋｏｆｉｎ　Ｐｗｏｎｏｗｏｔ） Ｍ ｇ

１ Ｎａｉｒｕｍｏｉ： ｙｅｅｗ　ｙａｓａｆ／ １羽 の グ ンカ

　　 ン ド リ

２ Ｐａｉｒｅｒｈ： ｙｅｅｗ　ｎｉｍｗｅｙ／ １匹 の小 さい

　　 サ メ

３ Ｒａｆｆｉｍｗａｒ： ｙｅｅｗ　ｐｕｎｇｕｐａａｎｅｉ／ １羽

　　 の鳥

７　Ｙｉｔｉｎｉｋｏ：ｙｅｅｗ　ｐａａｗ／ １匹 の サ メ

　　 （ｆｏｏｆｏ とよ ばれ る魚 ， す な わ ち ツ ムブ リ

　　 の小 さい個 体 が近 くにい る ）

ｇ　Ｙｅｓｅｒｈｕｗｏｒ：ｙｅｅｗ　ｔａｋｕｎａａｒ／ １匹 の カ

　　 ジ キマ グ ロ

１１ Ｔｏｐｗｕｎｕｍ ａａｎ　ｙｅｅｗ　ｙｏｍｏ／ １羽 の カ

　　 ツ オ ド リ

１２　 Ｙａａｋｉｍｏ：ｒｕｗｏｗ　ｗｕｍｗｕｎｅ／ ２匹 の ア

　　 イ ゴ，な し ：ｙｅｅｗ　ｗｕｒｈａ／ １匹の ブ ダ イ

１３　Ｙａｓｅｆａｉｒｏ：ｙｅｅｗ　ｙａｓａｆ／ １羽 の グ ンカ ン

　　 ド リ， な し ：ｙｅｅｗ　ｐｗａｉ　ｓａｎｇｉｒ／ マ グ ロ

　　 の 群 れ

１４ Ｍ ａｃｃｈｕ　 ｓｅｙｉｋ　ｒｅｅｒｈ／ １０羽 の小 さ い グ

　　 ンカ ン ド リ，Ｙｉｋｏｐｗｕｎ：ｎｉｆａｉｆａｉ／ 貝 （上

　　 記 の １０羽 の グ ンカ ン ド リとおな じ場 所 に

　　 あ る）

１５ Ｍ ａｎｎｅｒｈ　ｙｅｅｗ　ｎｅｅｒｈ／ １匹の フ グ

１７ Ｙｉｉｐｗｕｎ：ｙｅｅｗ　ｎｉｒｈｏｋｕｓａｒｅｐｗ６ｎ／ １羽

　 　 の 鳥

１８　 な し ：ｙｅｗｕｍｗ　ｋｕｕｗ／ イ ルカ の群 れ

２０ Ｆｏｎｏｔｏｍｗａｎ： ｙｅｅｗ　ｓａｙｕｗａ．ａｎｕ／ １匹

　 　 の ウ ミヘ ビ

２１ Ｎｉｗａｒｈａｐ：ｙｅｅｗ　ｙａｒａａｒ／ １羽 の コ ア ジ

　 　 サ シ

２２ Ｙｉｋｉｓｅｐａｎ：ｙｅｅｗ　ｒａａｗ／ １頭 の ク ジ ラ

　 　 （１頭 の小 さな イ ル カ が周 囲 に い る）

２３　 な し ：ｙｅｅｗ　ｔａｋｕｎａａｒ／ １匹 の カ ジ キ マ

　 　 グ ロ （大 き い）

２５　Ｙｏｎｉｐｗｕｋ：ｙｅｅｗ　ｙａｓａｆ／ １羽 の グ ンカ

　 　 ン ド リ

２７　 な し ：ｙｅｅｗ　ｆａ　ａｒｉｙａｐ／ １匹 の エ イ ，

　 　 Ｐａｉｋｋｏｏｐ：ｙｅｅｗ　ｐａａｗ／ １匹 の サ メ （胸

　 　 びれ の 一方 が切 れ て な い ）

２８ Ｗ ａｓａｗｅｎ：不 明

２ｇ　Ｎｏｎｉｗｏｒｈ：ｐｗａｎ　ｙａｒｅｎｇａａｐ／ カ ツオ の

　 　 群 れ

３０ Ｒａｉｋａｎｉｙｏｎｇ： ｙｅｅｗ　ｒａａｗ／ １頭 の クジ

　 　 ラ （潮 を 吹 いて い る）

事 例２５ プル ワ ト環 礁 の プ コ フ （Ｐｗｕｋｏｆｉｎ　Ｐｗｏｎｏｗ６ｔ） Ｉｋ

１ Ｙａｋｉｙａｉｓｅｒａｋ： ｙｅｅｗ　ｙａｓａｆ／ １羽 の グ ン

　 カ ン ド リ

２ Ｙｉｋｉｔｏｎａ：ｙｅｅｗ　ｐｗａａ／ 魚 の 群 れ ，

　 Ｎａｉｒｕｍｏｔｉｗ：ｙｅｅｗ　ｙａｓａｆ／ １羽 の グ ンカ

　 　ン ド リ （この グ ンカ ン ド リは ， プル ワ ト

　 環 礁 とそ の 北東 方 向 にあ る Ｙａｎａｎｇａｎａｐ

　 とよば れ るサ ンゴ礁 との 間 に あ る深 み一

　 帯 を 監 視 して い る）

３ Ｐａｐｏｎ：不 明 ，　Ｒａｉｔｉｎｉｙａｎｇ：不 明，

４

５

Ｍ ｏｎｏｒｏｗａ： ｒｏｎｇｏｒｏｎｇｔａ／海 の も り あ

が り， Ｎａｉｒｕｍｏｉ：ｙｅｅｗ　ｙａｓａｆ／ １羽 の グ

ンカ ン ド リ （プ ンナ ップ環 礁 の ほ うを む

いて い る），Ｐｗｏｎｎａｐ＊／ プ ンラ ップ環 礁

Ｎｅｐｗａｉｒｅｎｇ：不 明 ，　 Ｎａｔｉｋｉｒｅｎｇ：ｙｅｅｗ

ｓｕｕｋ／ １羽 の ネ ッタ イチ ョウ （体 は黄 色

で ， 尾 の 長 さ が腕 長 くらい あ る），

Ｗ ｏｎｏｗｕ＊／ オ ノ 島

Ｐｉｓｉｒａｒｈ＊／ ピセ ラル島
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６ Ｎａｉｃｈｉｙａｎｇ　ｙｅｅｗ　ｗｏｒｈａｐｉｎａｎｇ／ １匹

　 　 の トンボ （赤 い 色 ），　 Ｆａｎｕｋｉｉｎｕｗｏｒｈ：

　 　 ｙｅｅｗ　ｔａｋｕｎａａｒ／ １匹 の カ ジ キマ グ ロ（尾

　 　 の 部 分 に ココ ヤ シの 若葉 を巻 い て い る），

　 　 Ｐｗｕｋｕｐｗｕｋ：不 明，　 Ｎａｉｙｏｍａｎ：ｙｅｅｗ

　 　 ｓｕｕｋ／ １羽 の ネ ッタイ チ ョ ウ （腹 の ま わ

　 　 りに ｎｉｋｉｒｈｏｗｕｒと ｎｉｃｃｈｏｋ とい う鳥 が

　 　 飛 び ま わ って い る），Ｆａｉｙｅｗ＊／ イー ス ト

　 　 ・フ ァー ユ 島

７ Ｗ ｏｔｏｎｇ：不 明 ，　 Ｎａｗｉｅｎｉｍｗａｒ：ｙｅｅｗ

　 　 ｗｉｅ／魚 ・鳥 の群 れ （と くに マ グ Ｆ， カ

　 　 ツオ ， ツ ム ブ リな どの魚 が い る），

　 　 Ｙａｎｕｓｏｏｎｕｋ：不 明 ，　Ｎｅｆａｉｗｏｒｈ：不 明 ，

　 　 Ｆｉｒｉｓａｔ：不 明 ，　Ｐｉｉｓ＊／ ピー ス島

ｇ　 Ｙｅｓｅｒｈｕｗｏｒｈ： ｙｅｅｗ　ｔａｋｕｎａａｒ／ １匹 の

　 　 カ ジキ マ グ ロ， Ｎｕｍｗｕｎｕｗｏｒｈ：ｎｕｍｗ

　 　 ／ 海 藻 ，Ｆｉｔｉｍｅｔａｗ：不 明 ，　Ｎｉｉｋｕｎｉｍ ｍａｔ：

　 　ｙｅｅｗ　ｔａｋｕｎａａｒ／ １匹 の カ ジキ マ グ ロ，

　 　 Ｐｅｉｒｈｏ：ｙｅｅｗ　ｐａａｗ／ １匹 の サ メ，

　 　Ｎ ａｎｉｎｇａｉｒｈｕｋ：ｙｅｅｗ　ｋｉｙａｋｉｙ／ １羽 の シ

　 　 ロア ジ サ シ， Ｒｈｕｕｋ＊／ トラ ック諸 島

１１ Ｒａｉｋｉｍｗａｎ：ｙｅｅｗ　ｙｉｋａｙｉｎｅ／ １匹 の魚 ，

　 　 Ｎｅｗ６ｗｆｉｒ：不 明 ，　Ｙｉｋａｎｉｙｕｒ：ｙｅｅｗ　ｙｏｕｒ

　 　 ／ １匹 の エ ビ， Ｙａｉｋａｎｉｗｏｎ：ｙｅｅｗ　ｒａａｗ

　 　 ／ １頭 の クジ ラ （頭 を 真東 の ほ う にむ け ，

　 　 け っ して うこか な い ），Ｙｉｎｉｔｅｍｏ　 ｒｕｒｈａｉ

　 　 ｆａｙｉ／ ２匹 の エ イ　 （鉛ｉｒ６６ｎｋｉｎｉ艶 とい う

　 　 種 類 の エ イで ， 朝 日が の ぼ る と， 大 きい

　 　 エ イの 下側 か ら小 さい エ イが で て くる 。

　 　 夕方 にな る と， この小 さい エ イは大 きい

　 　 ほ うの エ イの 下 に か くれ る）

１２ Ｙａｓｅｆａｉｒｏ：ｙｅｅｗ　ｙａｓａｆ／ １羽 の グ ンカ ン

　 　 ド リ （胸 が 黒 い），Ｎｅｍａｎｉｆａ：不 明 ，

　 　 ＳＳｋｏｎａｉｓｏｍｗ：不 明，　 Ｎａｔｅｍｗｅｉｙｏｉ：

　 　 ｎｉｆｅｉｒｏｒｈ／ ６～ ７ケの 貝 （丸 い 形 を した

　 　 貝 で ， 円形 上 に 配 列 さ れ て い る），

　 　 Ｐｅｉｋｉｎｉｗｏｒｈ：不 明 ，　 Ｎａｗｕｋｕｎｕｍｗａｒ：

　 　 ｙｅｅｗ　ｓｕｎｋ／ １羽 の ネ ッタ イチ ョウ，

　 　 Ｎｅｍａｋｉｒｅｎｇ：不 明，　Ｎａｍｗｏｎｕｋ＊／ ナ モ

　 　 ヌ ー ク環 礁

１３　Ｎａｙｕｗａｒａｐ：不 明 （イ ンフ ォー マ ン １’Ｒｐ

　 　 の子 供 の 名 前），　 Ｙｉｙｏｙｉｙｏｎａｐ： ｙｅｅｗ

　 　 ｗｏｒｈａａｐ／ １匹 の トンボ，　 Ｎｕｗａｎａｐ：

　 　 ｎｕｗａ／ 波 の な い静 か な 場 所

１４ Ｍａｎｉｙａｆ： ｙｅｅｗ　ｓｔｉｔｕｋ／ １羽 の ネ ッタ イ

　 　 チ ョウ（羽 を うこ か して い る。 口 は赤 い ），

　 　 Ｓｅｒａｗ’ａｉｙｕｕｋ：ｙｅｅｗ　ｓｅｒａｗ／ １匹 の カマ

　 　 ス （１ヒ ロ く らい の大 きさ が あ り Ｙｕｕｋ

　 　 と い う名 前 の リー フか ら小型 の魚 が 泳 い

　 　 で くるの を ま ちか まえ て い る）

１５ Ｙｉｎｅｉｋｉｍｗａｒ：不 明

１６　Ｙｉｎａｐｅｉｙｏ：ｙｅｅｗ　ｓｅｐａｎ／ １羽の 鳥 ，

　 　 Ｍ ａｃｃｈｉｎｇ： ｗｏｎｏｗ　ｒｅｅｒｈ／ ６羽 の小 さ

　 　 い グ ンカ ン ド リ， Ｙｉｐｗｉｎ：不 明

１７　 Ｓｏｗｕｋ＊／ プ ル ス ク島 ，　 Ｓｏｗｕｋａｒｈｉｍｗ ：

　 　 ｙｅｅｗ　ｙｏｍｏ／ １羽 の カ ツオ ド リ，

　 　 Ｓａｗｕｍｗａｒ：ｙｅｅｗ　ｐａａｗ／ １匹 の サ メ

　 　 （リー フ周辺 にい るサ メで ，大 き さ は片

　 　 腕 長 あ る）， Ｓｏｗｕｋｅｒａｐ　ｙｅｅｗ　ｔａｋｕｎａａｒ

　 　 ／ １匹 の カ ジキ マ グ ロ

１８ Ｆａａｐａｒｈ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁 　 （形 は三 日

　 　 月 ：ｐｗ６ｒｏｐｗ６ｒｏｎ）

１9　Ｙａｐｉｎｉｍａｅｆ６ｒｈ： ｍｗｏｒｈ／ リー フ と リー

　 　 フ の間 に あ る深 み （底 が み え な い）

２０ Ｗ ｕｒ６ｗｕｒａｎ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

２１ Ｐｏｎｎｏｉｎｔｉｋ：不 明 ，　Ｎａｉｋａｎｉｍｏ： 不 明，

　 　 Ｙａｙｕｎｉｗａ：不 明 ，　 Ｙｕｎｕｐｉｙｏｎ：不 明 ，

　 　 Ｗ ｕｓａｃｈｅｍ ：不 明

２２ Ｒａｐｏｗｎｏｍｗ：ｆａａｉ／ 岩 （直径 ５メ ー トル

　 　 く らい の 大 きさ）， Ｆｏｎｏｔｏｍｗａａｎ 不 明 ，

　 　 Ｎｉｐｉｓｅｎｇａｎ：不 明，　Ｎｕｗａｉｎ６ｍｗ：ｎｕｗａ

　 　 ／ 波 の な い 静 か な場 所

２３　な し ：ｙｅｅｗ　ｙａｓａｆ／ １羽 の グ ンカ ン ド リ，

　 　 な し ：ｒｕｗｏｗ　ｎｉｋｉｒｈｏｗｕｒ／ ２羽 の鳥 ，

　 　 Ｒｈｅｗｅｎａ： ｙｅｅｗ　ｓｅｎｇａｎａｎｇａｎ／ １匹 の

　 　 セナ スジ ベ ラ （大 き さは ，指 先 か ら肘 ま

　 　 で くらい ）

２４　 Ｙｏｏｒｕｐｉｋ＊／ ヨー ル ピ ック環 礁

２５　Ｓａｔａｗａｌ＊／ サ タ ワル 島

２６ Ｙｏｎｉｐｗｕｋ： ｙｅｅｗ　ｙａｓａｆ／ １羽 の グ ンカ

　 　 ン ド リ

２７ Ｗ ｅｎｉｍｅｒｏｗ＊／ オ リマ ラオ環 礁 ， 不 明 ：

ｉ６５
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　 　 ｙｅｅｗ　ｙｏｍｏ／ １羽 の カ ツオ ドリ，

　 　 Ｗ ａｓａｗｅｎ： ｙｅｒｈａｉ　ｔａｋｕｎａａｒ／ １匹 の カ

　 　 ジ キマ グ ロ，Ｙａｆｉｔｉｐａｙｕｎ：ｙｅｅｗ　ｐａａｗ／

　 　 １匹の サ メ，Ｎｂｎｉｗｏｒｈ：ｙｅｅｗ　ｒａａｗ／ １

　 　 頭 の ク ジ ラ，　 　 Ｒｈｕｗｅｔａｎｙａｐｉｎａｎｅｉ

　 　 ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

２８　Ｐｉｋｅｎｅ＊／ ウエ ス ト ・フ ァー ユ島 ，

　 　 Ｍ ｗａｒａｍｗａｒ： ｙｅｅｗ　ｋｕｒｕｋａａｋ／ １羽 の

　 　 ク ロァ ジ サ シ （大 きい），Ｒａｆｉｙａｙｕｔ：不

　 　 明／ うず ま いて い る， 不 明 二ｙｅｅｗ　ｙａｓａｆ

　 　 ／ １羽 の グ ンカ ン ド リ，　 　 不 明 ：ｙｅｅｗ

　 　 ｔａｋｕｎａａｒ／ １匹 の カ ジキ マ グ ロ

２９　Ｐｉｉｋ＊／ ピケ ロ ッ ト環礁 ，

　 　 Ｐｗｕｋｕｗａｎｎｇａａｎ：不 明／ 場 所 の 名前

３０　 Ｎｏｎｉｗａｒｈ：不 明 ，　 　 Ｎａｉｋａｎｕｕｒ：ｙｅｅｗ

　 　ｙｕｕｒ／ １匹 の エ ビ （大 き い），　 Ｎｅｎｏｎ：

　 　 ｗｏｏｒｈ／ 場所 の 名前 （ル ア トとよ ば れ る

　 　 リー フの上 にあ り，底 がみ え る く らい 浅

　 　 い 。魚 は １匹 も とれ な い），不 明 ：ｒｕｒｈａｉ

　 　 ｎｉｋｉｒｈｏｗｕｒ／ ２羽 の鳥

３１　 Ｎａｉｆａｎｉｉｋ：ｙｅｗｕｍｗ　ｒａａｗ／ クジ ラの 群

　 　 れ ， Ｒａｉｋａｎｉｙａｎｇ： ｙｅｅｗ　ｒａａｗ／ １頭 の

　 　 ク ジ ラ （大 きい ）， Ｆａｙｕｎｋｉｔｉｐ：ｗｏｏｒｈ／

　 　 サ ン ゴ礁 （ル ワ トとよ ば れ るサ ンゴ礁 の

　 　 東 端 の部 分 を さ す ）

３２　Ｎａｉｋａｒａｐ： ｒｕｗｏｗ　ｗｏｏｍｅｙ／ ２匹 の ヒ

　 　 メ ジ，Ｒｅｐｔｉｗｅｎａｆｉｎｉｎ６：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ

　 　 礁 （ル ワ トとよ ば れ る サ ンゴ礁 の西 端 の

　 　 部分 を さす ），　 　 Ｙｉｎａｎｅｍｗａｒ： ｙｅｒｈａｉ

　 　 ｆａａｒｉｙａｐ／ １匹 の エ イ，　 Ｍ ｅｒｈｕｔｉｗｅｎ

　 　ｙ茄 ｎｉｎ６：不 明

事 例 ２６　 プ ンラ ップ環 礁 の プ コ フ （Ｐｗｕｋｏｆｉｎ　Ｐｗｏｎｎａｐ） Ｍｇ

１　 Ｐｉｉｔｅｙｔｚｔ：（数 不 明 の） ｔａｎｅｐａｐ／魚

２ 不 明 ：ｒｕｗｏｗ　ｗｏｏｍｅｙ／ ２匹 の 魚 （ヒメ

　　 ジ）

３　Ｙｉｋｅｒｕｒｈａｉ：不 明

４　Ｎａｉｒｈｕｔｉｗ： ｙｅｅｗ　ｙａｓａｆ／ １羽 の グ ンカ

　　 ン ド リ

５ Ｎｉｃｃｈｏｎｉｍａｎ：ｙｅｅｗ　ｎｉｃｃｈｏｋ／ １羽 の鳥

６　Ｆａｎｕｋｕｎｕｗｏｒｈ： ｙｅｅｗ　ｓｅｐｏｒ／ １匹 の シ

　　 イ ラ （色 は褐 色 ）

７ Ｙａｒａｗｎｇｕ　 ｙｅｅｗ　ｒａａｗ／ １頭 の ク ジ ラ

　　 （海 面 で ｎｇｕ　ｎｇｕ とい う音 を だ して い

　　 る）， Ｙａａｋｉｍｂ：ｙｅｅｗ　ｋｉｙａｋｉｙ／ １羽 の

　　 シ ロァ ジ サ シ

９　 Ｐｗｉｃｈｅｉｎｏｍｗ： ｙｅｅｗ　ｙａｓａｆ／ １羽 の グ

　　 ンカ ン ドリ （色 は 白い）

１１　 Ｙｉｔｉｎｉｋｏ：ｙｅｅｗ　ｐａａｗ／ １匹 の サ メ　 （数

　　 匹 の ツ ム ブ リが ま わ りを 泳 い で い る）

ユ２　 Ｙｕｎｉｗａｓ：不 明

１３　Ｔｏｐｗｕｎｍａａｎ： ｙｅｅｗ　ｙｏｍｏ／ １羽 の カ

　　 ツ オ ド リ （羽 が ボ ロ ボ ロに な って い る）

１５ Ｎｕｋｕｎａｎａｎｇ：ｙｅｅｗ　ｍａｓｏｓ／ １頭 の小 さ

　 　 い ク ジ ラ

１６ Ｎｉｋｅｍａｔ：ｙｅｅｗ　ｙ６ｍ６／ １羽 の カ ツオ ド

　 　 リ

１７　Ｙｕｎｕｉｎｏｎｇ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁 （プ ル ワ

　 　 ト環 礁 に属 す る）

１８ Ｓｏｗｕｋ＊／ プル ス ク島

２０ Ｆｏｎｏｔｏｍｗａｎ： ｙｅｅｗ　ｓａｙｕｗａａｎｕ／ １匹

　 　 の ウ ミヘ ビ

２１ Ｗ ｕｒｏｗｕｒａｎ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

２２　 Ｐｗｏｎｏｗｏｔ＊／ プル ワ ト環 礁

２３ 不 明 ：ｙｅｗｕｍｗ　ｋｕｕｗ／ イル カ の群 れ

２５ 不 明 ：ｙｅｅｗ　ｓｅｒａｗ／ １匹 の カマ ス

２７ Ｐａｉｐｏｏｎａ：ｙｅｅｗ　ｋｕｎｉｉｎｇ／ １羽 の 鳥

２８　 Ｙｅｎａｉｎｉｍｗｕｒ：（数 不 明 の）ｗｏｏｍｅｙ／ ヒ

　 　 メ ジ

２ｇ　 Ｎｅｐｗａｍｅｔａｗ：ｐｗａｉ　ｓｅｐａｎ／ 鳥 の群 れ

３０ 不 明 ：ｙｅｅｗ　ｔａｋｕｎａａｒ／ １匹 の カ ジ キマ

　 　 グ ロ （非 常 に大 きい）

３１ Ｙ丘緬 ｎｉｋｏｔ：ｙｕｕｒｎａｐ／ １匹 の イ セ ェ ビ

　 　 （カ マス の 口 の な か にい る）

３２　Ｙｉｎｅｗｉｍｏ　不 明 ，　Ｎｅｙｕｗａｍｗａｒ：不 明

１６６
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事 例 ２７ ウル ル島 の プ コフ （Ｐｗｕｋｏｆｉｎ　Ｗ ｕｎｏｗｕｎ） Ｉｋ

１　 Ｙｉｒａｍｏｎｕｐ：ｙｅｆｏｒｈ　ｙａｐｅｙｉｐｅｙ／ １本 の

　 　 流木 （Ｓａｗｅｉｎａ とい う種 類 ）

２ Ｒｅｓａｐｗｅｋｉｙａｗ ：ｙｅｅｗ　ｎｉｋｉｒｈｏｗｕｒ／ １羽

　 　 の小 鳥 （鳴 い て い る）

３　Ｎａｙｕｒｕｎｅｎ：不 明

４ Ｍ ａｋｕｒ＊／ マ グル 島

５ Ｓａｋｕｒｕｐｗｏｒ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

６ Ｗ ｏｎｏｗｕ＊／ オ ノ島

７ Ｗ ｕｎａｎｕ＊／ オ ナ リ島

９　Ｆａｉｙｅｗ＊／ イ ー ス ト ・フ ァー ユ 島，

　 　 Ｓｏｒｏｍ ：ｙｅｅｗ　ｐａａｗ／ １匹 の サ メ

　 　 （ｎｉｒｅｒｅとい う種 類 で ，色 は ウ コ ンの よ

　 　 うに 黄 色 い。 か つ て プ ル ワ トの 人 が殺 し

　 　 た が ， ま たあ らわ れ た。）

１１　Ｐｉｓｉｒａｒｈ＊／ ピセ ラル 島

ｚ２　 Ｆａｉｎｉｙａｓ：ｙｅｅｗ　ｆａａｉ／ １つ の 岩 （サ ンゴ

　 　 礁 に に て い る。 か つ て近 くにい った人 が

　 　 カ ヌー の かい で こ ぎ，棒 で 岩 を つ つ い て

　 　 進 ん だ ）

１３ Ｗ ｕｒｕｐａｓｅｎｏｎｇ： ｙｅｅｗ　ｓｕｕｋ／ １羽 の ネ

　 　 ッタ イチ ョウ （尾 は １本）

１４　Ｙｉｋｉｍａａｎ： ｙｅｒｈａｉ　ｐｗｅｎｅ／ １匹 の バ ラ

　 　 ハ タ， Ｎａｔｉｋｉｒｅｎｇ：ｙｅｒｈａｉ　ｓｕｕｋ／ １羽 の

　 　 ネ ッタ イチ ョウ （尾 は ２本 で， 体 の 色 は

　 　 黄 色 ）

１５ Ｍ ａａｎｅｔａ：ｒｕｗｏｗ　ｗｏｏｍｅｙ／ ２匹 の ヒメ

　 　 ジ （大 きさ は ，指 の先 か ら二 の腕 の 中間

　 　点 まで ）

１６ 不 明 ：ｙｅｅｗ　ｔａｋｕｎａａｒ／ １匹 の カ ジ キマ

　 　 グ ロ

１７ 不 明 ：（数 不 明 ）ｋｉｙａｋｉｙ／ シロ ア ジサ シ

１８ 不 明 ：ｙｅｗｕｍｗ　ｋｕｕｗ／ イル カ の群 れ

１ｇ　 Ｍ ａａｎｅｔｉｗ： ｒｕｗｏｗ　ｗｏｏｍｅｙ／ ２匹 の ヒ

　 　 メ ジ

２０　Ｙａｋｉｙａｉｓｅｒａｋ：ｙｅｅｗ　ｐａａｗ／ １匹 の サメ

２１ Ｙｉｋｉｔｏｎａ：ｙｅｅｗ　ｐａａｗ／ １匹 の サ メ

２３ Ｐｉｓｉａ：不 明

２３ Ｗ ｏｔｏｎｇ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

２５ Ｍ ｅｒｏｐｐｗｕｎ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

２７ Ｗ ｕｎｕｔａｎｉｍｗａｒ：ｙｅｆｏｒｈ　ｙａｐｅｙｉｐｅｙ／ １

　 　 本 の流 木 （Ｗ ｏｎ６ｔｕｍ と い う種 類 ）

２８ Ｎａｉｋｉｐｗｅｒｈ：ｙｅｅｗ　ｐａａｗ／ １匹 の サメ

　 　 （頭 を 西 にむ け て い る ）

２ｇ　 Ｗ ｕｒｕｓａ：ｙｅｅｗ　ｒａａｗ／ １頭 の クジ ラ （頭

　 　 は東 を む いて い る）

３０ 不 明 ：ｙｅｅｗ　ｎｉｋｉｒｈｏｗｕｒ／ １羽 の小 鳥

３１ Ｙｉｒａｉｔｂｒ：ｙｅｅｗ　ｋｕｎｉｉｎｇ／ １羽 の鳥 （右 脚

　 　 しか ない 。 腹 は黒 く， この鳥 は Ｎａｙｕｎ

　 　 ｐａｎｕｗｎａｐ， す なわ ちバ リュー の子 供 と

　 　 称 され る）

３２ Ｆａｎｕｋｕｎｕｗｏｒｈ　 ｙｅｅｗ　ｎｉｃｃｈｏｋ／ １羽 の

　 　 鳥 （鳴 い て い な い）

事 例２８　 ウルル 島 の プ コフ （Ｐｗｕｋｏｆｉｎ　Ｗ ｕｎｏｗｕｎ） Ｅｗ

１ Ｆａｎｕｋｕｎｕｗｏｒｈ： ｙｅｅｗ　ｗｕｒｈａ／ １匹 の

　 ブ ダ イ

２ Ｒａｐｗｅｋｉｙａｗ：ｙｅｅｗ　ｎｉｃｃｈｏｋ／ １羽 の 小

　 鳥 （鳴 いて い る）

３ Ｒｏｒｈｏｒｏｏｒｈ：ｙｅｅｗ　ｍｗｉｙ／ １羽 の 鳥

４ Ｍ ａｋｕｒ＊／ マ グ ル 島

５　 Ｓａｋｕｒｈｕｐｗ６ｒ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

６ Ｗ ｏｎｏｗｕ＊／ オ ノ島

７ Ｗ ｕｎａｎｕ＊／ オ ナ リ島 　 （こ の 島 の 人 が

　 ｗｕｕｎｉｍｕｒｈｏｗｕｗｅｎとい う流木 漁 でつ か

　 う うけ に Ｙｉｎａｔｕｋｕｐｗｉｎ とい う名 の ヤ ニ

　 ュー を い れ ，海 にす て た 。そ の ヤニ ュー

　 　 は ポ ナ ペ に流 れ つ い た）

９ Ｎｅｒｈｅｒｈｅ：ｗｏｏｒｈ／ トラ ック諸 島 の モ エ

　 　 ン島 にあ るサ ンゴ礁

１０　 Ｐｉｓｉｒａｒｈ＊／ ピセ ラル 島

１１　Ｆａｙｕｎｉｙａｓ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁 （ウル ル 島

　 　 で木 に の ぼ る とみ え る 。大 きな 波 が あ り，

　 　 航 海 に危 険 な 場 所）

１２ Ｙｉｋｉｍａａｎ：不 明

１３ Ｗ ｏｎｏｗｕｒｕｐａｓ：ｙｅｅｗ　ｓｕｎｋ／ １羽 の ネ ッ

　 　 タ イ チ ョウ

１４ Ｒｈａｔｒｙｏｒ：ｙｅｅｗ　ｙａｓａｆ／ １羽 の グ ンカ ン

　 　 ドリ
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１５　 な し ：ｙｅｅｗ　ｙ６ｍ６／ １羽 の カ ッ オ ド リ

１６　 な し ：ｙｅｅｗ　ｃｃｈｏｎ　ｋｕｕｗ／ イ ル カの 群 れ

　 　 （その 上 に １羽 の グ ンカ ン ドリが い る）

１７ Ｍ ａａｎｅｔａ：ｒｕｗｏｗ　ｗｏｏｍｅｙ／ ２匹 の ヒメ

　 　 ジ

２５ Ｎｅｓａｎｇｉｎｗａ　ｐｉｎｏｇｕｎｐｗａｉ／ 竹 の 流 木

　 　 （束 にな って お り， １カ 所 か ら動 か な い）

２７ Ｎａｉｋｉｐｗａｉ：ｙｅｅｗ　ｙｕｕｒ／ １匹 の エ ビ （大

　 　 き い）

２８ Ｙａｗｕｒｕｔｉｗ：ｙｅｅｗ　ｙａｓａｆ／ １羽の グ ンカ

　 　 ン ド リ

２９　 な し ：ｙｅｅｗ　ｐａｖａｎ　ｙｏｍｏ／ カ ツオ ドリの

　 　 群 れ （ｙｏｍｏｔｏｐとい う種 類 で，け っ して

　 　 水 浴 び を しな い ので ，体 は き たな い褐 色

　 　 を して い る）

３０　 Ｙｉｒａｉｔｏｒ：ｍｅｓａｉｓａａｔ／ 波 （ｔｏｗｅｒとよ ば

　 　 れ る腰 布 にあ るよ うな模 様 を して い る）

３１ Ｗ ｕｒｓａ　ｌ　ｒｕｗｏｗ　ｒａａｗ／ ２頭 の ク ジ ラ

３２　Ｎｅｓｅｐｗｉｋｉｎｙａｗ；ｙｅｅｗ　ｎｉｃｃｈｏｋ／ １羽 の

　 　 鳥 （鳴 いて いな い ）

事 例２９ ウル ル 島 の プ コ フ （Ｐｗｕｋｏｆｒｎ　Ｗ ｕｎｏｗｕｎ） Ｒｐ

１ 不 明 ：ｙｅｅｗ　ｙａｓａｆ／ １羽 の グ ンカ ン ド リ

２ Ｒａｐｗｅｋｉｙａｗ：ｙｅｅｗ　ｎｉｃｃｈｏｋ／ １羽 の 鳥

　 　 （鳴 い て い る）

３ Ｙｅｃｈｕｙｅｎｍｏｙｕｎ： ｙｅｅｗ　ｐａａｗ／ １匹 の

　 　 サ メ

４ Ｍ ａｋｕｒ＊／ マ グ ル 島

５ Ｙｉｐｉｓ：ｆａａｉ／ 岩

６ Ｗ ｕｎｏｗｕ＊／ オ ノ 島

７ Ｗ ｕｎａｎｕ＊／ オ ナ リ島　 　 　 ．

ｇ Ｎｅｒｈｅｒｈｅ：ｔ６ｗｕｒ／水 道

１０　Ｐｉｓｉｒａｒｈ＊／ ピセ ラル 島

１１ Ｗ ｏｒｈａｉｔｏｒ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁 ，

　 　Ｗ ｏｒｈａｎｉｐｗａ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

　 　Ｒａｙｕｍｗａｎｅ：ｙｅｅｗ　ｒａａｗ／ １頭 の ク ジ ラ

１２ 不 明 ：ｒｕｗｏｗ　ｎｉｋｉｒｈｏｗｕｒ／ ２羽 の 鳥 ，

　 　Ｎｉｓｏｎｏｎｇ：ｒｕｗｏｗ　ｗｕｍｗｕｎｅ／ ２匹 の 魚

　 　 （ア イ ゴ）， Ｆｉｒｉｓａｔ：ｙｅｅｗ　ｋｕｎｉｉｎｇ／ １羽

　 　 の 鳥 （流 木 の 上 に とま って い る 。脚 は ２

　 　本 あ る）， Ｒｈｕｕｋ＊／ トラ ック諸 島

１３ 不 明 ：ｙｅｅｗ　ｋｕｎｉｉｎｇ／ １羽 の鳥

１４ Ｎａｉｐｗｏｎｕｒ：ｆａａｗ　ｒａａｗ／ ４頭 の ク ジ ラ

１５ Ｎｅｔａｐｏｎｏｍｗａｒ：ｙｅｅｗ　ｋｕｎｉｉｎｇ／ １羽 の

　 　 鳥

１６　Ｎａｉｗｏｎａｐ：ｙｅｅｗ　ｐａａｗ／ １匹 の サ メ

１７ 不 明 ：ｙｅｅｗ　ｔａｋ丘ｎａａｒ／ １匹 の カ ジキ マ

　 　 グ ロ

１８ 不 明 ：ｙｅｅｗ　ｋｕｎｉｉｎｇ／ １羽 の 鳥 ，

　 　 Ｎａｉｎｉｋｉｔ：ｙｅｅｗ　ｐ飴 ｗ／ １匹 の サ メ

１９　Ｐｗｏｎｎａｐ＊／ プ ンナ ップ環 礁 ，

　 　 Ｎａｗｕｒｕｍｅｔａｗ： ｙｅｅｗ　ｙａｓａｆ／ １羽 の グ

　 　 ンカ ン ド リ

２０　 Ｐｗｏｎｏｗｏｔ＊／ プ ル ワ ト環 礁

２１ 不 明 ：ｙｅｅｗ　ｙ６ｍ６／ １羽 の カ ツオ ド リ

　 　 （色 は白 い ）

２２ 不 明 ：ｙｅｅｗ　ｔａｋｕｎａａｒ／ １匹 の カ ジキ マ

　 　 グ ロ，　 不 明 ：ｙｅｅｗ　ｆａ　ａｒｉｙａｐ／ １匹 の エ

　 　 イ， 不 明 ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁 ，　Ｐｉｉｋ＊／ ピ

　 　 ケ ロ ッ ト環 礁

２３ Ｍ ｅｒｏｐｗｕｎ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ 礁

２５ Ｎａｉｙｅｐｗａｉ：ｙｅｆｏｒｈ　ｒｈａｐｉｎｉｐｗａａｉ／ １本

　 　 の流 木 （竹）， Ｙａｗｕｒｈｕｔｉｗ：ｙｅｅｗ　ｙａｓａｆ

　 　 ／ １羽 の グ ンカ ン ド リ， Ｐｉｓｉａ：ｗｏｏ「ｈ／

　 　 サ ンゴ礁

２７ Ｎｉｋｉｐｅｉ：ｙｅｅｗ　ｒａａｗ／ １頭 の クジ ラ，

　 　 Ｗ ｕｒｕｓｏｗｍａｎｇ：不 明，　 Ｙａｆｉｔｉｐａｙｕｎ：

　 　 ｙｅｅｗ　ｐａａｗ／ １匹 の サ メ，　 　 Ｗ ｏｔｏｎｇ：

　 　 ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

２８　 Ｐｉａｆｏ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

２９　不 明 ：ｙｅｅｗ　ｔａｋｕｎａａｒ／ １匹 の カ ジ キマ

　 　 グ ロ，Ｗ ｏｒｈａｎｉｎａｍ ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

３０ Ｗ ｕｒｕｔａｉｔｏｒ：ｙｅｅｗ　ｔａｋｕｎｕｗｏｒｈ／ １匹 の

　 　 ダ ツ

３１ Ｐｉｒｈｅｙｅｆｏｒｈ：ｙｅｅｗ　ｋｕｎｉｉｎｇ／ １羽 の 鳥

　 　 （流 木 の うえ に とま って い る。 脚 は片 方

　 　 しか な い）

３２ Ｒｅｓａｐｗｅｋｉｙａｗ ： ｙｅｅｗ　ｎｉｃｃｈｏｋ／ １羽 の

　 　 鳥 （鳴 い て い ない ）
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事 例 ３０　 トラ ック諸 島の プ コ フ （Ｐｗｕｋｏｆｉｎ　Ｒｈｕｕｋ） Ｉｋ

１　 Ｎｏｍｗｉｎ＊／ ノム イ ン島

２ Ｗ ｕｎａｎｕ＊／ オ ナ リ島

３ Ｎａｍｗｏｃｈｉｓ＊／ ナ モチ ス 島

４ Ｒｕｗａ：ｆａｎｕｗ／ ル ワ島 （場 所不 明）

５ Ｍ ｗｉｒｈｉｎｅ＊／ ム リノ環 礁

６ Ｔｏｎｏｍｗａｒ：ｆａｎｕｗ／ 島 　（場 所 不 明 で，

　　 タ バ コが 島 に沢 山 あ る と い う）

７　Ｓ６ｗｕｗａｒｅｎｇ；ｙｅｅｗ　ｐｗｅｎｅ／ １匹 の バ ラ

　　 ハ タ （色 は黄 色 ）

８ Ｗ ｏｒｈｏｎｕｋ＊／ オ ロル ー ク環 礁

９　Ｆｏｎｏｐｅｉ＊／ ポナ ペ 島

１１　 Ｎｅｍｅ＊／ ネ マ 島

１２　 Ｐｉｓｅｍａｒ：ｆａｎｕｗ／ 島

１３　Ｎａｍｗｏｎｕｋ＊／ ナ モ ヌー ク環 礁

１４ Ｗ ｏｒｈａｎｉｋａｉｎｅ：ｙｅｅｗ　ｙｉｋａｉｎｅ／ １匹 の魚

１５　 Ｙｅｔｉｎｉｙｂｎｇｍｗａｒ： ｒｕｗｏｗ　ｍｗａｒｅｆａｒｈ／

　　 ２匹 の ミヤ コテ ング （たが い ちが い にい

　　 る）

１６　Ｎｅｗｅｙｏｎｇ：ｙｅｅｗ　ｍｗａｒｅｆａｒｈ／ １匹 の ミ

　　 ヤ コテ ング （色 は黄 色 ）

１７　Ｎｅｐｗａｎｅｆａｎｕｗ：ｙｅｅｗ　ｎｉｐｗｏｉｐｗｏｋ／ チ

　　 ョ ウ （大 き さは ，両 手 を あ わせ て ひ ろげ

　　 た と きの 幅 く らい）

１８ Ｙｅｔｉｎｉｓｅｒａ： ｙｅｅｗ　ｓｅｒａ／ １匹 の トガ リエ

　 　 ビス

１ｇ　Ｎａｕｒｕｍｅｔａｗ： ｙｅｅｗ　ｙａｓａｆ／ １羽 の グ ン

　 　 カ ン ド リ （色 は 白い ）

２０　 Ｎａｐｅｒｏｒｈ：ｎｕｍｕｎｕｗｏｒｈ／ サ ン ゴ 礁 に

　 　 あ る海 藻 （ｎａｐｅｉｒｏｒｈ とい う丸 い 貝 の形

　 　 を して お り，色 は黒 い ）

２１ Ｎａｔｅｍｗｅｉ：ｎｉｆｅｉｒｏｒｈ／ 貝 （か た ま りに な

　 　 って い る）

２２ Ｓｏｗｕｋ＊／ プ ルス ク島

２３　 Ｒｅｓａｔｉｋｉｍｗｉｙ：ｎｉｍｏｗ　ｍｗｉｙ　ｍｅ　ｎｉｍｏｗ

　 　 ｋｕｎｉｉｎｇ／５羽 の ム イ鳥 と ５羽 の ク ニ ン鳥

２５ Ｎａｎｉｎｇａｉｒｈｕｋ：ｙｅｅｗ　ｋｉｙａｋｉｙ／ １羽 の シ

　 　 ロア ジサ シ

２７　 Ｎｉｙａｉｎｅｗｏｗｕｆｉｒｈ：　 ｙｅｅｗ　ｍｗａｒｅｆａｒｈ／

　 　 １匹 の ミヤ コテ ン グ （口 が海 面 か らでて

　 　 い る 。体 は黄 色 で腹 は南 を む い て い る）

２８　Ｐｉｓｉｓｅｆａｎｇ： ｒｕｗｏｗ　ｎｉｋｉｒｈｏｗｕｒ／ ２羽 の

　 　 鳥 （１羽 は鳴 い て お り， も う １羽 は 鳴 い

　 　 て い な い）

２９　Ｐｉｓｉｒａｒｈ＊／ ピセ ラル 島

３０ Ｍ ａｋｕｒ＊／ マ グ ル 島

３１　Ｆａｉｙｅｗ＊／ イ ー ス ト ・フ ァー ユ 島

３２ Ｗ ｏｒｈａｎｉｆｏｏｒ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

　 　 （ｗｕｕｆｏｏｒとい うブ ダ イ が棲 息 す る）

事例 ３１　 トラ ッ ク諸 島 （モ エ ン島） の プ コ フ （Ｐｗｕｋｏｆｉｎ　Ｒｕｕｋ） Ｍ ｇ

１ Ｎｏｍｗｉｎ＊／ ノ ム ィ ン島

２ Ｗ ｕｎａｎｕ＊／ オ ナ リ島

４　Ｒｕｗｏ　ｆａｎｕｗ／ 島

５ Ｍｗｕｒｈｉｎｅ＊／ ム リノ環 礁

６　Ｔｏｎｏｍｗａｒ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

ｇ　Ｎｅｓａｉｆｉｔｉｗ： ｙｅｅｗ　ｙｏｍｏ／ １羽 の カ ツオ

　 　 ド リ，Ｙｉｋｉｐｏｏｍｗａｒ：ｙｅｅｗ　ｎｅｅｒｈ／ １匹

　 　 の フ グ， 不 明 ：ｙｅｅｗ　ｐｗｕｒｕｐｗｕｒ／ 海 の

　 　 泡

１１ Ｙｅｍｗｏｗａ：ｙｅｅｗ　ｃｃｈｏｎ　ｙｅｔａｍ／ 約 １０匹

　 　 の ヒ ラア ジ

１２ Ｗ ｏｒｈａｉｎｉｓａｗｒａｎｇ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

１３　 Ｎａｍｗｏｎｕｋ＊／ ナ モ ヌ ク環 礁

１４ Ｗ ｏｒｈａｎｉｐａｉｎｏ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

１５　 Ｎｅｗｅｙｏｎｇ：ｒｕｗｏｗ　ｍｗａｒｅｆａｒｈ／ ２匹 の

　 　 ミヤ コ テ ング

１６　 Ｙｅｔｉｎｉｙｏｎｇ： ｙｅｅｗ　ｍｗａｒｅｆａｒｈ／ １匹 の

　 　 ミヤ コ テ ング

１７ Ｎｅｐｗａｎｅｆａｎｕｗ： ｋｏｏｓ／ 大 き くて 白 っぽ

　 　 い チ ョウ

１８ Ｙｅｔｉｎｉｓｅｒａ：ｙｅｅｗ　ｓｅｒａ／ １匹 の トガ リエ

　 　 ビス

１９ Ｎａｗｕｒｈｕｍｅｔａｗ： ｙｅｅｗ　ｙａｓａｆ／ １羽 の

　 　 グ ンカ ン ドリ

２０ Ｗ ｏｒｈａｉｎｅ／ サ ンゴ礁

２１ Ｎａｐｅｒｏｒｈ：ｙｅｅｗ　ｎｉｆｅｉｒｏｒｈ／ １個 の 貝で ，

　 　 海 の 上 に浮 か ん で い る 。

２２ Ｎａｔｅｍｗｅｉ／沢 山の 貝 （ｎｉｆｅｉｒｏｒｈ とい う
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　 　 種 類 ）

２３ Ｒｋｅｓａｔｉｋｉｍｗｉｙ： ｙｅｅｗ　ｋｕｎｉｉｎｇ／ １羽 の

　 　 クニ ン鳥で ，鳴 い て い な い。

２５　Ｓｏｗｕｍｗｏｎｏｎｏｎｇ： ｙｅｅｗ　ｍａａｍ／ １匹

　 　 の タ レ クチ ベ ラ，　 Ｎａｎｉｎｇａｉｒｈｕｋ：ｙｅｅｗ

　 　 ｋｉｙａｋｉｙ／ １羽 の シロ ア ジサ シ

２７　Ｎｉａｉｎｅｗｏｗｕｆｉｒｈ：ｙｅｅｗ　ｋｕｎｉｉｎｇ／ １羽 の

　 　 鳥 （鳴 いて い る）， 不 明 ：ｙｅｅｗ　ｎｉｓｉｎｇ６ｒ

　 　 ／ １羽 の鳥

２８　 Ｐｉｓｉｓｅｆａｎｇ：ｗｏｎｏｗ　ｎｉｋｉｒｈｏｗｕｒ／ ６羽 の 鳥

２９　Ｐｉｓｉｒａｒｈ＊／ ピセ ラル 島

３０ Ｗ ｏｎｏｗｕ＊／ オ ノ 島

３１ Ｆａｉｙｅｗ＊／ イ ー ス ト ・フ ァー ユ島

３２　 不 明 ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

事 例 ３２　 トラ ック諸 島 （モ ェ ン島 ） の プ コ フ （Ｐｗｕｋｏｆｉｙ　Ｒｈｕｕｋ） Ｒ

４　不 明 ：ｙｅｅｗ　ｙｏｍｏ／ １羽 の カ ツオ ドリ

６ 不 明 ：ｆａａｗ　ｎｉｋｉｒｈｏｗｕｒ／ ４羽 の 鳥

ｇ　Ｙｉｋｅｐｗｕｎｇ：ｙｅｅｗ　ｐａａｗ／ １匹の サ メ

　 　 （ｍｅｔａｎ とい う種 類 ）

１２　不 明 ：ｙｅｅｗ　ｐｗｅｎｅ／ １匹 の バ ラハ タ

１９ Ｐａｒｔｅｔ：ｒｕｗｏｗ　ｎｉｙｏｏｍａ／ ２匹 の カ ワハ

　 　 ギ

２１　Ｒｉｐｗｉｙｏｎｇ／ サ ンゴ礁

２５　Ｐｅｉｒｈｏｏ　ｙｅｅｗ　ｐａａｗ／ １匹 の サ メ

　 　 （ｍｅｔａｎ とい う種 類 。 コ コ ヤ シの：果 肉を

　 　 海 に投 げ る と， この サ メが 近づ いて くる）

２９ 不 明 ：ｙｅｅｗ　ｗｏｎｇ／ １匹 の ア オ ゥ ミガ メ

　 　 （ｍｏｎ とよ ば れ る未 成 熟 段階 の もの ）

３０ 不 明／ サ ンゴ礁 （大 き さ は高 さ １２メ ー ト

　 　 ル くらい あ る）

３１ Ｎａｉｋｅｓｕｋ： ｙｅｅｗ　ｓｏｕｋ／ ｉ羽 の ネ ッタ イ

　 　 チ ョウ

事 例 ３３　 ロサ ップ環 礁 の プ コフ （Ｐｗｕｋｏ且ｎ　Ｎ６ｓ６ｐｗ） Ｒ

１ Ｗ ｕｎａｎｕ＊／ オ ナ リ島

２ Ｍ ｗｉｒｈｉｎｅ＊／ ム リノ環 礁

５　 Ｔｏｎｏｍ ｗａｒ：ｆａｎｕｗ／ 島

６ 不 明 ：ｙｅｅｗ　ｔａｋｕｎａａｒ／ １匹 の カ ジ キ マ

　 　 グ ロ，Ｗ ｏｒｈｏｎｕｋ＊／ オ ロル ー ク環 礁

７　Ｆｂｎｏｐｅｉ＊／ ポ ナ ペ島

９ Ｎｅｐｗａｙｏｗ ：ｎｕｗａ／ 波 の な い静 か な 場 所

１３ Ｙｅｍｗｏｗａ：ｙｅｅｗ　ｙｏｐｐｗ／ １匹 の イ トヒ

　 　 キ ア ジ （非 常 に大 き い）

ユ４ Ｎｅｔａ．ｃｈｉｍａ：ｒｕｗｏｗ　ｍｗａｒｅｆａｘｈ／ ２匹 の

　 　 ミヤ コテ ング ， Ｗ ｏｒｈａｎｉｐｉｔａ：ｗｏｏｒｈ／

　 　 サ ンゴ礁

１６　Ｎａｍｗｏｎｕｋ＊／ ナ モ ヌ ク環 礁

１７ Ｎａｃｃｈｅｎｏｎｇ： ｙｅｅｗ　ｙａｓａｆ／ １羽 の グ ン

　 　 カ ン ド リ （腹 の部 分 に 白 い斑 点 が あ る）

１ｇ　 Ｎａｃｃｈｅｗｏｗ ： ｙｅｅｗ　ｙａｓａｆ／ １羽 の グ ン

　 　 カ ン ド リ （腹 に 白い 斑点 が ない ）

２０ Ｗ ｏｒｈ乏ｎｉｐｉｔｉｗ／ サ ンゴ礁

２２　 Ｎａｉｋａｎｕｍｗａｒ：ｙｅｅｗ　ｐｗｉｎ　ｙｅｔａｍ／ ヒ ラ

　 　 ァ ジの 群 れ

２４ Ｓｏｗｕｋ＊／ プ ル ス ク島

２７ Ｙｉｎｅｔｕｎｕｍｏ　 ｒｕｗｏｗ　ｍｅｎｇａｒ／ ２匹 の

　 　 トビウオ （夜 間で も光 って みえ る）

２８ Ｒｈｕｕｋ＊／ トラ ック諸 島

２９ Ｎｅｍｅ＊／ ネ マ 島

３１　 Ｎｏｍｗｉｎ＊／ ノ ム イ ン島

事 例 ３４ オ ロル ー ク環 礁 の プ コ フ （Ｐｗｕｋｏ丘ｎ　Ｗ ｏｒｈ６ｎｕｋ） Ｍ ｇ

１ Ｆａｉｍｗｅｒａｎｇ：ｆａａｉ／岩 （非 常 に大 きい）

２ Ｙｅｒｈａｒｈ：ｆａａｉ／ 岩 （非常 に大 きい ）

３ Ｒｈａｎｕ：ｆａａｉ／ 岩 （非 常 に大 きい ）

４ Ｗ ｏｒｈａｉｓｅｆａｎｇ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

５ Ｗ ｏｒｈａｉｓｉｐｗｕｎｕｗ：ｗｏｏｒｈ／ サ ン ゴ礁

６ Ｗ ｕｍｕｎｕｋｏｏｓ：ｐｉｉ／ 砂地 （穴 が １つ あ り，

　 　タ イ マ イが 棲 息 す る）

７ Ｗ ｏｒｈゑｎｉｐｗａｉｙ６ｎ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

　 　（ｐｗ’ａｉｙ６ｎ は ク ロ シ ン ジ ュガイ ）

ｇ Ｗ ｏｒｈａｎｉｋｅｒｉｋｅｒ；ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

　 　（ｎｉｋｅｒｉｋｅｒは チ ョウチ ョウ ウオ の こと）

１１ Ｆｏｎｏｐｅｉ＊／ ｔ ナ ペ島
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１２ Ｗ ｏｒｈａｎｉｋｉｙｏｔ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

１３ Ｐｅｒａｉｎａ：不 明／ 島か も しれ ない

１４ Ｙｉｎｇａｒｈｉｋ＊／ ンガ テ ィ ック環 礁

１７ Ｎｕｋｕｗｏｒｈ＊／ ヌ クオ ロ環 礁

１８　Ｎｕｋｕｎｏｒ＊／ ノレク ノー ノレ環 石焦

１９ Ｙｅｔｔａａｎ＊／ エ タ ー ル環 礁

２０　 Ｎｅｎｕｕｒ：ｙｅｅｗ　ｐｗａａ？／ 鳥 の 群 れ （鳥 が

　　 輪 を つ く って お り， そ の 中心 に 別 の鳥 が

　　 １羽 い る）

２１　Ｎａｍｗｏｎｕｋ＊／ ナ モ ヌ ク環 礁

２４ Ｒｈｕｕｋ＊／ トラ ック諸 島

２５　 Ｐｗｏｎｎａｐ＊／ プ ンラ ップ環 礁

２７ Ｆａｉｙｅｗ＊／ イー ス ト ・フ ァー ユ 島

２９ Ｍ ｗｉｒｈｉｎｅ＊／ ム リノ環 礁

３０ Ｗ ｏｒｈａｎｉｍ ａｍ ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

３１　 Ｆａｉｍｅｙ６６ｒ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

３２ Ｆａｉｒｈａｎ：ｆａａｉ／ 岩 （非 常 に大 きい ）

事 例 ３５ オ ロル ー ク環 礁 の プ コ フ （Ｐｗｕｋｏ丘ｎ　Ｗ ｏｒｈ６ｎｕｕｋ） Ｅｐ

１ Ｆａｉｍｗｅｒａｎｇ：ｆａａｉ／岩

２　Ｒｈａｎｕ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

３　Ｙｅｒｈａｒｈ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

４ Ｗ ｏｒｈａｉｓｅｆａｎｇ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

５ Ｗ ｏｒｈ　ａｉｓｉｐｗｔｉｎｕｗ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

６　 Ｎｅｅｗｕｍｗｕｎｏｋｏｏｓ：ｗｏｏｒｈ ま た は ｐｉｉ／

　　 サ ンゴ礁 また は 砂地 （タ イマ イ の繁 殖 場 ）

７　 ４Ｖｏｒｈａｎｉｐｗａｉｙｏｎ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ 礁

　　 （ｐｗａｉｙｏｎ は ク ロ シ ン ジ ュガ イ）

ｇ Ｗ ｏｒｈａｉｎｉｋｅｒｉｋｅｒ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

　　　（ｎｉｋｅｒｉｋｃｒ， す な わ ち チ ョウチ ョ ウウ オ

　　 が多 い ）

１１ Ｆ６ｎｏｐｅｉ＊／ ポナ ペ 島

１２ Ｗ ｏｒｈａｎｉｋｉｙｏｔ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

１３ Ｐｅｒａｉｎａ：ｐｉｉ／ 砂 地

１４ Ｎｇａｔｉｋ＊／ ンガ テ ィ ック環 礁

１５ Ｗ ｏｎａｐａａｒ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

１６ Ｗ ｏｒｈａｎｉｐｗ６ｒ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

１７ Ｎｕｋｕｗｏｒｈ＊／ ヌ クオ ロ環 礁

１８　 Ｎｕｋｕｎｏｒ＊／ ル ク ノー ル環 礁

１９　Ｙｅｔｔａａｎ＊／ エ タ ー ル環 礁

２１　 Ｙａｐｗｏｎｇ／ ｎｅｅｍｅｔａｗ／ 　（ナモ ヌ ク環 礁

　 　 と ロサ ップ環 礁 との間 にあ る海 域 の 名称 ）

２２ Ｗ ｏｒｈａｎｉｐｉｔｉｗ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ 礁

２３ Ｎｅｓｏｐｗ＊／ ロ サ ップ環 礁

２４　Ｒｈｕｕｋ＊／ トラ ック諸 島

２５ Ｗ ｏｒｈａｎｉｐｗｉｎｉｎｉｍｅｅｎ： ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ

　 　 礁 （ｍｅｅｎ とよ ばれ るマ ツカ サ ウオの 種

　 　 類 が多 くい る ）

２７　Ｎ６ｍｗｉｎ＊／ ノ ム イ ン島

２８ Ｍ ａｋｕｒｈｕｎｋａｉｎｅ： 不 明 ／ 島 と島 の 間 に

　 　 お け る場 所 の 名称 （ｙｉｋａｉｎｅ と よ ばれ る

　 　 魚 が 多い ）

２９ Ｍ ｗｉｒｈｉｎｅ＊／ ム リノ環 礁

３０ Ｗ ｏｒｈａｎｉｍａｍ ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

　 　 （ｍａａｍ とよ ばれ るタ レ クチ ベ ラが 多 く

　 　 い る）

３１ Ｆａｉｒｈａｎ：ｆａａｉ／ 岩 （非 常 に大 きい ）

３２ Ｆａｉｍｅｙｏｏｒ：ｆａａｉ／ 岩

事 例 ３６ オ ロル ー ク環 礁 の プ コフ （Ｐｗｕｋｏｆｉｎ　Ｗ ｏｒｈｏｎｕｕｋ） Ｉｋ

１ Ｆａｉｒｈａｎ：ｆａａｉ／ 岩

２　 Ｆａｉｍｅｙｏｏｒ：ｆａａｉ／岩

３ Ｆａｉｍｗｅｒｈａｎｇ：ｆａａｉ／ 岩

４ Ｗ ｏｒｈａｉｓｅｆａｎｇ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

５　Ｙｅｒｈａｒｈ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

６　Ｒｈゑｎｕ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁 （１匹 の

　 ｐｗｏｏｐｗ とい う種 類 の サ メが この サ ンゴ

　 礁 の上 を泳 い で い る）

７ Ｗ ｏｒｈ　ａｉｓｉｐｗｕｎｉｔｗ　ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁 ，

　　　Ｎｅｅｗｕｍｗｕｎｏｋｏｏｓ：ｐｗａｎ　ｍａａｎ／鳥 の

　　　群 れ

9　Ｗ ｏｒｈａｉｎｉｋｅｒｉｋｅｒ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

１１ Ｆｏｎｏｐｅｉ＊／ ポナ ペ 島

１２ Ｐｅｒａｉｎａ：ｆａｎｕｗ／ ペ ライ ナ 島

１３　 Ｙｉｎｇａｒｈｉｋ＊／ ンガ テ ィ ック環 礁

１４ Ｗ ｏｒｈａｎｉｐｗａｉｙ６ｎ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁
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　 　 （ヤ ロ シ ン ジ ュガ イが 多 い）

１５　 Ｗ ｏｒｈａｎｉｐｗ６ｒ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

ユ６ Ｐｗｏｒ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

１７　 Ｎｕｋｕｗｏｒｈ＊／ ヌ クオ ロ環 礁

１８　Ｎｕｋｕｎｏｒ＊／ ル ク ノ ール環 礁

１９　 Ｋｕｔｉｗ＊／ クテ ィ ウ島

２０　 Ｎｅｅｎｕｕｒｈ： ｒｏｎｇｏｎｒｏｎｇｏｎ　ｍａａｎ／ 鳥 の

　 　 群 （白 い鳥 が 丸 くな って 飛 ん で い る 。そ

　 　 の 真 ん 中 に １羽 の グ ンカ ン ドリが い る。

　 　 その 鳥 の腹 は 白 い）

２１　 Ｎａｍｗｏｎｕｋ＊／ ナ モ ヌ ク環 礁

２２ Ｗ ｏｒｈａｎｉｐｉｔａ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

２３ Ｎｅｍｅ＊／ ネマ 島

２４　Ｋｈｕｕｋ＊／ トラ ック諸 島

２５ Ｐｉｓａｎｏｗｏｒｈａｆａｎｇ：ｆａｎｕｗ／ 島 　 （場 所 不

　　 明 ）

２７　 Ｎｏｍｗｉｎ＊／ ノ ム イ ン環 礁

２８ Ｗ ｕｎａｎｉｔ＊／ オ ナ リ島

２９ Ｍ ｗｉｒｈｉｎｅ＊／ ム リノ環 礁

３０ Ｗ ｏｒｈａｎｉｍ ａｍ ：ｗｏｏｒｈ／ サ ンゴ礁

　　 （ｍａａｍ とい う魚 が多 くい る）　 　 　 　 　 　 ’

３１ Ｒｏｆａｉｎｕｋ： ｙｅｅｗ　ｋｉｉｕｓ／ １匹 の タ コ （小

　　 さい ）

３２ Ｒｏｆａｎｉｍｗａｒ：ｙｅｅｗ　ｋｕｕｓ／ １匹 の タ コ

　　 （大 きい），Ｔｏｎｎｅｍｗａｒ：ｆａｎｕｗ／ 島
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附表 １　 スター ・コンパス上の方位名称とコンパス方位

方位番号

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

30 

31 

32

サタワル語名

 ftitisumwakUt 

 taan   mayin  apanefang 

 taan   wene 

 taan   riloiniik 

 taan   meen 

 taan  mwaarikar 

 taan wuun 

 taan   payiyefang 

 taan   mayinap 

 taan   payiyeer 

 taan   yeniyen  

t  a  ai  sarepwen 

 taxi  tumwur 

 taan   mesartlw  

t  a  anupw 

machimeyas 

wenewenenupw 

machimenetow 

tupwunupw 

tupwun  mesartlw 

tupwui tumwur 

tupwui  s  arepwen 

tupwun  yeniyen 

tupwun  payiyeer 

tupwun  mayinap 

tupwun  payiyefang 

tupwun wuun 

tupwun  mwadrikar 

tupwun  meen 

tupwun  yliktiniik 

tupwun  wene 

tupwun  mayinapanefang

コンパス方位

 0° 

14° 

27° 

 33° 

 51° 

65° 

 73° 

 790 

81° 

83° 

91° 

98° 

117° 

127° 

154° 

166° 

180° 

193° 

206° 

233° 

243° 

252° 

269° 

276° 

279° 

281° 

287° 

294° 

309° 

327° 

 333° 

346°
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